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1 埴輪窯跡群全景 (北東から、遠方の森は伝垂仁陵古墳 )

2 埴輪窯 1。 2・ 3号窯 (南東から)
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1 東発掘区 濠と北岸石積み (南東から)

2 西発掘区 濠と北岸石積み (南東から)



本書は、平成 3年度に奈良市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の成果をまとめ

たものであります。本年度は37件の調査について報告を集録しておりますが、いずれの調

査も、奈良市の歴史を考える上で、数々の成果を得ました。しかしながら、ここ数年来の

調査件数の著しい増加は、裏返してみますと、本市の貴重な文化遺産が急速な都市開発に

よって次第に失われつつあるという厳しい現実を如実にあらわしております。昨今の歴史

的都市における景観論争や町並み保存問題などとともに、文化遺産をいかに保全して後世

に引き継いでゆくのか、何世紀先をも見据えた真剣な議論が今こそ必要な時と、あらため

て痛感 しております。

さて、本年度に報告しました調査には、特筆すべき成果があります。近鉄西大寺駅南土

地区画整理事業地内での古墳時代の埴輪窯跡群の発見です。奈良市を含め大和の地は、わ

が国でも有数の古墳密集地域のひとつであります。にもかかわらず、県下ではこれまでに

埴輪窯跡の存在は知られておりませんでした。それがついに奈良市でまとまって発見され

たのです。しかも、埴輪窯跡が発見されたのは、古くから菅原の里と呼ばれていたところ

で、埴輪作 りと密接な関係をもった地域と考えられてきた場所であります。すなわち『日

本書記』に、垂仁天皇が皇后日葉酢媛命の葬祭にあたり、野見宿爾の進言を入れて、殉死

をやめ、はじめて埴輪を作ったことが記されておりますが、以降、宿爾を祖とし代々古墳

の埴輪作 りに従事した土師氏が生活を営んだ地域のひとつが、菅原の地でありました。幸

い遺構の状態も良好で、かつこうした記述とのかかわりもあって、今回発見された埴輪窯

跡群は、大和の古代史を考える上で、歴史上、学術上きわめて重要な遺跡のひとつとなり

ましょう。報道各社も大きく話題に取上げ、現地説明会には多くの市民の皆様をはじめ各

地からも数多くの方々が足を運ばれました。関心の高さをあらためて認識いたした次第で

あります。教育委員会といたしましても、奈良市文化財保護審議会の意見を尊重し、これ

らの保全に向けて、関係各部局との協議を鋭意進めているところであります。

最後となりましたが、調査から本書の作成にいたるまで、御指導と御協力を賜わりまし

た奈良国立文化財研究所、奈良県教育委員会、奈良市文化財保護審議会をはじめとする関

係機関の各位、調査に御理解と御協力をいただきました土地所有者の皆様方に、あらため

まして厚 く御礼申し上げます。

奈良市教育委員会平成 4年 3月

教育長 久 保 田 正 一



例

1 本書は、平成 3年度に奈良市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の概要報告を

集録したものである。加えて、昨年度に実施した平城京第200次調査のうち、菅原東遺

跡 (古墳時代の埴輪窯跡群)が未報告であったので、これの概要報告も併せて集録した。

なお、本年度に実施した発掘調査は、―覧に掲載した43件であるが、平城京東市跡推定

地第12次調査については別に概要報告書を刊行した。また、平城京第236次調査、同第

246次調査、南紀寺遺跡第 3次調査については来年度に、史跡大安寺旧境内第47次調査 (杉

山古墳整備事業に伴う調査)については整備事業の完了時に、概要報告を行う予定である。

2 発掘調査は、下記の体制で実施した。各調査の担当者は、調査一覧に示した。

奈良市教育委員会文化課 課長 小林謙一

埋蔵文化財調査センター 所長 福本健司 主任 蔵内康良 事務吏員 吉谷正宣

技術吏員 森下恵介 西崎卓哉 中井 公 篠原豊一

立石堅志 三好美穂 森下浩行 鐘方正樹

技術員  秋山成人 安井宣也 武田和哉 松浦
=輪
美

関野 豊 池田裕英 川越邦江 原田憲二郎

久保清子 宮崎正裕 中島和彦

3 本書の執筆は、それぞれの調査担当者が分担して行い、文末に文責を明らかにした。

また、平城京第200次調査、元興寺旧境内第32次調査では、検出遺構および出土遺物の

科学的分析結果について、下記の方々から報告をいただいた。記して感謝します。

三辻利一・秋森秀己 (奈良教育大学)清 水芳裕 (京者6大学埋蔵文化財調査研究センター)

前中一晃・伊達宗泰 (花園大学)金 原正明 (天理参考館)中 野益男 (帯広畜産大学)

中野寛子・明瀬雅子 (株式会社ズコ
ニシヤ総合科学研究所)清水 晃 (奈良女子大学)

4 平城京第200次調査では、遺構写真の撮影の一部を奈良国立文化財研究所の佃 幹雄、

牛島 茂の両氏にお願いし、本書の巻首図版、図版 1の 2に両氏が撮影したものを使用

させていただいた。記して感謝します。

5 発掘調査と本書の作成にあたって、奈良国立文化財研究所、奈良県教育委員会、奈良

市文化財保護審議会など関係機関から御指導と御協力をいただいた。記して感謝します。

6 発掘調査と出土遺物の整理作業には、下記の方々の協力をいただいた。

青嶋亜紀子 浅田直美  安藤美保  市川恵子  岩下和江  浦元由紀子

恵良恭子  太田恵子  樫根逸子  柏村克己  角谷和美  河岸美幸

近藤詔子  斎藤和子  下川航也  白代幸恵  新本真之  瀬尾真由美



芹川順子  芹野恒代  高橋浩樹  高橋光代  谷口 恵  玉林尚子
池鯉鮒結子 徳岡香恵  仲川裕美子 中島満寿江 中西美賀  長原 亘
西岡綾子  根上直子  藤村瑞穂  松尾史子  松山径子  丸杉俊一郎
御獄貞義  村松京子  矢野晴代  山前智敬  山田浩子  山村光子
音川直子  和田彰子  渡辺典子
7 調査次数は、平城京跡および各遺跡で奈良市教育委員会が実施した調査の通算次数で
ある。

8 本書で使用した遺構の分類記号や遺物の名称・型式などの表示は、奈良国立文化財研
究所および奈良市教育委員会の刊行物に準拠している。なお、遺構番号は各調査ごとに

付した仮番号である。

9 本書の遺構平面図・土層図で使用した計測座標値は、国土方眼第Ⅵ座標系によるもの
である。標高は、すべて海抜高で示した。

10 本書の編集作業は、埋蔵文化財調査センター職員の協力を得て、中井 公が行った。
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I菅原東遺跡・平城京跡の調査



1 近鉄西大寺駅南土地区画整理事業に伴う調査

奈良市では、近鉄西大寺駅周辺の都市再開発事業を継続実施している。同事業は、駅北

地区の市街地再開発事業と、駅南地区の土地区画整理事業とからなり、後者の事業計画範

囲は、総面積約32万ぽにおよび、平城京右京一条三坊から三条三坊にかけての東半部のほ

ぼ全域にわたる。このため教育委員会では、昭和63年度からこの地域の継続した発掘調査

を実施 しており、本年度が 4年 目になる。

本年度に実施したのは、別表に示した 7件 (合計面積5481♂)の調査である。平城京条

坊の坪割りでは、右京三条二坊十五坪、右京三条三坊二 。三 。六・八坪の 5つ の坪におよ

んでいるが、小面積の調査にとどまったものが多い。計画的に相当面積の調査を実施すべ

きところではあるが、工事計画とのかかわりや、土地所有者との調整に困難がイ半い、種々

の制約があったためである。今後効率的な調査が実施できるよう、関係者との間で協議を

進めているところである。

ところで、調査が進むにつれて、この地域には、平城京の遺構とともに、弥生時代、古

墳時代の遺構が良好に残存している事実が次第に明らかになってきた。なかでも、昨年度

の第200次調査で発見された 6世紀の埴輪窯跡群は、県下でもはじめての確認例であり、

特筆すべきものである。昨年度未報告であったので、本報告に菅原東遺跡の調査として併

せて成果を収録した。

なお、全体の報告にあたっては、各坪ごとに調査結果をまとめることとし、遺構番号に

ついては、坪ごとに、奈良時代以前のものに 2桁の番号を、奈良時代および以降のものに

3桁の番号を付した。いずれの番号とも、これまでの各坪の調査からの通し番号である。

調査年度 遺 跡 名 調査次数 調 査 地 地 番 調査面積 備   考

平成
2年度

菅原東遺跡
右京三条二坊十五坪

第200次 横領町高木409他 2820nご 本年度報告
既報告、本年度追加報告

平成
3年度

右京三条二坊十五坪 第229次 横領町4041・ 2 750nピ 本年度報告

右京三条三坊二坪
み

タ

第

第
菅原東町52
菅原東町53、 54-1

ぽ

ぽ 本年度報告

右京三条三坊三坪 第236次
菅原東町鎌田36
宝来町50-1、 51-1

2050n〆 来年度報告予定

右京三条三坊六坪 第226-1次 菅原東町鎌田41 865m2 本年度報告

右京三条三坊八坪 事237-1次
第237-2次

菅原東町144
菅原東町104-1

555nご

189nぽ 本年度報告

-1-



調査地と周辺の条坊 (1/10000)

-2-



発掘調査地位置図 (1/4000)(数 字は調査次数)

-3-



菅原東遺跡の調査 第200次
I はじめに

昨年度に実施した平城京第200次調査で奈良時代以前の遺構を検出したため、平成 2年

12月 21日 から平成 3年 2月 28日 にかけて調査を実施した。その概要をここに報告するが、

遺構番号は昨年度報告の第213次調査で検出されている奈良時代以前の遺構の番号との重

複を避けて、その続き番号とした。ただし、埴輪窯については別に 1～ 6号窯として記す。

Ⅱ 検出遺構

主な検出遺構には、埴輪窯 6基、埴輪廃棄土坑 1基、溝 4条、焼土坑 2基がある。

なお、発掘区北東部の西から東へ下降する丘陵斜面で弥生～古墳時代の遺物包含層を確

認したが、当該期の遺構は検出していない。

S Dll 幅約0。 4m、 深さ約0.5mの素掘溝。長さ25.5m以上で、発掘区外南に続く。地

形にそって掘削されているらしく、後世の削平によリー部が途切れる。布留式土器が出土

しており、古墳時代前期の遺構と考えられる。

S D12 幅2.5～ 4.Om、 深さ1.3～ 1.5mの素掘溝。南北の長さ45m以上で、南北ともに

谷地形と接続する。南側では、谷地形に接続して東へ屈曲して 2条に分かれるが、そのう

ちの北溝は長さ8。 5mで途切れる。布留式土器が出土しており、古墳時代前期の遺構と考

えられる。S D 10と 平行することから、両溝の関連とその性格に注意しておく必要がある。

S K13 南北約5。 5m、 東西約1.5m、 深さ0。 35mの土坑。 5号窯の東隣、S D llの延長

上に位置し、その窪みを利用している。埴輪が多量に廃棄されていた。

S D14 幅 1。 2～ 0.3m、 深さ約 0。 3mの素掘溝。長さ18.8m以上で発掘区外北に続く。

布留式土器が出土しており、古墳時代前期の遺構と考えられる。

S D15 幅1.0～ 0.3m、 深さ約0.2mの素掘溝。南北の長さ13.4m以上で発掘区外北に

続 く。南で東に屈曲し、長さ3.5mま で確認した。出土遺物がほとんどなく、遺構の重複

関係から奈良時代以前の遺構であることを知り得るのみで、詳細な時期は不明。

S X16017 S X16は 一辺0。 9mの隅丸方形で、深さ0。 3mの土抗。 S X17は 南北0。 8m、

東西0。 45m以上の隅丸方形で、深さ0.2mの土坑。両方ともに壁には 2～ 4 cmの粘土を貼

り付けており、赤く焼けている。底には炭が 2 cm程堆積していた。時期を推定できる遺物

の出土はないが、層位的にみて古墳時代以降、奈良時代以前の遺構としてとらえられる。

埴輪窯 検出した 6基の埴輪窯はすべて緩やかな傾斜をもつ登窯で、横断面は舟底状を

呈する。焚口から焼成部の一部までが残存していた。上部構造については不明な点も多い

が、天丼部からの崩落焼土塊には窃の混在が認められないことから、地山を掘 り抜いた地

下式構造であった可能性が高い。以下、各埴輪窯の概要を記す。
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1号窯 S D 12の 西壁に焚口を設け、北西に向けて構築している。残存長約2.5m、 最

大幅約1.6m。 窯体には厚さ約 3 cmの粘土を貼る。床面を 3面確認した。焼成部最下床面

の傾斜は 8～ 14°である。床面 1は堅級に焼きしまる。床面 2で は、淡黄灰色砂の上に埴

輪片が面をなして貼 り付いており、焼成時の置台として使用された可能性がある。

2号窯 S D 12の西壁に焚口を設け、北西に向けて 1号窯とほぼ平行に構築している。

残存長約4。 2m、 最大幅約1.9m。 窯体には厚さ約 4 cmの粘土を貼る。床面を 9面確認 し

た。焼成部最下床面の傾斜は 6～ 27°である。焼成部床面の色調は、燃焼部に近い部分で

は還元して青白く、煙道の方へいくにつれて酸化した赤色を呈す。床面再構築にあたって

は窯体内をきれいに清掃していたらしく、間層には焼土塊、炭を含まない。頻繁なる使用

のために補修を繰り返している。各床面ともに堅級に焼きしまる。

3号窯 S D 12の 東壁に焚口を設け、北東に向けて構築している。残存長約3.8m、 最

大幅約1.8m。 窯体には厚さ約 3 cmの粘土を貼る。床面を 5面確認した。焼成部最下床面

の傾斜は 5～ 20°である。床面 1、 3、 4は堅級に焼きしまる。床面 2では淡灰色砂の上

に埴輪片が面をなして貼 り付いており、焼成時の置台として使用された可能性がある。床

面 3の構築時には窯体が拡張されている。床面 2と 床面 3の間層及び床面 3と 床面 4の間

層には、天丼、側壁部からの崩落と思われる焼土塊及び炭化木材が堆積していた。炭化木

材の樹種はマツで、窯体内から丼桁状に検出された。この堆積を除去することなく、その

∞
口
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ヾ
口
Ｋ

Ю
旧
Ｋ
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3号窯床面 102と 対応
2号窯床面 1と 対応
2号窯床面 4、 3号窯床面 3と対応
2号窯床面 6と対応
1号窯床面 1、 2号窯床面 7、 3号窯床面 4と 対応

2号窯床面 9、 3号窯床面 5と対応

焼土層

溝 S D12、  1・ 2・ 3号窯焚口付近縦断面図 (1/50)
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上に粘土を貼って床面を再構築している。これは焚回の高さが上がっていることを意味 し

ており、 3号窯が使用されていない間に 2号窯の灰が厚 く堆積したことに起因しよう。こ

のことから、 2号窯と比べて 3号窯の使用は断続的であったと推定できる。

4号窯 丘陵北斜面に地山を南西に向けて掘 り、焚口を北東に設けて構築している。残
存長約5.5h、 最大幅約2.Om。 窯体には粘土を貼らない。床面を 5面確認した。焼成部最

下床面の傾斜は 9～ 16°である。それぞれの床面は熱を受けて赤化しているが、焼けしまっ

た状態ではない。灰原は谷部北東に向かって広がる。

5号窯 丘陵北斜面に地山を南に向けて掘 り、焚口を北に設けて構築している。窯体に
は粘土 を貼 らない。床面を 5面確認 した。焼成部最下床面の傾斜は 9～ 15°である。

それぞれの床面は熱を受けて赤化しているが、焼けしまった状態ではない。焚口を深さ約

0.4m掘 りくぼめ、そこから谷部東に向けて幅約1.5m、 深さ約 0。 4mの溝を掘削して灰

x_A゛
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5号窯平面・断面図 (1/50)

原を形成している。

6号窯 5号窯西側の丘陵北斜面に地山を南西に向けて掘 り、焚口を北東に設けて構築

している。窯体には粘土を貼らない。床面を 2面確認した。焼成部最下床面の傾斜は 8～

14°である。それぞれの床面は熱を受けて赤化しているが、焼けてしまった状態ではな
い。

床面 2の上には天丼、側壁部からの崩落と思われる焼土塊が堆積していた。灰原は谷部北

東に向かって広がる。

6基の埴輪窯は、その立地から大きく2群に分かれる。S D 12の壁面を利用した 1～ 3

号窯と丘陵北斜面を利用した 4～ 6号窯である。地形的にみて、調査区外東に窯跡群が続

いているものと考えられ、東から西へと窯を構築していった可能性が高い。 4～ 6号窯が

-10-
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6号窯平面 。断面図 (1/50)

谷部の一番奥まったところに位置しており、その立地的制約から 1～ 3号窯を丘陵斜面に

構築できなかったものと推定できよう。従って、 2群 を一連の窯跡群として認識できる。

なお、各埴輪窯の焚回の前面には窯の構築で生じた残土や焼成で生じた埴輪の不良品や

炭などが堆積する。とりわけ 1～ 3号窯の焚口付近の素掘溝 S D12で は、黄褐色粘質土層

→炭・焼土層→暗褐色土層の層序を 1つ の単位とする堆積が少なくとも10回 は認められ

る。黄褐色粘質土層のうち、窯の焚口近くに堆積するものは窯体内へも及んでおり、上面

に薄く粘土カリ占られて床面となることが多い:ま た 2・ 3号窯の焚口の北に堆積するもの

は、土量や窯の床面との対応関係から2・ 3号窯の構築で生じた残土と考えられる。炭・

焼土層は、窯の燃焼部の床面上まで堆積が及んでおり、埴輪片を多量に含むことから窯の

灰原とみられる。暗褐色土層は、先に述べた 2層 の性格をふまえると窯の操業が終了した

後の堆積層と考えられる。以上のことから、 1つ の堆積の単位は埴輪窯の 1回の操業に対

応するとみられる。したがぅて、 3基の窯で10回以上の操業が行われたことになる。 1～

3号窯の構築と廃絶については、 3基の窯の床面と堆積層の先後関係から、 3号窯→ 2号

窯→ 1号窯の順で構築され、 2号窯が最初に廃絶したとみられる。また窯の操業は断続的

で、最盛期には同時に複数の窯で焼成が行われた可能性がある。

埴輪窯の操業時期は、 1～ 3号窯については、窯、灰原および廃絶直後の s D 12の堆積

層から出土している須恵器蓋杯などの特徴を考慮すると概ね 6世紀前半～後半と考えられ、

4～ 6号窯については、出土した埴輪の形態や調整の特徴が 3号窯の最初の床面から出

土した埴輪と同時期かやや古い様相を示すことから、1～ 3号窯に先行する可能性がある。

(鐘方正樹・安井宣也)



Ⅲ 出土遺物

出土遺物には、旧石器時代から弥生時代の石器、弥生時代前期の土器、古墳時代前期か

ら後期の土器と後期の円筒埴輪、形象埴輪がある。以下、主なものを報告する。

A 石 器

弥生～古墳時代の遺物包含層や S D 12の埋土から総数110点の石器が出土 した。その多

くは景J片等であり、全体的には旧石器時代から弥生時代までのものが混在 しているようで

ある。以下、特徴的な石器についてのみ報告する。 1は周縁加工の石器である。ナイフ形

石器に似るが刃部が明確に形成されていない。錐の可能性もあるが、風化が激しく使用痕

は確認できない。 2は翼状景J片である。景J片剥離時の加撃によって両側が欠損したものと

思われる。打点は新しい欠損によって確認できない。 3～ 6は石鏃である。それぞれ形態

が異なるが、 4は非対称の脚部を持ち、 5は端部が円形におさまる脚部を持つのが特徴で

ある。 7・ 10はスクレイパーである。両者とも表裏から刃部の加工を行っており、刃部が

波状を呈している。 8・ 9は楔形石器である。両者とも使用によって破損したと思われ、

載断面が残る。11は磨製石斧である。磨きは丁寧で残存形状から両刃になると考えられる。

石材は石斧が千枚岩、他はサヌカイトである。以上の石器のうち 1・ 2は旧石器時代、 4

11は縄文時代後期頃の特徴をもつものである。

―
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B 土 器

本調査の出土土器には、弥生時代前期の弥生土器、古墳時代前期～後期の土師器、中期

～後期の須恵器がある。ここでは埴輪窯の操業時期を判定する手掛かりとなる古墳時代中

期から後期にかけての須恵器 7点 と土師器 1点について報告する。

1・ 2は須恵器杯蓋である。 1は 5号窯の灰原の下に堆積する遺物包含層から出土した。

口径12。 8cm、 器高4。 3cm。 天丼部と口縁部の境の稜は明瞭で、日縁端部は内傾し段をなす。

2は 3号窯床面 3か ら出土した。口径14.9m、 器高5.Ocm。 天丼部と口縁部の境の稜は不

明瞭で、回縁端部は内傾 し段をなす。天丼部上面の回転ヘラケズリの方向は、 1が右回り
で 2が左回りである。 3～ 6は須恵器杯身である。 3は 1号窯床面 1に伴う灰原から出土

した。日径 13。 2cm、 器高4:4cm。 受部上面は水平で、口縁端部は九 くおさめる。 4は 1と

同じ遺物包含層から出土した。日径10.Ocm。 受部上面は水平で、日縁端部は丸 くおさめる。

5は 3号窯床面 1に伴う灰原から出土した。日径12.4cm、 器高5。 4cm。 受部上面は内傾気

味で、日縁端部は内傾する。 6は 1号窯廃絶直後の S D 12の堆積層から出土したもので口

縁部を欠く。受部上面は内傾気味である。底部外面の回転ヘラケズリの方向は 3・ 4・ 6

が左回り、 5が右回りである。 7は 6と 同じ層から出土した須恵器短頸壺で回縁部を欠く。

体部最大径16.2cm。 底部は叩きで成形されており、肩部外面にカキメが施される。 8は

S K13から出土した土師器小形甕で、日径10.2cm、 器高13.5cm。 底部は平底である。体部・

底部の内外面にハケメが施される。時期は、 1・ 4が 5世紀後半、 508が 6世紀初頭、
2・ 3が 6世紀前半、 6・ 7が 6世紀後半に位置付けられる。 (安井宣也)

出土土器 (1/4)

-13-
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C 円筒埴輪

円筒埴輪 (朝顔形埴輪を含む)は、埴輪窯、灰原、古墳時代後期以降の遺構、遺物包含

層から、遺物整理箱約400箱分が出土している。ここでは各埴輪窯の床面直上、S K 13、

灰原出土のものを報告する。円筒埴輪の各部の名称は挿図に記す。またいわゆる「断続ナ

デ技法」による突帯の上からヨコナデを行い仕上げる技法を、新たに確認した。これら二

者を区別して、従来の「断続ナデ技法」を断続ナデ技法 B、 今回確認した技法を断続ナデ

技法Aと し、両者を総称して断続ナデ技法とした
1)(挿
図参考)。 出土した埴輪はすべて

川西編年
のの第V期のものである。調整は主に、外面が 1次調整のタテハケで、内面がタ

テナデである。夕1面のタテハケは、底部から口縁部までの間を数回に分けて行われる。底

部調整は、埴輪を倒立させ、底部内面に指をあて、外面を板状の工具で押圧する。焼成は

青灰色の硬質に焼き上がるものと黄灰色の軟質に焼き上がるものとがある。ヘラ記号をも

つものも多く出土した。

1号窯出土埴輪 小破片が多く、全体の形態がうかがえるものがない。断続ナデ技法A

を行うものが多い。

2号窯出土埴輪 口径約30cm、 底部径約20cmの やや大型のものと、底部径約15cmの小型

のものがある。小型のものは3条突帯になるものと思われる。断続ナデ技法Aを行なうも

の (1～ 4)が多い。底部調整には、押圧の幅がせまく弱いため、変形が少ないもの(2)

と、強い押圧によって底面が尖り、変形が著しいもの(4)、 押圧は強いが底面が平担なも

の(5)と がある。

3号窯出土埴輪 口径約40cm、 底部径約30cmの大型のものと、口径約30m、 底部径約20
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断続ナデ技法模式図



cmの小型のものとがある。突帯は4条以上のもの(10)が確認される。断続ナデ技法Aを行

うもの (6～ 8010～ 11・ 14)が多い。底部調整には、強い押圧によって底面が尖り、変

形が著しいもの(11)が多い。底部外面をヘラケズリするもの(14)も ある。朝顔形埴輪 (45。

46)は、口縁部内外面と肩部外面をハケで調整する。日縁端部は外側に面をもち角を鋭く

仕上げる。

4号窯出土埴輪 口径約30cm、 底部径約16cmの小型品が多く、器壁がやや厚手である。
全体の形態は不明であるが、 3条以上の突帯をもつものと考えられる。断続ナデ技法Aを

行うもの (15～ 17・ 19・ 21～ 25)が多い。日縁端部の面は水平になるものが多い。底部調

整には、押圧によって底面がやや尖り、変形するものが多い。

5号窯出土埴輪 全体の形態がうかがえるものは少ない。外面調整にヨコハケを行なう
ものが 6基の埴輪窯中で最も多く出土している。断続ナデ技法Aを行うものは多くない。

26は外面をタテハケの後ヨコハケで調整する。突帯はヨコハケ調整の後、ヨコナデによっ

て貼付し、断続ナデ技法を行わない。

6号窯出土埴輪 口径約30cm、 底部径約14cmの小型品が多く、 3条以上の突帯をもつも
のと思われる。器壁が厚く、突帯も低く幅広のもので、全体的に粗いつくりである。断続

ナデ技法Aを行うもの (30031)も 出土している。底部調整には、押圧の幅がせまく底面

の変形が少ないものが多い。

土坑 SK 13出土埴輪 全体の形態が復原できる個体が多い。底部から外上方に広がる形
態で、 3条突帯 (32～ 42)ま たは4条突帯 1431である。 3条突帯のものが大半を占め、器

高約40cm、 日径約25cm、 底部径約16cmの ものが多い。外面は主にタテハケであるが、ヨコ

ハケのもの (34・ 39)も 存在する。内面はナデで、日縁部内面をハケメで調整するものが '

多い。断続ナデ技法Aが確認できる個体 (38・ 41・ 42)は多くはない。また外面の各段に

板状の工具が左上がりに当った痕跡が認められるもの (33・ 38)があるが、性格は不明で

ある。底部調整を行うものがあるが、底面は平担で、 1～ 4号窯の埴輪のように底面が尖

り、変形したものは少ない。底部内面をヘラケズリするものもある。また底部調整を行わ

ない個体も多く存在する。朝顔形埴輪 (44)は 口縁部の最上段の内外面のみハケで調整し、

以下肩部までナデである。これらの埴輪と形態、製作技法等が同じものが 5・ 6号窯で出

土しており、そこで焼成されたものと考えられる。

灰原出土埴輪 いずれも3号窯床面 1の焼成に伴う灰原出土である。47は底部径36.Ocm
で、かなりの大型品である。 6条以上の突帯をもつものと考えられる。第 3段 目に透し孔

をもつ。48は 6条突帯で、日縁端部外面に幅広の突帯を貼りめぐらすものである。器高

72.7cm、 日径24.Ocm、 底部径17.Ocmである。底部調整の強い押圧のため、底面は尖り、変

形が著しい。両者とも突帯は断続ナデ技法Aを行う。          (中 島和彦)
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出土円筒埴輪 2(1/6)4号 窯 (15～ 17:床面 1、 18・ 19:床面 2、 20～ 22:床面 3、 23～ 25:
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17-



出土円筒埴輪 3(1/6) 土坑 S K13(32～ 40)出土
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出土円筒埴輪 4(1/6)土坑 S K13(41～ 44)、 3号窯 (45:床
出土
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D 形象埴輪

形象埴輪には、人物、馬、鳥、家、蓋、靭、盾、石見型、大刀、その他があり、遺物整

理箱で72箱分を確認している。この中では、石見型埴輪が最も多い。

人物埴輸 1は頭部を山形に切 り落としており、円筒状を呈する。盾持ち人の頭部にな.

る可能性がある。 2は素足、 3は履をはき脚台部にのる。 4は腕部の破片であろう。

馬形埴輪 5は胸から尻にかけての破片で、鈴付の胸懸、鞍の後輪、鐙、尻繋の辻金具、

鈴杏葉が認められる。腹の右、左、下及び胸の前面には円形の透孔が穿たれている。 6は

頭部の鼻先部分で、鏡板が剥落している。 7は尻繋部分で、辻金具、杏葉のいずれにも鋲

の表現がみられる。 8は尻尾の破片である。

鳥形埴輪 9010は ともに半月形の張 り出し上に足を表現したもので、 9は線刻、10は

粘土紐を貼 りつけている。11は尾の破片で、線刻によって羽毛を表現している。

家形埴輸 入母屋造 りのものが確認できる。屋根の上部と下部は別造りのものをはめ込

んでいる。屋根の端部には突帯がめぐり、壁には方形の窓が穿孔されている。

蓋形埴輪 立飾は12、 13、 14の 3つに大きく分類できる。12の形態は S K 13出土例のみ

である。13の形態は S K 13、 4号窯、 1～ 3号窯灰原から出土し、14の形態は 1～ 3号窯

灰原から出土。遺構の変遷を考慮すれば、12→ 13→ 14の順に形態が変化していくものと推

定できよう。笠部には、端部に突帯がめぐるもの (15)と めぐらないものとがある。

靱形埴輪 破片資料ばかりであり、石見型埴輪と区別し難い部分もあるが、16～ 20を こ

こでは一応靭形埴輪と認定した。周縁に櫛歯文 (16)や刻み目 (17・ 18)を めぐらせるとい

う特徴を有する。17～ 19は同一個体と思われ、19は矢筒部の破片と考えられる。20は鏃を

線刻によって表現している破片である。

盾形埴輪 周縁部に綾杉文をめぐらせるもの (21・ 22)と めぐらせないもの (23)と があ

る。また、それぞれに鋸歯文の表現が異なるものがみられる。

石見型埴輪 文様面を4分割するもの (I類 )、 2分割するもの (Ⅲ類)、 分割せずに無

文のもの (Ill類)が認められる
1)。
量的にはⅢ類が最も多い。

大刀形埴輪 24は把頭の勾金に伴う三輪玉である。25は把頭の部分と考えられ、格子文

が線刻されている。

その他の形象埴輪 26・ 27は線刻文様のある破片。28は円盤の端部に粘土粒を等間隔に

貼 り付けたものである。29は連弧文の頂点部分の破片で、周縁には 2重の刻線がめぐる。

30は三日月形の破片で、周縁に櫛歯文、その内側に複合鋸歯文を線刻する。また、図示し

たもの以外にも数多くの不明形象埴輪が出土している。 (鐘方正樹)

1)鐘方正樹・安井宣也 。中島和彦「菅原東遺跡埴輪窯跡群をめぐる諸問題」『奈良市埋蔵文化財調査セ
ンター紀要 1991』 奈良市教育委員会 1992

2)川西宏幸「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』第64巻 2号 1978
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菅原東遺跡出土埴輪の蛍光X線分析

奈良教育大学 三辻利一

奈良教育大学 秋森秀己

生産地である窯跡が残っている須恵器の産地推定は窯跡へ結びつけることによって可能

であるが、窯跡が残っていない土器類の産地推定は困難である。「産地」そのものの定義

が困難だからである。しかし、これらの土器類の元素分析によって、考古学に役立つ何ら

かの情報を引き出すことも可能であろう。その場合でも、須恵器で地域差を示した K、 Ca、

Rb、 Srの 4因子は有効であると考えられる。これらの因子は地質に関係するからである。

本稿では菅原東遺跡埴輪窯跡群出土埴輪と奈良県下の古墳出土埴輪の蛍光 X線分析の結

果を報告するが、奈良県下の埴輪の胎土に関する研究の第一歩として、Rb―Sr分布図上

で定性的に古墳を分類し、奈良県下の埴輪の伝播・流通の概要を把握するにとどめた。

図 1に は菅原東遺跡埴輪窯跡群出土埴輪の Rb一Sr分布図を示す。全試料を包含するよ

うにして菅原東遺跡領域を示してある。ほぼ正方形にしてあることには特に意味はない。

この領域は定性的な意味しかもたないが、ここでは奈良県下の古墳出土埴輪の胎土を比較

する上での目安として使用することにした。そのため、以下に示す Rb一Sr分布図にはす

べて菅原東遺跡領域を示してある。図 2に は奈良少年院古墳の埴輪の Rb一Sr分布図を示

す。菅原東遺跡の埴輪と類似した化学特性をもつことがわかる。この他にも奈良市内にあ

る狐塚 2・ 3号横穴、赤田横穴の陶棺、率川古墳の埴輪が類似した化学特性をもつことが

わかった。この特性は奈良市周辺に広がる大阪層群の粘土のもつ化学特性である。したが

て、上記の陶棺、埴輪は地元、奈良市周辺で作られたと推定される。

これに対して、県南部の橿原市周辺の古墳出土埴輪は少し異なった化学特性をもつ。一

例として、図 3にイノヲク 5号墳、図 4に中曽司遺跡、図 5に新沢166号墳の埴輪の Rb一

Sr分布図を示す。奈良市周辺の古墳の埴輪に比べて Rb量が少なく、逆に Sr量が多いと

いう化学特性をもつことがわかる。この特性は葛城・金剛山を構成する花商岩類の特性で

あり、当然、これと類似 した化学特性をもつ土壌、粘上がその周辺に広 く分布しているは

ずである。したがって、上記の 3古墳の埴輪は地元で作られたと推定される。葛城・金剛

山麓の北西側にある羽曳野市の古市古墳群の埴輪もこれと類似した化学特性をもつことが

知られている。

このように、奈良市周辺と橿原市周辺の古墳から出土した、それぞれ地元産と推定され

る埴輪の胎土が対称的な化学特性をもつということはきわめて重要である。このデータを

基礎にして、奈良県下の埴輪の伝播 。流通の研究へと発展させることが可能であるからで

ある。



そこで、両地域の中間にある天理市周辺の古墳出土埴輪の分析を試みた。一例として、

図 6に西乗鞍古墳、図 7に小墓古墳の埴輪の Rb―Sr分布図を示す。前者は奈良的、後者

は橿原的な化学特性をもつ埴輪であることがわかる。ともに、両地域からの搬入品である

可能性をもつ。とくに天理市の星塚 102号墳の埴輪は、図 8に示すように奈良市の菅原
東遺跡領域にぴたりと一致し、奈良市側から天理市周辺へ埴輪が供給されたことが明らか

になった。

このようにして、奈良県下の古墳出土埴輪の胎土を Rb、 Sr因子からみて大まかに分類

した模式図を図10に示す。Aが化学特性からみて奈良的、 Bが橿原的胎土の埴輪をもつ古

墳である。奈良県北部地域にはAの古墳が多く、南部地域にはBの古墳が多い点が注目さ

れる。そして、中間地域にはAと Bの古墳が入り乱れており、埴輪の伝播 。流通の跡を歴

然と示している。

一基の古墳から出土する埴輪の胎土は必ずしも一様ではない。奈良県中部地域では図 6

の西乗鞍古墳の埴輪のように、奈良的な特性の複数の胎土をもつ場合もあるし、図 9に示

すように、両方の性格の複数の胎土からなる埴輪をもつ西山塚古墳のような場合もある。

後者の場合は、両方の地域から供給された可能性をもつ。

今回は埴輪の産地を明確に定義せず、漠然と奈良的、橿原的特性をもつ 2種類の胎土の

埴輪があるというにとどめた。その程度に定性的な分類であるにもかかわらず、北部地域

から南下する埴輪と、南部地域から北上する埴輪があることが推察された。奈良県下の埴

輪の胎土分析の第一歩として、きわめて重要な問題が提起されたものと思う。

1.0

Rb

O.5

0.5

Sr

図 1 菅原東遺跡出土埴輪のRb Sr分布図
Sr

図 2 奈良少年院古墳出土埴輪のRb‐ Sr分布図
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Sr

図 8 星塚1・ 2号墳出土埴輪の Rb‐ Sr分布図

0            0.5            1.0

Sr

図 9 西山塚古墳出土埴輪の Rb‐ Sr分布図

1.菅原東遺跡
2.奈良少年院古墳
3.率川古墳
4。 上山 1号墳
5。 額田部南方古墳
6.河合城山古墳
7.黒田大塚古墳
8.星塚 1・ 2号墳
9。 荒蒔古墳
10。 岩室池古墳
11.袋塚古墳
12.ウ ワナリ塚古墳
13.小墓古墳
14.西乗鞍古墳
15.西 山塚古墳
16.珠城山 3号墳
17.纏向遺跡
18:忍坂12号墳
19。 外山谷 4号墳
20。 中曽司遺跡
21.新沢166号墳
22.市尾墓山古墳
23.イ ノヲク506号墳

図10 胎土分析埴輸出土遺跡の分布 (ト ーンは大阪層群 )



菅原東遺跡出土埴輪の鉱物組成分析

京都大学埋蔵文化財調査研究センター 清水 芳裕

菅原東遺跡の埴輪窯の調査にともなって、供給された古墳との関係が問題のひとつにと

り上げられている。当遺跡窯跡出土埴輪の胎土組成をもとに古墳出土の埴輪との比較をお

こなった結果、この問題に関する若千の基礎資料が得られたので報告する。分析試料は菅

原東遺跡出土埴輪20点 と率川古墳、西乗鞍古墳、小墓古墳、荒蒔古墳、星塚 2号墳の埴輪

各 4点の計40`点である (表 1)。

I 埴輪胎土の岩石鉱物

菅原東遺跡出土埴輪 胎土に含まれる鉱物で多量を占めるものが石英粒であることは分

析資料20点 に共通する。またその多くが波動消光を示す。そのほかにパーサイト構造のカ

リ長石、微斜長石のいずれかを含み、大部分の鉱物が深成岩起源の岩石に由来する。これ

に少量の堆積岩のチャートと変成岩の結晶片岩を含むものが資料の多くを占める。この含

まれ方の関係は、遺跡付近を形成する沖積世の堆積物を供給した周辺及び基盤の地質構成

物、つまり奈良盆地のほぼ全域をとりまく花商岩、盆地西部および北部にみられる大阪層

群を中心とする鮮新世から更新世にかけての堆積層群、京都府との県境付近に分布する片

麻岩類からなる地層などの岩石鉱物種の内容をよく反映している。一方、火山岩に属する

岩石鉱物はみられず近傍の春日山を作る安山岩などの影響はみられない。この点は含有鉱

物の種類において大部分が石英類であることや角のとれた砂が多く、堆積の過程で淘汰を

うけた状況がうかがえその過程で分解された鉱物があったことも考えられる。

古墳出土埴輪 5つの古墳出土の埴輪をこれと対比させてみると、埴輪に加わる岩石鉱

物の種類の面からは当遺跡の各窯跡出土の埴輪のそれと大きな差をもつものはない。しか

表 1 埴輪胎土の岩石鉱物 (数値は含有量の相対値で、 4>3>2>1の 関係 )
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分 析 試 料

)有 岩 石 鉱 物

菅 原 東 遺 跡 率 川 T■墳 西 乗 鞍 古 墳 小 墓 古 墳 荒蒔古墳 星 塚 2号讐

1  1「 3‐窒と 2号‐窯 3ぢ‐窯 5号 窯 6号‐窯

石  英

:暑 揚
斜 長 石

黒 雲 母

白雲 母

角 閃 石

輝 石 類

カ ン ラ ン石

不 透 明 鉱 物

T
泥 岩

結 晶 片 岩

くさり礫



分 類

胎
土
の
特
徴

・
き各卜と粗粒の砂を多量に
'シ ル ト・砂の大部分は石英

・級密な粘土に少量の砂
・砂の大部分 は石英

・酸化物 を多 く含む粘土 ・黒雲母を多量に含む

菅
原
東
遺
跡
出
土
埴
輪

一
一
一
一
一
一

窯
窯
窯
窯
窯
窯

口万
口万
三ウ
ロす
一万
口万

1号^窯 -7
2号窯 -6

4号窯 -3
5号窯 -1・ 8・ 9

6号窯 -4

古
墳
出
土
埴
輪

率川古墳 -1・ 5・ 11・ 13
西乗鞍古墳 -8・ 24
小墓古墳 -7・ 10
荒蒔古墳 -13・ 17
星塚 2号墳 -6・ 15・ 26

西乗鞍古墳 -13・ 25

荒 蒔古墳 -1
重環亨写層響13

小墓古墳 -8・ 24

表2 胎土組成の分類
しこの結果からただちにここで製作された埴輪がこれらの古墳へそれぞれ供給されたと断

定することはできない。上記のような地質条件からみて、両者の埴輪で共通点がみられる

岩石鉱物は、奈良盆地の広い地域の沖積平野部に一様に分布している可能性がある。した

がって製作地が多少異なっても菅原東遺跡の埴輪と同種の岩石鉱物を含むことを考慮する

必要があり、この面からだけでは供給関係を導くには十分でない。

I 胎土組成の分類

菅原東遺跡と各古墳出土の埴輪の胎土を別の視点から分類してみると次のような′点が明

らかになる。粘土の性質、含まれる砂粒の量およびある種の鉱物の含有量の 3点について

分類すると表 2の ようになる。

菅原東遺跡出土埴輪 大きく3種類に分けられる。っまり多量のシルトや粗粒の砂を含
み、その大部分は石英であるもの (A群 )、 A群 と同様に大部分が石英であるがその量は

少なく、級密な粘土を用いたもの (B群 )、 鉄酸化物を多く含む粘土 (C群)である。分

析試料20点のうち13点がA群、 6′点が B群、 1点が C群にあたる。

古墳出土埴輪 この 3種の胎土組成の分類を古墳出土の埴輪にあてはめると、率川古墳
の 4点はA群に、西乗鞍古墳のものはA群 とB群に、荒蒔古墳はA・ B・ C群に、星塚 2

号墳はAoC群 の胎土に相当する。ところが小墓古墳の埴輪のうち、 7と 10は A群に相当
するが、 8と 24は菅原東遺跡の試料20点の特徴から導いた 3群の特徴とは異なり黒雲母を

多量に含む胎土である (表 2-D群 )。
この分類は菅原東遺跡と古墳出土の埴輪の胎土の組成の類似性に基づくものであり、そ

の特徴は原材料の採取場所あるいは工人の意図が反映したものであるかもしれない。岩石

鉱物の分析結果とを合わせ比較すると、古墳出土の埴輪の多くに当遺跡で作られた可能性

をもつものがあることは明らかであるが、それがどの埴輪であるかを特定するに十分な証

拠は得ていない。上方、これらの特徴のいずれにも含まれない小墓古墳の8と 24の 2点は

菅原東遺跡出土埴輪の未分析試料に類似 した胎土のものがあるという判断の余地を残させ

るが、別の未発見の窯が奈良盆地内に存在する可能性をも示唆している。
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1 石英 菅原東遺跡4号窯-11 ×20

3 チャート 西乗鞍古墳-8 ×20

2 パーサイト 菅原東遺跡 4号窯-6 ×20

5 胎土組成A群 菅原東遺跡4号窯-6 ×10

4 結晶片岩 西乗鞍古墳-24 ×20

6 胎土組成B群 菅原東遺跡5号窯-9 X10

7 胎土組成B群 西乗鞍古墳-25 ×10 8 胎土組成D群 小墓古墳-24 ×10
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菅原東遺跡埴輪窯の考古地磁気測定

花園大学 前中一晃

花園大学 伊達宗泰
I はじめに

1990年 12月 27日 に奈良市菅原町で発掘中の埴輪窯跡より焼土試料を採取し、その考古地

磁気の測定を行った。

発掘された窯跡は 6基あったがその内の 1号窯および 6号窯と名付けられた 2基の窯跡

よりそれぞれ 5個および 8個の合計13個の方位をつけた焼土試料を現場で採取した後、実

験室で考古地磁気測定用に供するため3.5cm立方の大きさに整形した。整形された試料は

「残留磁気測定装置」および「交流消磁装置」を使って、個々の試料が最後に焼成を受け

たときに獲得した磁化 (初生磁化)を取 り出すという方法で各試料の磁化方向を決定し、

次に各サイト毎の平均の磁化方向を求め、最後に 2サイト平均の磁化方向を確定し、既報

の考古地磁気経年変化曲線と対比して考古地磁気年代を決定するという手続きをとった。

I 考古地磁気測定結果

第 1表は今回測定された結果を纏めたもので、左から順に、試料番号、自然残留磁化

(NRM,Natur」 Remanent Magnetレ aion)強度、交流消磁前の残留磁化方位、交流消磁

後の残留磁化方位、MDF(Median Destrucuve Field)を表している。

試料番号 A01～ A05は 1号窯より採取したもの、一方 B01～ B10は 6号窯より採取した

ものである。

残留磁気の測定は「残留磁気測定装置」を使って行われた。NRMの強さは 1号窯では (6,
～ 8)× 10 5emu/9と 一定の強度を示 しているのに対 し、 6号窯では (3～ 180)×

10 5emu/9と 同じ窯から採取 したにもかかわらず 2桁の強度の違いを示した。試料自身

の強度は筆者が今までに他地域の窯から採取 したものと比較 しても平均的な強さと言え

る。

試料の NRMの方向は一つ二つ特に異常な方向の磁化を示すものもあるが他はそれなり

にまとまっている。

初生磁化にプラスして付着している二次磁化の消去は「交流消磁装置」を使っての交流

消磁で行われた。 1号窯から採取された試料ではA01試料がパイロット試料として選ばれ

た。この試料は 1、  2、 3、 4、  5、 6、 8、 10、 12.5、 15、 20、 25、 30、 35、 40、 50

mT(ミ リテスラ)の各段階で処理された。消磁の結果は 1～ 12.5mTの 間では磁化の強

さに大きな変化がないが、その間に磁化方向を大きく変化させている。15 mT以 降の処理

では磁化の強さは急速に減衰するが、磁化方向の変化はなくなる。これは NRM測定時、
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初生磁化に付着していた二次磁化が交流消磁によって除去されたことを意味する。この試

料の磁化方向としてD=0.6°、 I=39。 9°が計算で求められた。残 り4個の試料はパイロッ

ト試料の消磁結果を基にして Jr/Jo=0.5に なる交流磁場強度 (こ れをMedian Destrucive

Field(MDF)と 呼び、磁化の安定性を示す一つの基準になる)を 目安として20お よび25

mTで処理された。

結果として試料の磁化方向の平均は

試料個数 (N)=5、 偏角 (D)=4.7° W、 伏角 (I)=43.7・、95%誤差角 (α 95)=5。 4°、

信頼度係数 (K)=203

となる。

6号窯から採取された 8試料についても、 1号窯の試料とMDFの大きさが大きく異

なっているという相違はあるが、全く同様の手続きを経て磁化方向が求められた。その結

果は  N=8、 D=0。 9° E、 I=42.8° 、α95=4.7°、K=141

となり、二つの窯から得られた初生磁化の方向は誤差の範囲で一致するといえる。

NRM強度    交流消磁前の残留磁化方位

試料番号   (× 10 5emu/9) D(° E)   I(° )α 95(°)K

交流消磁後の残留磁化方位 N/1DF

(× mT)I(°)α 95(° )

A01

A02

A03

A04

A05

平均(5)

B01

B05A
B05B

B06

B07

B08

B09

B10

平均(8)

1号窯

6号窯

平均(2)

76  90.7
61  156
6.3  183
6 3     22.4

8.0  14.3

-209
50.6

51.9

53.5

43 7

-1.3  48.8
-11  396
-115  451
-10.5  44.7

0.6  399

>25

>25

>25

>25

30

>8
40
4.3

>6
5.5

>6
37
3.8

35.0

115  -90
227  15.2
19.9 -17.1

8.1  -0.4
184       10 1

31   7.6
30.8     1.4

14.9    49 9

42.2

42.3

43 1

46 3

57.7

45.0

25 0

33 4

44 6

-47  43.7
-2.5  37.3
2.2  406
-11.3  400
28  51.3
12 1     47.8

4.9     38 4

17  41.9
-10  43.5

70 12 0  22 09  42.8
-47  43.7
09  42.8

4 7

第 1表 菅原東遺跡埴輪窯焼土試料の残留磁気測定結果

Ⅲ 考古地磁気年代測定

今回の測定結果を纏めると2つ のサイトからの平均 (第 1表最下段)は

サイト数=2、 D=1.9° W、  I=43.3°、α95=9。 1°、K=753

となり、現在の京都における偏角値 (6.7° W)で補正すると、

D′ =8.6° W、  I=43.3°となる。

今回の測定はサイト数が少ないので95%誤差角が大きいのは否めないが良好な結果を
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たと自負している。測定値は西への偏角値の大きさと伏角値の小ささで特徴づけられるこ

とがわかる。

第 1図に今までに西南日本での考古地磁気で求められた過去2000年 にわたる25年毎に50

年の年代幅で求めた考古地磁気経年変化曲線を示す。この曲線と対比して今回の測定結果

(太い矢印で示す)から考古地磁気年代を推定すると、最適確年代はA.D.525年 (細い

矢印で示す)と 求められる。

DECL:NAT:ON

r′

・ ●.      ●●

J ・ "゙・
・・r・

第 1図 考古地磁気測定から求められた西南日本の過去2000年の経年変化曲線

J
｀′■%

¨
°

●
.●〆
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菅原東遺跡埴輪窯灰原の花粉分析

および 3号窯出土炭化木材の樹種同定

天理大学附属天理参考館 金原正明

3号窯出土の炭化木材試料は、堆積物ごと一括で採取されており、その中より保存状態

のよい炭化木材を選び、落射顕微鏡によって50～ 600倍で観察した。試料は燃焼材であり、

所謂からけしであるため、もろく、焼けぶくれがあり、必ずしも良好な状態ではなかった。

同定は試料の状態により、同定レベルが異なり、ここでは亜属、種名で示した。結果は、

各試料で同定された分類群を表にまとめ、根拠を以下に記す。

試  料 樹  種

No。 1

No。 2

No.3

No。 4

木材 1

木材 1

木材 2

木材 1

木材 2

K3-4 床面 3

K3-4 床面 3

K3-3 床面 3

K3-4

K3-3 床面 3

No。 l  No. 2

No.2  No。 3

No.5

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属

クロマツ

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属

マツ属複維管束亜属 Rコ us subgen.Dipfο ▼ fοコ マツ科

針葉樹材で、早材から晩材への移行は急で早材部の幅も広 く、晩材部および移行部には

正常樹脂道がある。放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内こう面には鋸歯

状肥厚があるが、焼け歪により不鮮明なものが多い。放射組織は単列でたいがいは10細胞

高以下であり、水平樹脂道を含んだ紡錘形の放射組織がある。以上の解菩J学的特徴より、

マツ属複維管東亜属に同定される。アカマツとクロマツが含まれる。

クロマツ Pね uS ιカロДbergゴゴParlatore マツ科

マツ属複維管束亜属と特徴は同じであるが、放射仮道管の内こう面の鋸歯状肥厚が鈍く

低いことから、クロマツと同定される。

クロマツをはじめとするマツ属の材は、樹脂を含むため、燃焼時間が長くまた燃焼温度

が高いため、現在でも陶器焼成や鍛冶炭に用いられている。当遺跡の埴輪窯出土の炭化木

材がクロマツなどのマツ属複維管束亜属であることは、理にかなった選材といえ、マツ材

のみを意識的に選定して使用したものとみられる。

また、 3号窯の灰原の堆積物の花粉分析を季節の検出を目的とし、各層計24試料行った。

結果、花粉遺体は検出されず、炭片のみが多く検出された。花粉遺体が含まれないのは、

試料となった堆積物の堆積速度が速 く、単位ごとに一気に形成されたためと考えられる。
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No。 1   _0・ lmm

マツ属複維管東亜属 (柾 目)

No。 3              0.4mm

クロマツ (木口)

No。 ナシ             0.4mm

マツ属複維管束亜属 (木口)

No.2   L________」  0.lmm

マツ属複維管東亜属 (柾 目)

0.05mm

同左  (柾 目)

No.4   L_________」 0・ lmm

マツ属複維管束亜属 (板 目)

0.05mm

同左  (板目)

0.05mm

同左  (柾 目)
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平城京右京三条二坊十五坪の調査 第229次

I はじめに

右京三条二坊十五坪では、昨年度に第200次、第2131・ 2・ 3次の発掘調査を実施し、

古墳時代の集落 。埴輪窯跡群の一部と一坪利用と考えられる奈良時代の邸宅の一部を確認

した。本年度は古墳時代の遺構の広がりと十五坪南西部の宅地内の様相の解明を目的とし

て、第200次発掘区を南へ拡張して第229次発掘区を設定した。

なお、昨年度実施した十五坪における第200次調査で土器埋納土坑 S X105を検出したが、

出土土器の残存脂肪分析結果が未報告であったので、併せて報告する。

Ⅱ 調査の概要

発掘区内の旧地形は、南半が丘陵で、北半が第200次発掘区から続 く西から東へ下降す

る谷となっている。土層も地形に応じて発掘区の南半と北半では様相を異にする。南半は

耕作土直下が灰白色粘土の地山であるが、北半では耕作土以下に灰色土、灰褐色粘質土

(下部に奈良時代の土器 。瓦を包含する)、 暗褐色粘質土 (古墳時代後期の土器・埴輪を

包含する)、 黒色粘土が続き、黄褐色粘土の地山となる。遺構検出面には、古墳時代と奈

良時代の 2面がある。古墳時代の遺構検出面は、発掘区南半が地山上面 (標高72.3m)、

北半が黒色粘土上面 (標高70.5～ 71.2m)である。奈良時代の遺構検出面は、発掘区南半

が古墳時代と同じ地山上面、北半が暗褐色粘質土上面 (標高70.9～ 71.7m)である。なお、

発掘区南半の地山の上部は削平されており、北半の暗褐色粘質土も灰褐色粘質土の堆積以

前に上部が削平されていると思われる。

検出遺構は、古墳時代の掘立柱塀 1条、溝 2条、土坑 4、 奈良時代の掘立柱塀 1条で、

他に中世から近世にかけての素掘溝がある。

古墳時代の遺構  S D12は 第200次発掘区で確認 した古墳時代前期の溝の続きで、本発

掘区では北西辺から谷の中央を南南東に走る幅0.5～ 1.Om、 深さ0。 3mの細い溝になる。

S D18は発掘区北西辺で S D12から分岐する幅0.5m、 深さ0.lmの溝である。 S A23は 発

掘区南半西寄りで検出した 2間 (6.Om)の掘立柱塀で、方眼方位北に対して西に振れる。

S K19・ S K20は発掘区北半にある平面不正形の土坑で、発掘区外西に続く。 S K19は南

北0。 7m、 S K20は 南北1.4mで、深さはいずれも0。 lmo S K21は発掘区北半東寄 りで検

出した径1.Omの平面円形の土坑で、深さ0。 9mo S K19～ 21か らは川西編年V期の円筒埴

輪片が出土した。 S K22は 発掘区南半東寄 りで検出した径2.Omの平面円形の土坑で、深

さ0。 9m。 古墳時代前期の土師器 (甕、小形丸底壺、高杯、鉢)が出土した。

奈良時代の遺構 S A144は第200次発掘区で 5間 (12.Om)分を検出した南北塀で、本

発掘区では10間分 (24.Om)を 検出した。柱間寸法は2.4m等間である。柱掘形の深さが
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１
二

員

第229次調査 遺構平面図(1/250)(赤色表示の遺構は黒色粘土上面で検出した古墳時代の遺構)

発掘区南寄 りほど浅くなることを考慮すると、さらに南に続いていた可能性がある。

Ⅲ まとめ

今回の調査で得られた成果は以下の通りである。

1 古墳時代前期には発掘区南半の丘陵上が集落の一部であった可能性がある。
2 第200次調査で確認した古墳時代後期の埴輪窯群は発掘区北半の谷から南には広がら
ないことが判明した。

3 奈良時代の遺構は掘立柱塀 1条のみで、柱掘形は上部を大きく削平されている。この
ことからみて小規模な建物などはすでに失われている可能性が高い。
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平城京右京三条二坊十五坪から出土した

土器に残存する脂肪の分析

帯広畜産大学生物資源化学科  中野益男

閉ズコーシャ総合科学研究所  中野寛子 明瀬雅子

動植物を構成している主要な生体成分にタンパク質、糖質 (炭水化物)お よび月旨質 (脂

肪 。油脂)がある。これらの生体成分は環境の変化に対して不安定で、圧力、水分などの

物理的作用を受けて崩壊してゆくだけでなく、土の中に住んでいる微生物による生物的作

用によっても分解してゆく。これまで生体成分を構成している有機質が完全な状態で遺存

するのは、地下水位の高い低地遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと

考えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在 していたこと
1)、
古代遺跡から出土し

た約 2千年前のトウモロコシ種子
2)、
約 5千年前のハ=ゼルナッツ種子

めに残存する脂肪

の脂肪酸は安定した状態に保持されていることがわかった。このように脂肪は微量ながら

比較的安定した状態で千年・万年という長い年月を経過しても変化しないで遺存すること

が判明した
゛
。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指している。脂質はさらに構造的な違い

によって誘導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成している

主要なクラス (種)が脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。脂肪酸に

は炭素の鎖がまらすぐに延びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物

は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植物は不飽和型の脂肪酸を多く持つというように、動植

物の種ごとに固有の脂肪酸を持っている。ステロールについても、動物性のものは
コレス

テロール、オ直物性のものはシトステロール、微生物はエルゴステロールというように動植

物に固有の特徴がある。従って出土遺物の脂質の種類およびそれらを構成している脂肪酸

組成と現生動植物のそれとを比較することによって、日に見える形では遺存しない原始古

代の動植物を判定することが可能である。

このような出土遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この

「残存脂肪分析法」を用いて、平城京右京三条二坊十五坪から出土した土器の性格を解明

しようとした。

I 土器および土壌試料

平城京右京三条二坊十五坪から出土した土器を分析に供した。試料No。 1は出土土器、

試料No。 2は土器内土壌、試料No.3は出土土器の掘形の土壌、試料No。 4の対照土壌は出
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土土器の掘形から南へ70cmの 所の土壌である。

I 残存脂肪の抽出

土器および土壌試料230～ 4579に 3倍量のクロロホルムーメタノール (2:1)混 液を
加え、超音波浴槽中で30分問処理し残存脂肪を抽出した。処理液を濾過後、残澄に再度ク

ロロホルムーメタノール混液を加え、再び30分間超音波処理をする。この操作をさらに 2

回繰り返して残存脂肪を抽出した。得られた全抽出溶媒に 1%塩化バリウムを全抽出溶媒

の 4分の 1容量加え、クロロホルムと水層に分配し、下層のクロロホルム層を濃縮して残

存脂肪を分離した。

残存脂肪の抽出量を表 1に示す。抽出率は土壌試料のみで0.0005～ 0.0008%、 平均

0.0007%で あった。この値は出土土器を胞衣壷と判定した奈良県平城京左京 (外京)五条

五坊十坪から出土した胞衣壺内土壌試料の平均抽出率0.0199%5)、 古墳時代の胞衣壺と判

定した平城京右京三条三坊一坪から出土した土師器試料の0.0039%の 、出土土器を胞衣壺

と判定した岡山県津寺遺跡から出土した土器および土壌試料の0.0028%7)、 出土土器を胞

衣壷もしくは骨壺と判定した宮城県郷楽遺跡から出土した土器試料のO.0013%、 土器内土

壌試料のO.0062%の より低いものであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマ トグラフィーで分析した結果、脂肪は単純脂質から構成さ

れ、遊離脂肪酸が最も多く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合したトリアシルグリセロ

ール (ト リグリセリド)、 ステロールエステル、ステロールの順に多 く、微量の長鎖炭化

水素も存在していた。

Ⅲ 残存脂肪の脂肪酸組成

分離した残存脂肪に 5%メ タノール性塩酸を加え、125℃ 封管中で 2時間分解し、メタ

ノール分解によって生成 した脂肪酸メチルエステルをクロロホルムで分離し、ヘキサンー

エテルエーテルー酢酸 (80:30:1)ま たはヘキサンーエーテル (85:15)を 展開溶媒とす

るケイ酸薄層クロマ トグラフイーで精製後、ガスクロマ トグラフイーで分析した
の
。

残存脂肪の脂肪酸組成を図 1に示す。残存脂肪から11種類の脂肪酸を検出した。このう

ちパルミチン酸 (C16:0)、 パルミトレイン酸 (C16:1)、 ステアリン酸 (C18:0)、

オレイン酸 (C18:1)、 リノール酸 (C18:2)、 アラキジン酸 (C20:0)、 エイコサ

モノエン酸 (C20:1)、 ベヘン酸 (C22:0)、 エルシン酸 (C22:1)、 リグノセリン

酸 (C24:0)の 10種類の脂肪酸をガスクロマ トグラフィーー質量分析により同定した。

各試料中での脂肪酸組成パターンをみてみると、試料No。 1が他の 3試料とは異なるパ

タァンを示した。すなわち、主要な脂肪酸がパルミチン酸であることは同じで約35%分布
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し、次に多いのがオレイン酸で約2o%、 3番 目に多いのがステアリン酸で約15%分布して

いた。また他の 3試料には分布していなかったパルミトレイン酸が約 4%含 まれていた。

一般に考古遺物はパルミチン酸の分布割合が高い。これは長い年月の間にオレイン酸、リ

ノール酸といった不飽和脂肪酸の一部が酸化されてパルミチン酸を生成するためで、主と

して植物遺体の土壌化に伴う腐植物から来ていると推定される。また高等動物、特に臓器、

脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられるベヘン酸、リグノセリン酸などの高級脂肪

酸は両者の合計で約 7%と 比較的少なかった。他の試料No.2、 No。 3お よびNo.4で は、

主要な脂肪酸はパルミチン酸で約56～ 62%分布し、次いでステアリン酸、オレイン酸の順

に多く分布していた。高級脂肪酸はベヘン酸、リグノセリン酸の合計で約 8～ 13%分布し

ていた。以上脂肪酸組成パターンはあまり明確な動物遺体の存在を示唆するものではなか

った。

Ⅳ 残存脂肪のステロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1)を 展開溶媒とす

るケイ酸薄層クロマ トグラフイーで分離・精製後、ピリジンー無水酢酸 (1:1)を 窒素

気流下で反応させてアセテート誘導体にしてからガスクロマ トグラフイーにより分析し

た。残存脂肪の主なステロール組成を図 2に示す。残存脂肪から9～ 15種類のステロール

を検出した。このうちコレステロール、エルゴステロール、カンペステロール、ステグマ

ステロール、シトステロールなど 7種類のステロールをガスクロマ トグラフイーー質量分

析により同定した。

各試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは試料No.1で約38%

という高率で分布し、他の試料No.2か らNo。 4で約11～ 14%の含有量であった。通常一般

的な植物腐植土中にはコレステロールは4～ 8%含 まれていることから、試料No.1の約

38%の コレステロールの分布は、明確に動物遺体が存在していたことを示唆している。植

物由来のシトステロールは試料No。 1では検出されず、他の試料No.2、 No。 3お よびNo.4

では約 9～ 14%の含有量であった。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は

土墳で0.6以上
1°

キ土器 。石器・石製品で0.8～ 23.5を とる
11・ 12な
土器および土壌試料の

コレステロールとシトステロールの分布比を表 2に示す。表からわかるように試料No.1

ではシトステロールが検出されず、コレステロールだけである。試料No。 2の土器内土壌

はその値が1.44と高いことから、土器内に動物遺体が存在していたことがわかる。対照試

料の指標値が試料NO.3で 0。 97、 No.4で 0。 84と 動物性脂肪の痕跡を示したのは、土壌が動

物性脂肪により多少攪乱を受けたのかもしれない。



V 脂肪酸組成の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、

この相関係数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料間の類似度を調べた。同時に平

城京左京 (外京)五条五坊十坪から出土した胞衣壷試料、平城京右京三条三坊一坪から出

土した土器試料、津寺遺跡から出土した胞衣壺試料および人間の胎盤試料に残存する脂肪

酸の類似度とも比較した。

各試料間の脂肪酸組成の類似度をパターン間距離にして表した樹状構造図を図 3に示

す。試料No.1は人間の胎盤と相関行列距離が0.05以内の近さで類似 していた。これら 2

試料は平城京左京 (外京)五条五坊十坪から出土した胞衣壷試料とも相関行列距離0。 1以

内で類似しておりA群 を形成 した。他の試料No.2、 No.3お よびNo.4は津寺遺跡の胞衣

壷試料、平城京右京三条三坊一坪の土器類と共に相関行列距離0.1以内で B群 を形成した。

平城京右京三条三坊一坪の土師器壺は単独で C群 を形成し、 A、 B群の試料とはあまりか

け離れてはいないが、若千性質を異にしていた。

以上のことから試料No。 1である土器に残存している脂肪酸は人間の胎盤中のそれと非

常に類似していることがわかった。

Ⅵ 総 括

平城京右京三条二坊十五坪から出土した土器内に残存する脂肪を分析 した。土器内に残

存する脂肪の構成脂肪酸はヒト胎盤のそれと極めてよく類似していた。また、動物遺体の

存在を示すコレステロールの分布率力ヽ王倒的に高く、植物遺体の存在を示すシトステロー

ルは検出されなかった。土器内の土壌に残存する脂肪酸およびコレステロールも、土器外

掘形の土壌および対照土壌のそれと比較して、動物性脂肪の分布を示す割合が高かった。

また残存脂肪酸の数理解析でも、土器内土壌とヒト胎盤の脂肪酸組成とは相関していた。

これらの成績から、土器には胞衣が埋納されていた可能性が極めて高いと判定された。
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試料N6。      試 料 名     湿重量 (9) 全脂質 (m9) 抽出率 (%)

1出 土 土 器   7.6
2 出 土 土 器 内 土 壌  336.0  2.8  0.0008
3  出 土 土 器 掘 形 土 壌  457.0   2.5   0.0005
4  掘 形 よ り南 70cmの 土 壌   230.1    1.8   0.0008

表 1 出土土器および土壌試料の残存脂肪抽出量

訓陥.コレステロール(%)シトステロール(%)コレ′」:I当口_ル

1

2

3

4

37.98

12.76

13.80

11.33

8。 85

14.18

13.50

1.44

0。 97

0.84

表 2 試料に分布するコレステロールとシトステロールの割合



(%)

40

30

20

10

0

40

30

20

10

40

30

20

10

0

30

10

0

(%)

80

60

40

20

不 ?,9■ ヽ 9■ 9■ N?

装33333553SS忌
パ パ ス オ リ ア エ ベ エ ド リ

[::::|::;|::
酸 酸 酸 酸 酸 酸 酸 酸 、酸 酸 酸

図 1 試料 中に残存する脂肪酸組成

80

60

40

20

0

ス

l

ル
の

線

相 躍5イFテ タ」距 寓性

0.0 0■  0.2 0.3 0.4 0         0

試料に残存する脂肪の脂肪酸組成樹J犬構造図

そ
の
他

の
ス
テ

ロ
ー
ル

シ

ト

ス

テ

ロ

ー

ル

絨

ス
チ
グ

マ
ス
テ
ロ
ー
ル
　
ル

カ

ン
ペ

ス
テ

ロ
ー

ル
　
ロ．

エ
ル
ゴ

ス
テ

ロ
ー

ル
　
テ

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

　

鏃肪し口るす

そ
の
他
の
ス
テ
ロ
ー
ル
　
・存

・ソ

ト

ス

テ

ロ

ー

ル

峨

ス
チ
グ

マ
ス
テ

ロ
ー
ル
　
中

カ

ン

ペ

ス
テ

ロ
ー

ル
　
一甜

エ
ル

ゴ

ス
テ

ロ
ー

ル

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

醜

群名

15胞衣壼

15 颯形

15国形 7

』
　
０＞Ｎ。．
巧
』
』
¨

- 43



平城京右京三条三坊二坪の調査 第226-2次 第237-3次

I はじめに

右京三条三坊二坪では、第226-2次 。第237-3次の 2箇所の発掘区で、調査を実施した。

第226-2次発掘区は坪の西辺南寄りに位置し、二・七坪坪境小路の確認を目的とした。第

237-3次発掘区は坪の南西部分に位置し、宅地内の様相の解明を目的とした。

Ⅱ 検出遺構

第226-2次発掘区の土層は、水田耕土、床土、茶灰色土、黄褐色土、茶灰褐色土と続き、

地表下約0.6mで黄褐色粘土または淡黄色砂土の地山に達する。遺構検出面は地山の上面

(標高約72.5m)である。一方、第237-3次発掘区では中央部に水田の段差があり、南側

は、水田耕土、床土、明灰色粘質土と続き、地表下約0.3mで灰白色粘質土の地山に至る。

遺構検出面は地山の上面 (標高約72.8m)である。北側は、水田耕土、床土、明灰色土と

続き、その下には部分的に灰褐色砂質土 (奈良時代整地土)、 茶褐色土 (古墳時代整地土)、

灰褐色粘質土がみられ、地表下0。 2～ 1。 lmで明灰色粘質土の地山に達する。奈良時代の遺

構検出面は灰褐色砂質土と地山の上面 (標高72.3～ 72.5m)、 古墳時代の遺構検出面は地

山の上面 (標高71.6～ 72.5m)である。

検出した遺構は、古墳時代の井戸 2基、溝 3条、土坑 3、 奈良時代の掘立柱建物15棟、

塀 3条、道路 1条、溝 3条、土坑 3、 鎌倉時代の土坑 1、 時期不明の河道などである。

古墳時代の遺構  S E06は 1辺2.4mの平面方形の掘形をもつ井戸である。井戸枠は方

形縦板組で、内法一辺0。 5m、 残存高0。 4mである。枠材の一部が抜き取られていた。井戸

枠内と掘形から新しい段階の布留式土器が少量出土した。重複関係からS K08・ S D10よ

り古いことがわかる。 S E07は長径1.5m、 短径 1。 2mの平面楕円形の掘形をもつ井戸であ

る。井戸枠は下半が一本を半割して今J抜き、再び合わせたもので、内径0。 6m、 残存高0.8m

である。外面の一部は樹皮を景Jがしたのみで無加工である。上半は方形横板組で、内法一

1 黒灰色土 (耕上) 6

2 灰色砂土 (床 土)  7

3 茶灰色上      8

4 貫褐色±      9

灰褐色上   11 灰褐色砂±          16 灰色砂土

灰褐色Jl   12 灰褐色砂±          17 灰褐色上

茶灰色±   13 灰色粘土 (黄 褐色上混 り)   18 茶灰褐色 上

茶灰色±    14 灰色粘上           19 黄褐色粘土・茶灰色上混合上

灰褐色砂±   15 青灰色砂 L・ 灰色粘土混合±   20 茶灰色砂 L 黄灰色砂 t混 合上

第2262次調査 Jヒ壁土層図 (1/100)

21 黄褐色粘 十 。青灰色粘上混合,[

22 茶灰色砂・灰色砂 L混合上

23 黄褐色粘土

24 淡黄色砂土

5～ 15は S D131の 堆積土
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辺0.7m、 残存高0.2mである。 1段分を確認した。

井戸枠内から古い段階の布留式土器が少量出土した。

S K09は長径3.3m、 短径1.8m、 深さ0.5mの平面

楕円形の土坑である。坑底から新しい段階の布留式

土器が出土した。 S D10は北東から南西へ続く素掘

溝である。第226-2次発掘区では幅4。 lm、深さ0。 4m

であるが、後世の削平のため、第237-3次発掘区の

東端ではわずかしか残っていない。重複関係からS

K08・ S E06よ り新しいことがわかる。同じく本年

度に調査した第226-1次発掘区の S D01に続くと思

われる。 S Dllは南東から北西へ続く素掘溝で、幅

0。 3～ 0。 9m、 深さは東半が0.2m、 西半が0.7mであ

る。古い段階の布留式土器が出土した。 S D12は 蛇

行する素掘溝で、幅0。 7～ 1.Om、 深さ0。 2mである。

東端は S K13が掘られたため途切れている。古い段

階の布留式土器が少量出土した。なお、 S D12の 上

井戸 S E07平 面・断面図 (1/40)

面を覆う灰褐色粘質土からは、古い段階の布留式土器と車輪石の破片が出土した。

奈良時代の遺構 建物の規模などは別表にまとめ、ここでは発掘区ごとに概要を記す。
第226-2次発掘区 掘立柱建物 2棟、塀 3条、道路 1条、道路側溝 2条、土坑 1な どを
検出した。 S F 105は 地山上面で検出した道路で、二・七坪坪境小路である。東西両佃1溝

の心′亡、間距離は6.Om、 路面幅は4.9mである。道路心の国土座標は X=-146,274.000、

Y=-19,789.610である。 S D 106は 二・七坪坪境小路の西佃1溝で、幅0.8～ 1.lm、 深さ

0。 3mの素掘溝である。溝心の国土座標はX=-146,274.000、 Y=-19,792.610で あ

る。 S D107は 二・七坪坪境小路の東側溝で、幅2.7m、 深さ0.3～ 0.5mの素掘溝である。

溝岸を 2段に掘 り込んでいる。溝心の国土座標はX=-146,274.000、 Y=-19,786.610

である。 S A109。 110は S B lo8の 西 と南で、 S B 108と 柱筋 を揃えている。 S B lllと S

A l12は 、ともに国土方眼方位で北でわずかに東に振れている。 S K128は二坪の南辺築地

を構築するための採土坑 と思われるもので、長さ4.5m以上、幅4.5m、 深さ0。 7島 である。

第237-3次発掘区 掘立柱建物13棟、溝 1条、土坑 1な どを確認した。掘立柱建物には
重複関係のあるものがあり、それらの前後関係は S Bl14→ S B l16、 S Bl18→ S Bl17、

S B120。 S B122→ S B 121→ S B123で ある。 S B l14と S B120は 、西妻の柱筋が揃って

いる。 S B l14の 北側柱 と、 S B120の南側柱 との間隔は110小尺である。また、 S Bl18の

東廂の柱列と、 S B121の 身舎の東側柱列は柱筋が揃ろている。 S Bl18の北妻柱 と、 SB



遺構番号 棟方向 振 れ 規模(桁行×梁間) 廂 桁 行 (m) 梁 間 (m) 考備

S B 108

S A109

S Al10

S Blll

S Al12

S Bl13

S Bl14

S Bl15

S Bl16

S Bl17

S Bl18

S Bl19

S B120

S B121

S B122

S B123

S B124

S B125

東西 ?

南北

束西

東西

南北

南北

東西

東西

東西

東西

南北

東西

東西

南北

南北

東西

東西

南北

一

―

一

一

／

１

一

ヽ

´

才
／

一

一
／

／

一

|

1以上 × 2

2

2以上

1以上 × 2

3

桁行 3間

3× 3

梁 間 2間

2以上 × 2

梁 間 2間

6× 1以上

2以上 × 2

3× 2

3× 2以上

5× ]以上

2以上 × 2
- 3×

2

2以上 × 1以上

南

東

　

　

　

東

21以上 総柱建物

北廂付東西棟の可能性もある

廂の出2.4 nl

S B l14よ り新しい

S Bl18よ り新しい

廂の出2.4m

S B121よ り古い

廂の出3.Om

s B121よ り古Vヽ

S B 121よ り新しい

7.2

4.2以上

18以 _L
5.8

7.8

62
1.2以上

3.6以上

1.8以上

14.3

4.2以上

5.4

84
10.5

4.2以上

58
5.4以上

0.6以上

3.6

3.6

3.0

4.8

1.0以上

3.6

3.3

2.4

2.1以上

3.3以上

4.5

3.0以上

第226-2・ 237-3次調査 掘立柱塀・建物一覧表

121の南妻柱との間隔は30小尺である。 S D 126は、幅2.6m、 深さ0.3mの東西方向の素掘

溝である。おおむね二坪の中央に位置し、坪内を南北に 2分する溝の可能性がある。 SK

127は長径1.6m、 短径1.4m、 深さ1.3mの平面楕円形の土坑である。底は 1辺 0。 4mの隅

丸方形で、あるいは井戸枠が抜き取られた可能性もある。重複関係からS Bl16よ り古い

ことがわかる。 S K129は 二坪の南辺築地を構築するための採土坑と思われるもので、長

さ7.9m以上、幅5.Om以上、深さ0。 2mである。第226-2次発掘区の S K 128と は、形状、

深さ、埋土などが異なることから別の遺構として扱った。

その他の遺構 S K130は直径2.lm、 深さ0.5mの平面円形の土坑で、13世紀前半頃の

土器が出土した。 S D 131は平成 2年度の第196-5次発掘区で検出した河道の続きである。

埋土は灰色系の粘土と砂の互層である。時期は不明であるが、下層には奈良時代の土器や

瓦しか含まれず、奈良時代から河道があった可能性もある。

Ⅲ まとめ

今回の調査で得た知見をまとめると以下のようになる。

古墳時代の遺構はこの周囲一帯にも広がっていることが判明した。後世の削平のため、

概して遺存状態は良くないが、一部の遺構は古墳時代の整地土の下にあるため、遺存状態

が良いことも半J明 した。

奈良時代の遺構は重複関係、位置関係、建物の方位などから、少なくとも4時期以上の

変遷が考えられる。また、周辺ではこれまでに二条大路南側溝、西二坊大路東側溝、三条

条間路両側溝を検出しているが、今回二・七坪坪境小路と両側溝を検出したことにより、

また一つ条坊復原のための資料が加わった。
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平城京右京三条三坊六坪の調査 第226-1次

I はじめに

調査地は、右京三条三坊六坪の北東部の一画にあたり、北辺には三条条間路の南佃1溝が

想定される。発掘は、調査地を西半、東半の 2回 に分けて実施した。合計の発掘面積は

865〆である。

Ⅱ 検出遺構

調査区内の土層は、南半部では黒灰色土 (耕土)の下に灰色砂土 (床土)、 茶褐色土が

あり、地表下約0.3mで黄褐色粘土の地山となる。北半部は北へ緩やかに下降する谷地形

になっており、茶褐色土の下にさらに灰褐色土、茶灰褐色土があり、地表下0.8mで地山

となる。遺構は地山上面で検出した。地山上面の標高は72.7～ 73.lmである。

主な検出遺構は、三条条間路南側溝、掘立柱建物14棟、掘立柱塀 3条、井戸 1基などで、

ほとんどが奈良時代のものであるが、その他に古墳時代の自然流路などがある。

S D01 発掘区北端近くを南西から北東に流れる自然流路。幅3。 7～ 4.3m、 深さ0。 5m

で、上層に暗灰褐色粘土、下層に黒灰色粘土が堆積する。古墳時代前期の土器が出土した。

S X02 発掘区北東部で検出した方形周溝遺構。上部はほとんど削平され、深さ約0。 lm

しか残存していない。時期は不明であるが、第169。 173・ 182・ 184次調査で弥生時代の方

形周溝基を数基検出しており、今回検出した遺構も方形周溝墓である可能性が高い。

S D101 三条条間路南側溝:北岸が発掘区外であるため、溝幅は不明だが、南岸から

2.5mま で確認した。深さ0。 4mで、溝内には上層に茶灰色砂土、下層に灰褐色土混じりの

茶灰色粘土が堆積する。奈良時代の土器が少量出土した。

S D102 後述 S A 103の南雨落溝。幅1.2～ 1.5m、 深さ0.3m。 溝内には上層に茶灰褐

色粘土、下層に茶褐色粘土が堆積する。奈良時代中頃の土器が少量出土した。

S A103 六坪北辺を画す東西塀。10間分 (23.2m)を 検出し、発掘区外の東西に続く。

柱間は1.8～ 2.7mと 不揃いで、柱心から南雨落溝心までの間隔は2.4mである。

S A104 5間 (10。 5m)以上の東西塀で、発掘区外西に続く。柱間は1.8～ 2.4mである。

S A105 全長 3間 (7.2m)の南北塀。柱間は2.4m等間。後述の S B 108よ り新 しい。

S B106 桁行 3間 (4.8m)、 梁間 2間 (3。 6m)の東西棟建物。柱間は桁行1.6m等間、

梁間1.8m等間である。後述の S B l12と 北狽1柱列の柱筋が揃う。

S B107 桁行 3間 (5。 4m)、 梁間 3間 (6。 2m)の南廂付東西棟建物。柱間は桁行1.8ふ

等間、梁間2.Om等間で、廂の出は2.2mである。

S B108 桁行 3間 (7.2m)、 梁間 2間 (4.8m)の南北棟建物。柱間は桁行2.4m等間、

梁間2.4m等間である、重複関係から S A 105よ りも古いことがわかる。
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1

第2261次調査 遺構平面図 (1/250)

S B109 桁行 3間 (5.4m)、 梁間 2間 (3.2m)の東西棟建物。柱間は桁行1.8m等間、

梁間1.6m等間である。 S D 102埋 没後に建てられ、重複関係から S B l10・ 115よ り古い

ことがわかる。後述の S B l13と 北側柱列の柱筋が揃う。

S Bl10 桁行 3間 (6.3m)、 梁間 3間 (6.2m)の北廂付東西棟建物。柱間は桁行2.lm

等間、梁間1.8m等間で、廂の出は2.6mである。SD 102埋没後に建てられ、重複関係から

S B l15よ り古 く、 S B 109よ り新しいことがわかる。

|
|
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S Blll 桁行 3間 (6.Om)、 梁間 2間 (3.4m)の南北棟建物。柱間は桁行が北から

2.4-2.1-1.8mと 不揃いで、梁間は1.7m等間である。

S Bl12 桁行 3間 (4.8m)、 梁間 2間 (3.8m)の東西棟建物。柱間は桁行1.6m等間、

梁間1.9“等間である。 S Blo6と北側柱列の柱筋が揃う。

S Bl13 桁行 3間 (6。 Om)以上、梁間 3間 (5.4m)の南廂付東西棟建物。柱間は桁

行2.Om等間、梁間1.7m等間で、廂の出は2.Omである。SD 102埋 没後に建てられ、重複

関係から S Bl14 0 115・ 116よ り古いことがわかる。 S B109と Jヒ側柱列の柱筋が揃う。

S Bl14 桁行 1間 (1.8m)以上、梁間 2間 (3。 6m)の東西棟建物。梁間は1。 8m等間

である。SD 102埋没後に建てられ、重複関係から S Bl13 0 116よ り新 しいことがわかる。

S Bl15 桁行 3間 (5.7m)以上、梁問 2間 (3.4m)の東西棟建物。柱間は桁行が北

から2.1-1.8-1.8mと 不揃いで、梁間は1.7m等間である。SD lo2埋没後に建てられ、重

複関係から S B109・ 110よ り古く、 S B l13・ 116よ り新 しいことがわかる。

S Bl16 桁行 2間 (4.Om)以上、梁間 2間 (3.4m)の東西棟建物。柱間は桁行2.Om

等間、梁間1。 7m等間である。SD 102埋没後に建てられ、重複関係から S Bl14 0 115よ り

古く、 S Bl13よ り新しいことがわかる。

S Bl17 桁行 1間 (1.8m)以 上、梁間 2間 (3.Om)の 東西棟建物。梁間は2.Om等間。

S Bl18 桁行 1間 (2.Om)以 上、梁間 2間 (3.Om)の 東西棟建物。梁間は1.5m等間。

S Bl19 桁行 3間 (5。 lm)、 梁間 2間 (3,Om)の東西棟建物。柱間は桁行1.7m等間、

梁間1.5m等間である。

S B120 桁行 3間 (6。 3m)、 梁間 1間 (2.lm)以上の南北棟建物。桁行は2.lm等間。

S E121 東西2.8m、 南北3.3mの掘形平面長円形の井戸で、深さは1.7m以上ある。井

戸枠は抜き取られて残存しなかった。埋土は上から茶灰褐色土、暗灰色粘土、青灰色粘土

と続き、奈良時代中頃から後半の土器と、曲物底板、刀子柄などの本製品が出土した。

Ⅲ 出土遺物

土器類 出土土器には古墳時代の土師器、奈良時代の土師器 。須恵器などがある。ここ
では、井戸 S E121から出土した奈良時代の土器と、流路 SD 01か ら出土 した古墳時代の

土器について記す。

井戸 S E121出 土土器 遺物整理箱で13箱分の土師器・須恵器が出土した。奈良時代中
頃のものが大半を占めるが、初頭及び後半のものも若干混じる。

土師器には、杯 A・ 杯 B、 皿 A、 椀、甕 A・ 甕 Bな どがある。須恵器には、杯 A・ 杯 B・

杯 L、 杯 B蓋、皿 A、 平鉢、高杯、平瓶、壷、甕などがある。壺 (15)は、丸みをおびた

平底と球形状の体部に短い口縁部がつくもので、体部下半には 3方向に脚がつく。脚部の

先端は存残しないが、おそらく獣脚になると考えられる。胴部上半には、細い突帯が 2条
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(1/4)

9     1     lqcm

流路 SD 01出土土器

めぐる。こうした器形の土器は須恵器には見られず、唐三彩に類似の器形を見いだすこと

ができる。唐三彩の中で本例に最も近いものとして、慶州市朝陽洞山出土の三足壺
1)(大

韓民国国立慶州博物館所蔵)があげられる。

流路 S D01出土土器 遺物整理箱で10箱分の古墳時代前期の土師器が出土した。概ね
布留式の後半の時期に位置づけられる。

全体の器形のわかるものは少ないが、甕、壺、高杯、小形器台などがある。甕 (1～ 3)

は口縁端部内面が月巴厚する。壺には二重回縁壷 (4)と 直口壺 (5)がある。これらの土器は

胎土に長石、雲母粒を含み、色調は灰白色と橙色のものに分けられる。

瓦 類 軒丸瓦 4点、軒平瓦 8点、鬼瓦 1点がある。軒丸瓦は6133 Kb、 6134A、 6308C、
631l Bが各 1点、軒平瓦は6664 C l点 、6664 F l点、6682 B l点 、6691A3点、型式不明

2点である。鬼瓦は鬼面文鬼瓦の眼尻部分の小片で、菅原遺跡出土例aと 同籠である。

Ⅳ まとめ

今回初めて六坪を調査したが、坪北辺に構築された掘立柱塀の規模からみて、かなり大

きな宅地利用がなされていた坪であると考えられる。主要建物群は恐らく坪の中央部にあ

り、今回検出した小規模な建物のいくつかはその付属棟である可能性が高かろう。また、

塀と南雨落溝の廃絶後に、この上に4時期以上にわたって小規模の建物が建替えられてお

り、宅地利用に変化があったこともうかがえる。なお、今回検出した三条条間路南佃1溝と

第196-4次調査で検出した北側溝から、同条間路の幅員を推定すると、側溝心々で 9m前

後 (30小尺=25大尺)に なるものとみられる。 (久保清子・三好美穂 。安井宣也)

1)『世界陶磁全集 11隋・唐』月ヽ学館1976(図版、図版解説203の資料 )

2)菅原遺跡調査会・奈良大学考古学研究室『菅原遺跡―平城京西方丘陵基壇建物跡の発掘調査―』1982

|
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平城京右京三条三坊八坪の調査 第237-102次

I はじめに

右京三条三坊八坪では、第237-1・ 2次の 2箇所の発掘区で調査を実施 した。第237-1

次調査は、二条大路の確認と坪内北辺西寄りの様相の解明を目的とし、第2372次調査は

坪内南辺西寄りの様相の解明を目的とした。

I 調査の概要

1 第237-1次調査

検出遺構 発掘区内の上層は、南半では耕作土 (厚 さ0.2m)直 下が黄灰色粘質土の地

山であるが、北半では耕作土下に褐灰色粘質土 (厚さ0.3m)があり、地山となる。遺構

検出面は地山上面で、標高は発掘区南半が73.2m、 北半が72.9mで ある。

主な検出遺構は、二条大路および同南側溝、掘立柱建物 2棟、掘立柱塀 1条、井戸 2基、

土坑 1である。二条大路 S F101は北倶1溝が未検出で路面幅は不明だが、南側溝 S D102

0
0 0

L‐ 73400m

井戸 S E162・ 163平面 。断面図 (1/60)第237-1次調査 遺構平面図 (1/400)
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北岸から1l m分 を確認 した。南側溝 S D102は 幅1。 1～ 1.8mミ 深さ0。 1～ 0。 2mの素掘溝で、

奈良時代の土器が出土した。 S B158は桁行 3間 (5。 7m)、 梁間 1間 (1.6m)以上の南北

棟掘立柱建物である。 S B159は 東西 1間 (2.lm)以上、南北 1間 (1.8m)以上の掘立

柱列で、建物の北西隅部分とみられる。 S A160は 全長 3間 (5。 7m)の東西塀で、二条大

路 S F 101の 路面上に位置することから二条大路廃絶後に構築されたと考えられる。 SK
161は東西1.Om、 南北3.8m、 深さ0.3mの平面長方形の土坑で、奈良時代の土器が出土し

た。S E162は 、後述する S E163を完掘 した際に検出した井戸で、掘形内に内法一辺 1。 lm

の方形横板組の井戸枠を据えている。井戸枠は最下段 (0。 3m)が残存 していた。井戸枠
内と掘形から奈良時代後期の土器が出土した。 S E163は S E162を掘 り直した井戸で、一

辺 3。 7m、 深さ1.9mの平面隅丸方形の掘形内に内法一辺 1。 lmの方形横板組の井戸枠を据

えている。井戸枠は 5段 (1。 4m)ま で残存した。井戸枠は各段とも仕回は目違い柄組で、

上下の組合わせには雇柄が用いられている8井戸枠内から平安時代前期の土器、曲物など

の本製品やヒョウタン容器、種子などの植物遺体が、掘形から軒丸瓦6691A、 671l Aが各

1点出土 した。 (安井宣也 )

出土遺物 発掘区からは奈良時代から中世にかけての土器と瓦が出土した。ここでは、
井戸 S E162お よび井戸 S E163か ら出土した土器について報告する。

井戸 S E163出土土器 (1/4)

井戸S E162出 土土器 井戸枠内埋土から土師器杯 A・ B、 椀、甕、須恵器杯、壺M・ Q、
鉢が、掘形埋土から土師器皿 A、 杯A・ B、 甕、製塩土器、須恵器杯 B、 壷、甕が出土し

た。井戸枠内。掘形内の出土土器とも8世紀中頃から末頃の時期の特徴を示す。なお、井

戸枠内埋土から墨書土器が 3点出土した。いずれも須恵器杯 Bの底部外面に墨書している。

うち2点がそれぞれ「長」、「力」と判読できる。

井戸S E163出 土土器 井戸枠内埋土から土師器皿 (1)、 黒色土器A類杯B(2～ 4)、
壺 (5)が出土した。黒色土器A類杯 Bは、日径15～ 16cm程度で、 (2)。 (3)は内面の 3

箇所に渦巻状の暗文を施す。また、(4)は外面にも簡単なへら磨きを施している。(5)

は、卵状の体部に短い口頸部を持つ壺で、外面高台内にも平行方向のへら磨きを施す。い

ずれも奈良 I― B期 (10世紀初頭)1)の特徴を示すものである。 (立石堅志 )
1)森下恵介・立石堅志「大和北部における中近世土器の様相―奈良市内出土資料を中心として一」『奈良市埋蔵文化財調
査センター紀要1986』 奈良市教育委員会 1987
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第2372次調査 遺構平面図 (1/200)

|               ~

発掘区配置概念図 (数字は調査次数 )

2 第237-2次調査

発掘区内の土層は、耕作土の下に

中 。近世の土器の細片を含む灰褐色

土が堆積 し、地表面下 0。 7m(標高

72。 lm)で灰色粘土と黒色粘土の地

山となる。ただし発掘区内南傾1は旧

河道である。河道内の土層は暗灰色

の粘土や砂で、深さは0。 9mま で確

認 した。平成元年度調査 (第 1690

173・ 182次調査)で検出した旧河道

に続くとみられる。遺構検出面は地

山上面である。検出遺構は、近世の

耕作に伴 うとみられる畝 8条があ

る。畝は地山が幅0.4m、 高さ0。 4m

の帯状に残るもので、各条の間隔は

1.8mで ある。方向は旧河道にほぼ

直交する。なお、奈良時代の遺構は

検出できず、すでに削平されたもの

と考えられる。

Ⅲ まとめ

八坪内での今回の発掘区の位置は

右図の通りである。第237-1発掘区

では二条大路を確認したが、検出し

た建物は少なく、隣接する昨年度の

発掘区で検出した建物との関係など

は明らかにできなかった。また、今

回の調査で特筆すべき点は第2371

次発掘区で平安時代前期の井戸を検

出したことである。平安遷都後約一

世紀を経た後の遺構の存在が確認さ

れたことは、遷都後のこの地域を解

明する上で新たな資料が加わったこ
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JR奈良駅周辺土地区画整理事業に伴う調査

奈良市では、近鉄西大寺駅周辺の土地区画整理事業とともに、JR奈良駅周辺において

も土地区画整理事業および都市再開発事業を継続実施している。事業予定地は、JR奈良

駅を中心に総面積23.6 haに および、平城京左京四条四坊十三～十六坪、左京四条五坊一

～八坪のほぼ全域にまたがる。このため教育委員会では、昭和63年度からこの地域の継続

した発掘調査を実施しており、本年度が 4年 目になる。この間、平城京の条坊と宅地の様

相が次第に明らかになってきたが、さらに昨年度の調査では弥生時代の遺構も確認され、

奈良時代以前の遺構が重複している事実も判明した。

本年度に実施したのは、別表に示 した 2件の調査である。第227次調査地は百貨店建設

予定地に、第234次調査地は市民ホール建設予定地にあてられている。

遺 跡 名 調査次数 調査地地番 調 査 期 間 面積

左京四条五坊二坪
左京四条四坊十五坪

第227次

第234次

三条本町513他

三条宮前町242-2他
平成 3年 7月 8日 ～ 3年 9月 20日
平成 3年 10月 1日 ～ 3年 12月 7日

1260nご

500nイ

(枠線内が区画整理事業範囲、
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平城京左京四条四坊十五坪の調査 第234次

I はじめに

第234次調査はJR奈良駅の南西約250mの旧国鉄宿舎跡地で実施した。調査地は、平城

京の条坊復原では、左京四条四坊十五坪の北辺中央部にあたる。ただし、十五坪
。十六坪

坪境小路は、調査地北側の道路下に推定されており、今回の発掘区外となる。

I 検出遺構

発掘区の基本土層は、厚さ約1.2mの造成土以下、黒褐色土 (旧耕土)が約0。 lm、 暗茶

褐色粘質土 (遺物包含層)が約 0。 lmあ り、黄灰色粘土の地山に至る。遺構検出面は地山

上面で、標高は63.0～ 63.4mであり、緩やかに西へ向って下降している。

検出遺構は、奈良時代の掘立柱建物 4棟である。ただ、発掘区のほぼ全面に13世紀以降

の粘土採掘坑が広がっており、これによって多数の柱掘形が消失したものと推察される。

型 " | |

ミ

＼́
え

0   1 Юm

古
二

員

=影

／薫/技

綺
躊
イ

第234次調査 遺構平面図 (1/300)(網 目部分は粘土採掘坑)
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S B01 桁行 3間 (4.5m)、 梁間 2間 (3.Om)の南北棟建物。柱間は、桁行1.5m等間、

梁間1.5m等間である。残存状態の良好な東側柱列で建て直しの跡が認められるため、ほ

ぼ同位置に同規模で建て替えが行われたと推定される。

S B02 桁行推定 5間 (7.5m)、 梁間 2間 (3.3m)の東西棟建物。建物東半の柱掘形

のいくつかは粘土採掘で失われているが、残存部での柱間は桁行1.5m等間、梁間1.65m

等間である。

S B03 桁行 3間 (5。 4m)以上、梁間 3間 (4.5m)の北廂付東西棟建物。柱間は桁行
1.8m等間、梁間1.5m等間で、廂の出は1.5mである。

S B04 南北 1間 (1.5m)以上、東西 2問 (3.6m)も しくはそれ以上の建物で、東西

隅部分のみが残存している。東西方向の柱間は1.8m等間である。

以上の建物は、重複関係から、 S B04→ S B02・ S B03→ S B01の順に変遷していった

ことがわかる。ただしS B03は他の建物と重複関係がないが、廂の柱列とS B02の 北側柱

列が揃うので、両者は同時期の建物であった可能性が高いと思われる。

Ⅲ 出土遺物

土器類 遺物包含層及び粘土採掘坑から、奈良時代の須恵器、土師器及び中世から江戸
時代にかけての土師器、瓦器、青磁、白磁などが多数出土しているが、小片が多い。その

うち 3片の須恵器杯の底部外面に墨書が認められた。 1点は「□楽

所」もしくは「薬所」と読めるが、他の 2点は判読できない。

瓦 類 軒瓦が全部で 5点 出土 した。内訳は軒丸瓦が6279 A l

点、6314F l点 、型式不明 (奈良時代)2点、軒平瓦が6652A l点

である。今回出土した6314Fは 新種で、弁端が小突起状に尖る点と、

中房が小さく、蓮子配置 (1+6)が 密である点が特徴である。ま
た6652Aは 、同箔品力寸甲熊瓦窯と西隆寺跡で出土している。

その他、粘土採掘坑からではあるが、サヌカイト製の翼状景J片が

1点出土している。

V まとめ

軒丸瓦6314F(1/3)

今回の調査においても、これまで東側で実施 してきた調査と同じく、中世以降の粘土採

掘坑が広範囲に及んでおり、奈良時代の遺構はかなりの部分が破壊されている。それでも

南半では採掘坑が比較的少なかったため、少なくとも3回以上の建物変遷があったことが

確認できた。さらに、前述の墨書土器が出土したことは注目すべき事実であり、邸宅内に

設置されていた家政機関などの名称を記したものであった可能性が高いと思われる。この

ことから、付近に相当規模の邸宅が存在していたと推察できることとなった。
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平城京左京四条五坊二坪の調査 第227次

本調査は旧国鉄操車場跡地の三条本町513他で行った。調査地は、平城京の条坊復原で

は、左京四条五坊二坪の北辺にあたり、一・二坪坪境小路が想定される。発掘区は、第

188次発掘区の南に隣接して設定し、坪境小路の検出を目的とした。

発掘区の堆積土層は、地表下約2.0～ 2.5mま では造成土で、この下に旧水田耕作土があ

る。以下の堆積はところによって異なるが、おおむね旧水田耕作土下約0.2～ 0。 4mで地山

である黄灰色粘土、または黄褐色砂質土に達する。地山上面の標高は発掘区東端で64.5m、

西端で63.9血 と全体に西に向かって緩やかに下っている。

検出した遺構には、古墳時代の溝 3条、奈良時代の道路 1条 と溝 1条、奈良時代以降の

掘立柱建物 2棟、土坑などがある。主な検出遺構について以下に述べる。

S D01 発掘区中央東寄 りで検出した平面 L字形に屈曲する素掘溝。幅約 1。 5m、 深さ

約0.1～ 0.2mである。溝内から古墳時代前期の土器片が少量出土した。

S D02 発掘区東南で検出した素掘溝。後世の攪舌しのため、約2.Omが残存したにすぎ

ない。幅約1.5m、 深さ約0。 2mで、溝内から古墳時代前期の土器片が少量出土した。

S D03 発掘区中央で検出した素掘溝。後世の攪乱のため、約4.Omが残存したにすぎ

ない。幅約1.Om、 深さ約0。 lmで、溝内から古墳時代前期の土器片が少量出土した。重複

関係からS X12よ り古いことがわかる。

S D04 発掘区北辺で検出した東西方向の素掘溝。後述する S F05の南側溝である。

近世に、大きく削平されており、長さ約19m分が残る。幅約0.5～ 0。 7m、 深さ約0.3mで、

溝内から奈良時代の土器片が少量出土した。溝心の国土方眼座標値は、X=-146,682.00

0、 Y=-16,385。 800である。

S F05 発掘区北端で検出した東西道路。左京四条五坊一 。二坪の坪境小路である。路

面は近世に大きく削平を受けている。

S B06 発掘区北辺で検出した 2間 × 5間の東西棟建物である。柱間は桁行1.5m等間、

梁間1.8等間である。遺構の重複関係から S D04。 S F05よ り新しいことがわかる。

S B07 発掘区西端で検出した南北 2間の掘立柱列で、東西棟建物の東妻柱列とみられ

る。柱間は1.8m等間である。柱掘形埋土から14世紀以降の瓦質土器が少量出土した。

S K08 発掘区中央西寄りで検出した平面方形の土坑である。東西約1.6m、 南北約1.5

mで、深さ約0。 6mである。埋土から14世紀以降の土器が少量出土した。

S K09 発掘区中央西寄りで検出した平面長方形の土坑である。東西約1.6m、 南北約

1.2mで、深さ約0。 5mである。埋土から15世紀末頃の土器片が少量出土した。

S K10 発掘区中央西寄りで検出した平面方形の土坑である。一辺が約1.2mで、深さ
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第227次調査 遺構平面図 (1/400)

約0.5mである。遺構の重複関係からS K09よ り古いことがわかる。

S Kll 発掘区南辺西寄りで検出した平面方形の土坑である。一辺が約1.3m、 深さ約

0。 4mである。11世紀末頃から12世紀前半にかけての瓦器片が少量出土した。

S X12 発掘区中央で検出した東西方向の溝状遺構である。幅約 7～ 13m、 深さ約 0。 2

～0。 5mで、長さ約22m分を検出した。奈良時代後半の土器片、土馬片が少量出土した。

遺構の重複関係から、 S D03よ り新しく、 S K09010よ り古いことがわかる。性格につい

ては明らかでないが、第188次発掘区や本発掘区北半で検出した中世の粘土採掘土坑とは、

形状や埋土が異なる。出土遺物からも、奈良時代に埋まったものと理解される。

奈良時代の遺構が少ないのは、本調査地の南半が旧国鉄建築物の基礎によって、また、

北半が一面に広がる中世の粘土採掘土坑あるいは近世の耕作などで、大きく削平をうけた

ためと考えられる。

(原田憲二郎 )



3 平城京右京二条四坊十三坪・二条大路の調査 第221次

本調査は、奈良市若葉台四丁目2411において実

施した、上野勝男・上野知昭氏届出の個人住宅新築

工事に伴う事前調査である。

調査地は、平城京の条坊復原では、右京二条四坊

十三坪の南端にあたり、二条大路の一部がかか′ると

みられる場所にある。

本調査地は、昭和40年代から開発が始まった若葉

台住宅地の東端にあり、伏見丘陵から東に伸びる舌

状の尾根のひとつの中央部分に位置する。これから

東側は緩やかに下降する傾斜地である。調査地周辺は、若葉台住宅地の造成に際して、相

当規模での地形変更工事が行われており、調査地にもその工事が及んでいることが十分に

予想された。そのため、旧地形の形状の把握と条坊遺構の検出を目的として、調査地の東

端と西端の 2箇所に南北方向の発掘区を設定し、調査を実施した。

調査面積は、東側の発掘区が30ぽ、西側の発掘区が32ぽである。調査は、平成 3年 4月

8日 に着手し、同12日 に埋戻しを終了した。

発掘区内の堆積土層は、現地表下0.2mま では、住宅建築に際しての整地土で、以下に

厚さ0.6m程度の若葉台住宅地造成時の盛土がある。これらの造成上下で、直ちに黄白色

粘土の地山が現われる。この粘土の地山は、住宅地造成の際に上面を削平されており、旧

地形はすでに失われていた。

ただ、西倶1発掘区内の北側では、北へ緩やかに降る落ち込みの肩部を確認したが、これ

についても旧地形をとどめているものか、あるいは旧水田面の段差が残るものかは判断で

きなかった。以上、今回の調査では、当初の目的とした条坊遺構は確認ができず、また奈

良時代のものと考えられる遺物 も出土 しなかった。 (立石堅志 )

―一L.H.89.5m

1現地表土

2黄灰色粘土

3暗灰褐色粘質土

4黄灰色粘土

5黄白色粘土(地山)

第221次調査 発掘区位置図

第221次調査 西発掘区北壁。東壁土層図 (1/50)

2m6黄灰自色砂岩(地山)



平城京右京三条四坊六坪の調査 第222次

I はじめに

本調査は、奈良市宝来町887他 において、伸ベターライフ届出の店舗建設工事に伴って

実施した事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、右京三条四坊六坪の南

東部にあたる。発掘区は南北23m、 東西22m(面積500r)の 範囲で、調査期間は平成 3

年 5月 17日 から7月 11日 までである。

I 検出遺構

発掘区内の基本的な土層は、造成盛土 (0.6m)以下順に、旧耕土 (0.2m)、 床土 (0。 2m)、

褐灰色砂土 (0。 2m)、 灰色砂土 (0.lm)、 灰褐色砂土 (0.lm)と 続き、地表下約1.4mで

黄灰褐色砂上の地山に達する。地山直上の灰褐色砂土は奈良時代中頃の整地土とみられる。

遺構は、発掘区北半は灰褐色砂土上面で、南半では灰褐色砂土が削平されていたため、地

山上面で検出した。これら遺構検出面の標高は77.5m前後である。

主な検出遺構は、奈良時代の掘立柱建物 9棟、溝 2条、土器埋納土坑 2な どで、そのほ

かに、古墳時代の自然流路がある。以下に各遺構の概要を記す。

S B01 桁行 5間 (10.Om)、 梁間 3間 (6.3m)の南北棟掘立柱建物で、東廂がつく。

柱間は桁行2.Om等間、梁間2.lm等間である。後述の溝 S D10、 S Dllの埋没後に建てら

れている。

S B02 桁行 3間 (4.8m)、 梁間 2間 (3.2m)の東西棟掘立柱建物である。桁行柱間

は北側柱列が西から1.8-1.5-1.5m、 南側柱列が西から1.5-1.7-1.6mで 、梁間は1.6

m等間である。 S D10の埋没後に建てられている。重複関係から、後述の S B04よ り新し

いことがわかる。

S B03 桁行 3間 (6.Om)、 梁間 2間 (4.lm)の東西棟掘立柱建物である。桁行柱間

は西から1.6-2.4-2.Omで 、梁間は北から2.2-1.9mである。S D10の埋没後に建てら

れている。

S B04 桁行 2間 (4.5m)以上、梁間 2間 (3.3m)の東西棟掘立柱建物である。桁行

柱間は西から2.0-2.5mで、梁間は北から1.8-1.5mである。 S D10の埋没後に建てられ

ている。重複関係から、 S B02よ り古いことがわかる。

S B05 桁行 3間 (6.Om)、 梁間 2間 (3。 9m)の東西棟掘立柱建物である。桁行柱間
は南倶1柱列が2.Om等間、北側柱列が西から2.3-1.8-1.9mで 、梁間は北から1。 9-2.Om

である。

S B06 桁行 3間 (4.8m)、 梁間 2間 (3.4m)の東西棟掘立柱建物である。柱間は桁
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第222次調査 遺構平面図 (1/200)

行1.6m等間、梁間1.7m等間である。

S B07 桁行 4間 (7。 9m)以上、梁間 1間 (2.3m)以上の東西棟掘立柱建物である。

桁行柱間は北側柱列が東から2.1-2.0 1.8-2.Omで ある。重複関係から、後述の S B09

より古いことがわかる。

S B08 桁行 2間 (3.6m)以上、梁問 2問 (3.4m)の東西棟掘立柱建物で、発掘区外

西に続く。柱間は桁行1.8m等間、梁間1.7m等間である。

S B09 桁行 1間 (2.3m)以 上、梁間 2間 (4.Om)の 南北棟掘立柱建物で、発掘区外南に

続く。梁間は西から2。 1-1.9mである。重複関係から、 S B07よ り新しいことがわかる。

S D10 東両方向の素掘溝である。幅1.5～ 2.5m、 深さ約0。 3mである。発掘区西端で、

S Dllに つながる。溝内埋土は上層が褐色粘質土、下層が青灰色粘質土である。溝内から
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は奈良時代中頃の土器が出土した。

S Dll 発掘区西端で検出した南北方向の素

掘溝である。北端で S D10に つながる。溝の東

岸を検出したのみで、幅は不明である。深さは

0.5mま で確認 した。溝内埋土は上層が褐色粘

質土、下層が青灰色粘質土である。溝内からは、

奈良時代中頃の土器が出土した。

S X12 S B02と S B05の 間で検出した土器

埋納土坑である。掘形は径0.5mの平面円形で、

深さ約 0。 lmである。坑内には、蓋をした須恵

器杯 Bが埋納されていた。杯内部には、土が充

満しており、X線撮影では、銭貨とみられる影

が認められたが、内容物はなかった。胞衣壺か、

あるいは地鎮にかかわるものと思われる。

S X13 S B01の 東側に接して検出した土器

埋納土坑である。掘形は南北0。 4m、 東西 0.3

mの平面長円形で、深さ約0。 lmである。坑内に

は、蓋をした須恵器杯 Bが埋納されていた。杯

内部には、土が充満しており、内容物はなかっ

た。胞衣壺か、あるいは地鎮にかかわるものと

思われる。

|

SXi3 >

S D14 発掘区中央を東から西に流れる自然

流路である。幅2.5～ 5.Om、 深さ約0.5mであ          9     10Cm

る。埋土は上層が暗灰褐色粘質土、下層が黄灰   ■器埋納土坑 S X12・ 13(1/10)

色砂である。上層の暗灰褐色粘質土から、古墳時代の土器が出土した。

Ⅲ 出土遺物

出土遺物には、遺物整理箱33箱分の土器類と瓦ナぎ類がある。大半は遺物包含層から出土

した。土器には、土師器皿 。高杯、須恵器杯・椀 。平瓶・壺・甕などがある。遺構から出

土したものは、ほとんどが小片で時期を特定できるものは少ないが、整地層 (灰褐色砂土)

からは、奈良時代中頃の特色をもつものが出土している。瓦には、軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、

平瓦があるが、大半は丸瓦、平瓦で、軒丸瓦には型式不明 1点、軒平瓦には6663 A l点 、

6664H l点があるが、遺構から出土したものはない。そのほかに、だが数点出土している。

Iヾ
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5 平城京左京三条二坊十坪の調査 第223次

本調査は、奈良市二条大路南一丁目97-1において、福丸雄三氏届出の事務所ビル建設

工事に伴って実施した事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、左京三条

二坊十坪の南辺のほぼ中央にあたる。発掘面積は約801n2で 、調査期間は平成 3年 5月 23日

から6月 1日 までである。

発掘区内の土層は、造成土以下、旧耕土、黄褐色砂質土、灰褐色砂質土、淡黄灰色粘質

土と続き、地表下約1.6mで褐色粘土の地山に達する。淡黄灰色粘質土上面 (標高59.9m)

で奈良時代の遺構を、地山上面 (標高59.8m)で 古墳時代の遺構を検出した。

主な検出遺構は、奈良時代の掘立柱建物 1棟、土坑、古墳時代の素掘溝である。

S B01 南北 4間 (7.8m)、 東西 1間 (1.3m)の掘立柱列で、南北棟建物の東側柱列

か南北廂付東西棟建物の東妻柱列にあたると考えられる。南北方向の柱間は、北から2.1

-1.8-1.8-2.lmで ある。

S D02 東西方向の素掘溝である。幅2.3～ 4.5m、 深さ0。 9mで ある。北岸にのみ護岸

の木杭列が残存した。埋土は、灰色砂で、古墳時代前期の土師器高杯・甕が出土した。

S K03 S B01の 東側で検出した東西約0.8m、 南北約0.5m、 深さ約0.2mの平面長円

形の土坑である。坑内埋土は黄灰色砂質土で、遺物が出土せず時期は不明である。

(秋山成人)

年
三 ‐ 土

=―
二
~三 J面

:重 』1(旧耕D i ttittit

i                3 黒灰色上(1日耕上)11 '炎黄灰色砂

4 暗灰色砂質上   12 灰白色細砂

二 ―――_― ―一一 - 5 黄褐色粘質±   13 灰自色砂

6 灰褐色砂質上   14 灰色砂

7 淡黄灰色砂質±  15 暗灰色砂

8 淡黄灰色粘質±  16 褐色粘土(地山 )

溝 S D02断面図 (1/100)
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第223次調査

|

遺構平面図 (1/2oO)
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6 平城京左京二条七坊十二坪の調査 第224次

本調査は、奈良市油留木町33-1、 34で実施した、乾太郎・乾二郎両氏届出の住宅建設

に伴う事前の発掘調査である。調査地は平城京の条坊復原では、左京二条七坊十二坪の南

辺にあたり、二条大路北側溝が想定される位置にある。発掘面積は75話で、調査期間は平

成 3年 6月 10日 から6月 27日 までである。

基本的な土層は、近現代の整地土である黒褐色粘質土、近

世の整地土である黒褐色粘質土、灰色砂質土と続き、地表下

0。 3～ 1.Omで黄橙色礫混リシルトの地山に達する。地山上面

の標高は発掘区の南端で約87.7m、 北端で約86.9mである。

遺構はすべて地山の上面で検出した。

検出遺構はすべて中世から近世にかけてのものである。 S

K01は直径約2.3m、 深さ約1.2mの平面円形の土坑である。

16～ 18世紀の土器が出土したが、12世紀頃の土器も混在して

いた。 S K02は 直径約0。 7m、 深さ約0。 3mの平面円形の埋甕

土坑である。甕は18世紀頃の信楽焼である。底部を打ち欠い

て据えた後、甕を安定させるため、別の甕の破片を裏込めに

入れていた。 S K03は 直径約 1。 4m、 深さ約0。 7mの平面円形

の土坑である。埋土の大半が焼土と炭の小片である。18世紀

頃の土器が出上したが、13世紀頃の土器も混在 していた。 S

K04は長径約1.Om、 短径約0.7m、 深さ約0.5mの平面楕円

形の土坑である。 S K05は東西約 1。 9m、 南北約2.lm、 深さ

約0.5mの平面隅丸方形の土坑で、底には礫が多量に投棄さ

れてしヽた。12～ 13世紀の土器が出土 した。 S K06は東西約

2.lm、 南北約2.7m、 深さ約0.2mの平面方形の土坑である。

17～ 18世紀の土器が出土した。

なお、二条大路北傾1溝は今回確認できなかった。発掘区外

の南側になる可能性が大きいと思われるが、後世の地山の削

平が著しいため、既に残存していない可能性も考えられる。

ただ、外京域での二条大路の調査例がこれまで皆無であるこ

とも考慮すると、いずれとも判断し難い。今後の周辺での調

0                     5m

第224次調査 遺構平面図
(1/160)

脚
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査例の増加を期待したい。
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7 平城京左京六条二坊三坪の調査 第225次

I はじめに

本調査は、奈良市八条町403-1に おいて、奈良市計画の仮称・防災センター建設工事に

伴って実施した事前の発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、左京六条二坊

三坪の東辺部のほぼ中央に位置し、今回の調査地の約10m南で、過去に三・六坪坪境小路

と西側溝が確認されている (昭和56年度発掘調査報告書掲載)。 そのため、今回の調査も

これら条坊遺構の確認を主目的とした。発掘区は、建設予定地の東寄りに東西30m、 南北

10m(面積300♂)の規模で設定した。調査期間は平成 3年 6月 12日 から7月 23日 までで

ある。

I 検出遺構

発掘区内の基本的な土層は、地表から耕土 (0.2m)、 床土 (0.05m)、 灰色粘質砂 (0.2

m)、 暗青灰色粘土 (0.2m)、 暗青灰色粘質砂 (0.3m)、 淡黄灰色粘質砂 (0。 lm)、 黄灰

色粘土 (0.15m)、 茶灰色土 (0.15m)と 続き、地表下約1.2mで暗橙灰色土の地山にいた

る。遺構はすべて茶灰色土の上面で検出した。遺構面の標高は概ね55。 2mである。

主な検出遺構は、坪境小路と西側溝、掘立柱建物 3棟、土坑、溝などである。

θ
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第225次調査 遺構平面図 (1/250)
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第225次調査 南壁土層図 (1/100)



S F01 三・六坪坪境小路である。東側溝が発掘区外で未検出のため、路面幅は不明で

ある。路面は茶灰色土の上面である。

S D02 三・六坪坪境小路 S F01の 西側溝である。幅1.8～ 2.Omで、深さは概ね0.3m

である。昭和56年度の調査では幅約3.Om、 深さ約0。 2mであったので今回の発掘部分では

幅が狭 くなっている。溝内の埋土は、上層から明茶橙色土 (0.lm)、 暗灰茶色土 (0.2m)、

淡黄褐色土 (0.lm)の 3層 に分けることができる。どの層からも奈良時代の土器が出土

しており、中頃のものが大半をしめるが、前半のものも若千含まれている8溝心の座標値

はX=-147,930.000、 Y=-17,914.000で ある。

S B03 桁行 2間 (4.2m)以上、梁間 2間 (3.3m)の南北棟掘立柱建物。発掘区外南

につづ く。柱間寸法は、桁行が2.lm等 間、梁間は東から1。 8-1.5mである。建物の主軸

は国土方眼方位北でわずかに西偏する。

S B04 桁行 1間 (2.lm)以上、梁間 2間 (4.5m)の南北棟掘立柱建物。発掘区外南

につづ く。柱間寸法は、桁行が2.lm、 梁間は東から2.1-2.4mで ある。建物の主軸は国

土方眼方位にほぼ一致する。

S B05 桁行 2間 (2.4m)以上、梁間 2間 (2.4m)の南北棟掘立柱建物。発掘区外北

につづ く。柱間寸法は、桁行、梁間ともに1.2m等間である。建物の主軸は国土方眼方位

北でわずかに西偏する。

S K06 坪境小路西側溝 S D 02の東岸に沿って掘られた南北方向の溝状の土坑である。

幅1.Om、 南北3.Omま でを検出し、さらに北につづく。深さは約0.5mである。埋土は上

層から、暗茶褐色土 (0.2m)、 暗茶灰色土 (0.lm)、 暗灰茶色粘土 (0。 2m)の 3層 に分

けることができる。いずれの層からも奈良時代後期の土器が出土した。

Ⅲ 出土遺物

出土 した遺物は少量で、ほとんどが奈良時代の土器・瓦と中

世の土器である。遺構からの出土遺物には S D02、 S K06出 土

のものがあるが、ここでは S K06最 下層から出土した墨書土器

についてふれておく。

須恵器椀底部の破片で、底径5.lcmで ある。底部外面には糸

切 り痕跡が残 り、「五合」と墨書されている。椀の容量を記し

たものと考えられるが、あるいは升の代用品であるのかもしれ

ない。

そのほかには、淡黄灰色粘質砂の上面で弥生時代のものと思

われる石鏃が 1点出土している。

墨書土器 (1/2)
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8 平城京左京三条六坊十二坪の調査 第228次

I はじめに

本調査は、奈良市林小路町 7-1他 において、日本

生命保険相互会社届出の事務所ビル建設工事に伴って

実施した事前発掘調査である。調査地は、平城京の条

坊復原では、左京三条六坊十二坪の北西部にあたる。

調査地の北側ではこれまでに第89。 176次調査を行っ

ており、奈良時代から江戸時代までの各時期の遺構を

検出している。発掘区は東西34m、 南北 6m(面積

204♂)で、調査期間は平成3年 7月 10日 から9月 7

日までである。

I 検出遺構

発掘区の土層は、造成土 (厚 さ0.4m)以下、黒灰

色土 (0.lm)、 茶褐色土 (0.lm)、 明茶褐色土 (0.2m)、

暗茶褐色土 (0。 15m)、 淡灰褐色土 (0.2m)、 濁黄褐

色土 (0。 25m)と 続き、地表下約1.4mで明黄褐色砂

礫の地山となる。地山上面の標高は約77.lmで ある。

遺構検出は濁黄褐色土上面で行った。

検出した遺構は、掘立柱建物、土坑、溝などで、奈

良時代から江戸時代までの各時期のものである。

1.造成上       7.暗 茶褐色土

2.造成土 (クラッシヤ→   8.暗 黄褐色上
3.黒灰色土 (旧耕土) 9.明 茶褐色t
4.灰褐色±      10。 暗黄褐色土
5.暗褐色±      11.暗 灰褐色土
6.茶褐色±      12.暗 茶褐色土

13.黒 褐色土
14.淡 灰褐色上

搬 搭第 ;三ζ震3SKYttt
17.濁 黄褐色土
18.明 黄褐色砂礫 (地山 )

第228次調査 南壁土層図 (1/100)
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以下主要なものについて記す。

S B01 南北 2間 (3.6m)以上の掘立柱列で、南北建物の東佃1柱列あるいは東西棟建

物の東妻柱列にあたると考えられる。柱間は1.8m等間である。柱掘形は、深さ約0.lmで

ある。11世紀後半の土坑で柱掘形の一部が壊されており、それ以前ものと考えられる。

S K02 東西1.4m、 南北1.Om以上の土坑で、発掘区外南に続 く。検出面からの深さは

約0.6mである。坑内から奈良時代中頃の土師器、須恵器が出土した。

S K03 -辺約3.Omの平面方形の土坑で、検出面からの深さは約0.6mである。断面逆

台形に掘 り込まれている。坑内埋土は上から茶褐色土、淡黄褐色土、暗茶褐色土、暗灰褐

色粘質土で、暗茶褐色土からは、12世紀後半の完形の土器が大量に出土した。土器の多く

は内面を上に向けた状態で出土した。また土坑周辺の遺物包含層からも同時期の完形の土

器が大量に出土している。

S K04 -辺約3.Omの平面方形の土坑で、検出面からの深さは約0。 7mである。断面逆

台形に掘 り込まれている。坑内から12世紀後半の完形の土器が大量に出土した。土器の多

くは S K03と 同じく内面を上に向けた状態で出土した。

S K05 径約1.6mの平面円形の土坑で、検出面からの深さは1.35mで ある。断面逆台

形に掘 り込まれている。坑内埋土は、上から黒褐色土、淡褐色土、暗灰色土、淡灰色砂質

土、茶灰色粘質土、青灰色砂質土である。茶灰色粘質土層中の上部から、長軸を東西方向

に向けた木材 (長さ0.4m、 径0.lm)が 3本南北に並んで出土し、またその下約0.3mか

らほぼ同じ大きさで、長軸を東西方向に向けた木材が 1本出上した。性格、用途は不明で

ある。坑内からは11世紀末から12世紀前半の土器が出土した。

S K06 東西2.Om、 南北2.Om以上の不整形な平面形の土坑で、発掘区外北に続 く。検

出面からの深さは約0.2mである。坑内から12世紀後半の土器が出土した。

S D07008 調査地中央部西寄 りで検出した南北方向の素掘溝で、幅は約 0。 5m、 検出

面からの深さは約0。 lmである。溝内から14世紀の土器が出土した。

S X09 東西1.5m、 南北1.4m、 深さ約0.2mの平面長方形の掘形内に、本枠を埋納 し

た土坑である。木枠は南北1.Om、 東西1.2mの平面長方形で、深さ約0.2mである。各辺

一枚ずつの横板を組合わせ、底には南北方向に 3本の桟 (0,lm角 で長さ1.Om)が通され、

その桟に直交して底板が 4枚張られる。木枠内の埋土は本暦混じりの暗黄緑灰色土で、遺

物は出土しなかった。掘形からは江戸時代の土器が出土した。性格は不明である。

なお、発掘区内のその他の土坑と遺物包含層からも、11世紀後半から12世紀後半の各時

期の土器が出土している。特に S K03周辺からは12世紀後半の土器が、発掘区内西倶Iでは

11世紀後半から12世紀前半の土器が大量に出土した。
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Ⅲ 出土遺物

今回の調査では、奈良時代から近世までの各時期の土器が多量に出土した。このうち、

時期的にまとまる奈良時代のものと中世の土坑から出土したものについて報告する。

奈良時代の土器 土坑 S K02から出土した土師器 2点、須恵器 4点がある。土師器には、

杯 A(1)、 皿A(2)が ある。 (1)は、口径14.Ocm、 器高2.5cm。 外面は磨減している

ため、調整は不明である。内面には、一段の斜放射状暗文が施されている。 (2)は 、日

径21.8cm、 器高2:5cm。 外面が磨滅しており、調整は不明である。内面には一段の斜放射

状暗文が施されている。須恵器には、杯 A(3◆ 4)、 杯 B(5)、 壺 N(6)が ある。(3)

は、口径17.2cm、 器高4.5cm。 口縁内外面ともにロクロナデ調整をする6底部外面にはヘ

ラ切 り痕が残る。(4)は、口径17.2cm、 器高4.5cm。 底部外面から口縁部内外面にかけて、

ロクロナデ調整をしている。 (5)は 、口径20.7cm、 器高は約7.5cm。 口縁部内外面をロク

ロナデ調整している。底部は残存しない。 (6)は 、肩部に一対と、胴部中位にひとつの

環状の把手がつく。底部外面は、不定方向のナデ、体部外面は不定方向のナデで仕上げて

いる。しかし、体部中半から肩部にかけては部分的に叩き目が残っている。内面はロクロ

ナデで調整している。これらの土器の年代は、土師器の杯及び皿の形態や調整からみて、

奈良時代中頃のものと考えられる。 (三好美穂 )

中世の土器 ここでは、土坑 S K03及びS K04か ら出土した土器類について報告する。

土坑 S K03出土土器 土師器皿 (7～ 14)。 高台付皿 (15。 16)、 瓦器皿 (17～ 20)・

椀 (21022)、 土師器鉢 (23)・ 釜 (24)、 須恵器鉢 (25)な どがある。土師器皿は、口径

2

3

土坑S K02出土土器 (1/4)

///////8
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により大小 2種類に分けられる。 (7～ 10)は、小皿である。うち (7・ 8)は 口径10.0

～11.Ocm、 器高1.5cm程度で、口縁部を内側に折 り込む。(9)は口径10.Ocnl、 器高1.8cm。

いわゆる「て」の字状口縁の名残 りをとどめる。 (10)は、口径10.2cm、 器高1.8cm。 口縁

部を外傾させ端部を丸 くおさめる。後者 (10)が多数を占める。 (11～ 14)は大皿。口径

16cm前後、器高 3 cm前後。土師器高台付皿は、口径により大皿 (16)と 小皿 (15)に 分け

られる。 (15)は、口径9。 2cm、 器高2.2cm。 平らな皿部と、板状の高台からなる。(16)は、

口径21.8cm、 器高6。 4cm。 内彎 しながら立ち上がる口縁部をもつ皿に、外方へ張る高い高

台がつく6瓦器皿は、口径8。 8710・ OCm、 器高1.6～ 1.8cm。 内面に数往復の平行線状のヘ

ら磨きが施される。瓦器椀は、口径15cm前後、器高5。 5～ 6.Ocm。 外面のへら磨きがやや簡

素化され、底部内面見込み部には螺旋状の暗文が施される。川越編年Ⅱ段階 B型式
1)に相

当する。土師器鉢は半球状の体部をもち、外面底部には三足が付 く。土師器釜は、口径

20.Ocm。 口縁端部を内側へ折 り返す。須恵器鉢は、口径30。 4cm、 器高11.Ocm。 東播系窯の

製品である。これらはいずれも、奈良Ⅱ―C期
2)(12世紀後半)の特徴を示す。

土坑 S K04出 土土器 土師器皿 (26～ 34)。 高台付皿 (35・ 36)。 小椀 (37)、 瓦器Im(38)。

椀 (39～ 41)、 自磁輪花皿 (42)・ 椀 (43)。 合子 (44・ 45)、 須恵器鉢 (46)、 瓦器盤 (47)、

灰釉陶器、褐釉陶器四耳壺などがある。土師器皿は、口径により大小 2種類に分けられる。

(26～ 30)は小皿。うち (26)は、口径9.8cm、 器高1.lcmで、口縁部を内傾させたもの。

(27～ 30)は 、口径9。 5～ 10.5cm、 器高1.6～ 2.Ocm。 (28)がやや「て」の字状口縁の形態

をとどめるが、他はいずれも端部を丸 く仕上げる。 (31～ 34)は 、大Jllである。口径15cm

前後、器高2.4～ 3.Ocm。 平底で口縁部は内彎しながら立ち上がる。土師器高台付皿は、口

径11.6cm前後、器高1.6～ 2.Ocm。 浅く平らなllR部に輪高台が付 く。口縁端部を丸くおさめ

るもの (35)と 、やや上方につまみ上げ、四角く仕上げるもの (36)がある。瓦器皿は、

口径10crrl、 器高2.Om。 内面に数往復の平行線状のへら磨きを施す。瓦器椀には、大中小

3種類の口径のものがある。 (39)は口径8.2cmの小椀。 (41)は、口径15cmの 通常の大き

さの椀である。 (40)は この中間の大きさで、口径12cm程度のもの。いずれも内面見込み

部に螺旋状の暗文を施す。川越編年Ⅱ段階 B型式
1)に相当する。白磁合子のうち、蓋 (44)

は輪花状に仕上げ、頂部に線刻で文様を表現する。身 (45)は、鏑文とする。須恵器鉢は、

東播系窯の製品である。瓦器盤は、口径56.Ocm、 器高13.5cm。 平底で、体部を内彎させて

立ち上げ、口縁端部を丸みをもった面に仕上げる。底部に四足が付 く。内外面ともに級密

なへら磨きが施される。大和北部での瓦器盤の初現期のものと考えられる。これらはいず

れも奈良Ⅱ一C期 2)(12世紀後半)の特徴を示す。 (立石堅志 )

1)川越俊一「大和地方出土の瓦器椀をめぐる 2・ 3の 問題」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所 1983

2)森下恵介・立石堅志「大和北部における中
。近世土器の様相」『奈良市埋蔵文化財調査センター紀要1986』 奈

良市教育委員会 1987
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9 平城京左京五条六坊十六坪の調査 第230次

I はじめに

本調査は、奈良市南城戸町26において(奈良市が計画する仮称・奈良町郷土館の建設工

事に伴って実施した事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、左京五条六

坊十六坪のほぼ中央にあたる。近世になって、この地には悲田院と呼ばれる寺院が建立さ

れ、幾度かの火災に遭いながらも、平成元年に本堂などが解体されるまで存続した。調査

は、旧境内地の北半に、東西約21m、 南北約 8m(面積180r)の発掘区を設定 して行っ

た。調査期間は平成 3年 7月 29日 から9月 2日 までである。

I 検出遺構

発掘区内の基本的な土層は、地表から黒色土、灰茶色土、淡黄灰色土と続き、地表下

0.6～ 1.Omで茶黄色土の地山にいたる。ただし、調査地は、東から西へと緩やかに下る丘

陵斜面上にあり、地山上面の標高も77.2～ 77.6mと 西佃1が低い。また、地山は発掘区西端

で急激に下降し、淡黄灰色土の下に、さらに淡茶灰色土、暗茶褐色土 (以上は奈良時代の

遺物包含層)、 暗黄灰色土、茶褐色土が続き、地表から地山までの深さは約2.Omである。

ここでの地山上面の標高は76.2mで ある。遺構を検出したのは、ほとんどが地山上面であ

るが、発掘区西端では暗黄灰色土の上面である。

主な検出遺構は、礎石建物、掘立柱建物、井戸、溝、土坑などである。

S B01 南北 2間 (4.5m)以上、東西 1問 (1.8m)以上の礎石建物である。礎石据付

けの掘形に根石のみが残存し、柱問寸法は南北が北から1.8-2。 7m、 東西が1.8mである。

|       |

第230次調査 遺構平面図 (1/200)
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悲田院に関係 した建物と思われるが、どのような建物であったのかは不明である。遺物が

出土しなかったため、時期についても不明である。建物主軸は国土方眼方位に一致する。

S B02 発掘区西端で検出した南北 2間 (4.4m)の掘立柱列で、東西棟建物の東妻柱列、

あるいは南北棟建物の東側柱の一部であると考えられる。柱間寸法は2.2m等間である。

暗黄灰色土上面で検出したことから、奈良時代もしくはそれ以前の建物と考えられるが、

遺物が出土せず詳細な時期は不明である。主軸は国土方眼方位に一致する。

S D03 発掘区西半で検出した南東から北西に流れる溝である。幅3.0～ 4.2m、 深さ

0。 3～ 0.6mである。検出範囲が狭く、素掘溝か自然流路であるかは不明である。溝内から

は、後述の弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土器が出土した。

S E04 径2.lmの掘形平面円形の井戸である。深さは1.Om。 井戸枠は残存しなかった

が、掘形埋土と井戸枠内埋土との違いが確認できたことから、井戸枠は腐朽したものと考

えられる。枠痕跡は径1.Omの平面円形である。枠内埋土は暗灰褐色土で、16世紀の土器

とともに、後述の本製品が出土した。掘形からも木製品が出土している。

S E05 径2.2mの掘形平面円形の井戸である。深さは1.6m。 掘形内に内法径1.Omの

平面円形に石を積み上げ井戸枠としており、石積は下から3段 (0.6m)が積まれ、さら

に石組の上には内法径1.lmの平面円形の木製井戸枠の痕跡が認められた。井戸枠内の埋

土は暗灰色粘土で、13世紀中頃の土器が出土した。 (池田裕英 )

Ⅲ 出土遺物

溝 S D03か ら出土した土器、井戸 S E04か ら出土した木製品について記す。

溝 S D03出 土土器 弥生時代後期のもの (1・ 3)と 古墳時代前期のもの (2)がある。

1は高杯である。口径18.2cm。 脚部下半には 4方向に透かし孔があけられている。器壁の

内外面は剥落が著しく調整は不明である。2は小形丸底壺である。口径9。 6cm、 器高11.5cm、

体部最大径11.lcm。 器面調整は体部外面がヘラ削りである以外はナデである。 3は器台の

口縁部である。端部は下方へ肥厚しており、外面に 3条の沈線が施されている。器壁の内

外面は景J落が著 しく調整は不明である。 (安井宣也 )

＼
斤

ぜミ o lstt
2

溝S D 03出土土器 (1/4)
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0                          20 cm

木製品 (1/5)
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●
眸

井戸 S E04出 土木製品 井戸枠内から下駄 5点、箸 3点、刷毛 1点が、掘形内から下駄
1点、曲物柄杓 1点、箸 4点、不明木製品 1点が出土した。 1は連歯下駄で、長さ20.8cm、

幅9。 8cm、 高さ4.5cmで ある。歯は台と同じ幅で縦断面長方形である。用材はモミ属のもの

で、柾目材である。前壺の両側に指の圧痕が残る。2は差歯下駄で、長さ20。 8cm、 幅8.9cm、

台の厚さ3.O cmで ある。台に歯を差し込む方形の柄穴が前後に1箇所ずつ空けられ、台の

下面前後を斜めに削る。歯は根元のみ残存する。ッブラジイの柾目材を使用。 3は差歯下

駄で、長さ21.Ocm、 幅8.3cm、 高さ6.7cmである。方形柄穴が前後に 2箇所ずつ空けられ、

台の下面前後を斜めに削る。歯は前だけ残存し、縦断面は下辺が広い台形である。台はカ

バノキ属のもので柾目材、歯はセンダンの板目材を使用。 4は曲物柄杓の身で底部は欠損

している。直径 10。 2cm、 残存高4.5cmで ある。側板は相対する 2箇所で綴 じ合わされ、一

方は 1列上外下内 3段綴じ、いま一方は 2列内 1段綴じである。綴じ合わせ部分の一方に

は柄を通すための方形孔が空けられ、柄の先を受ける反対側の側板には小円孔が穿たれて

いる。傾1板重ね合わせ部分の内側に縦位のケビキが入れられる。 5は台付きの宝珠形木製

品である。直径5.5cm、 高さ5。 lcmである。表面は難で整形され、台部の側縁には10本の本

釘がほぼ等間隔で打ち込まれている。用途は不明である。 2・ 3は井戸枠内から、 1・ 4

・ 5は掘形内から出土した。

υ
″

◎

□ □

③
爾 鰯
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10 平城京左京三条二坊十六坪の調査 第231次

I はじめに

本調査は、奈良市二条大路南一丁目 1-1において、奈良市庁舎立体駐車場建設工事に

伴って実施した事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、左京三条二坊十

六坪の南西部分に位置する。調査地の南側では平成元年度に市庁舎増築に先立ち、発掘調

査を実施し (第 187次調査)、 十六坪の南辺中央に正門、その西方に脇門を確認している。

調査は東発掘区と西発掘区と2回に分けて実施し、発掘面積は合計1160ぽ、調査期間は、

平成 3年 8月 5日 から同年12月 26日 までである。,

I 検出遺構

発掘区内の土層は、旧三笠中学校建設・市庁舎建設に際して約2.Omの盛土がなされて

おり、その下に茶灰色砂 (中世の遺物を包含する)、 暗灰色土 (奈良時代・中世の遺物を

包含する)が続き、灰色粘土の地山に至る。柱掘形の残存状態から遺構面は全体的に削平

を受けていると思われ、以下に述べる遺構はすべて地山上面 (標高約60。 Om)で検出した。

検出した主な遺構には、奈良時代以前の自然流路、奈良時代の掘立柱建物、掘立柱塀、

溝、土坑、土器埋納土坑、中世の粘土採掘坑、時期不明の素掘溝などがある。

S D01 西発掘区西半を北東から南西に流れる自然流路である。第187次調査で検出し

た流路の続きである。幅は5.lm以上、深さは0.8m以上である。弥生土器が出土した。

S B33 東発掘区北半で検出した桁行 6間 (16.8m)、 梁間 3間 (9.Om)の東西棟掘立

柱建物で、北廂が付 く。桁行柱間は端の間が各3.Omで、残り4間 は2.7m等間である。身

舎梁間は3.Om等間で、廂の出も3.Omである。身舎棟通りには梁間柱筋に合わせて床束の

柱掘形があり、身舎倶1柱 と廂の掘形内にも、親柱を建てた後に床束の柱掘形が掘られてい

る。また、身舎の東から3間 目には間仕切 りの柱掘形がある。重複関係からS B36、 SD

41よ り古いことがわかる。

S B34A S B33の 南側で検出した桁行推定 6間 (16.8m)、 梁間 2間 (6.Om)の東西

棟掘立柱建物である。桁行柱間は西の端の間が3.Omで、以束の 4間 は2。 7m等間である。

梁間は3.Om等間である。梁間柱筋が S B33の 梁間柱筋と揃うので桁行の間数・柱間寸法

ともS B33と 同一とみてよいだろう。

S B34B S B34Aと 同位置で検出した東西棟の掘立柱建物で、 S B34Aを 建て替えた

ものと思われる。身舎はS B34Aと 同規模であるが、新たに南北廂が付 く。廂の出は南廂

が3。 9m、 北廂が3.3mである。建て替えに際しては、柱の建て方に 2種類の方法がみられ

る。ひとつはS B34Aの 柱を柱掘形内中途で切断し、この上に新しく柱を建てる方法で、
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もうひとつはS B34Aの 柱を完全に抜き取った後に新たに礎板を敷き、柱を建てる方法で

ある。おそらくS B34Aの 柱の状態に応じて異なる方法が採られたのだろう。なお、SB
34Bの柱掘形底面の高さは、 S B34Aに比べて約0。 4m高 くなっている。重複関係からS

B37よ り古いことがわかる。

S A35 東発掘区北端で検出した東西方向の掘立柱塀である。検出したのは 1間

(2.7m)分で、発掘区外東西に続 く。おそらくS B33の 北を区画する塀と思われる。重

複関係から、 S B36よ り古いことがわかる。

S B36 東発掘区北端で検出した桁行 4間 (10。 8m)、 梁間 2問 (4.8m)の東西棟掘立

柱建物である。柱間は桁行2.7m等間、梁間2.4m等間である。重複関係から、 S B33、 S

A35よ り新しいことがわかる。

S B37 東発掘区中央南で検出した桁行推定 5間 (13.5m)、 梁間 3間 (8。 3m)の東西

棟掘立柱建物で、南廂が付 く。柱間は桁行、梁間ともに2.7m等間で、廂の出は2.9mであ

る。重複関係から、 S B34Bよ り新しいことがわかる。

S X38 東発掘区西端で検出した土器埋納土坑である。掘形は径0。 2～ 0。 3mの平面不整

円形で、深さは0.2mである。坑内には須恵器杯蓋をした土師器の甕が埋納されていた。

土器内には墨が納められており、胞衣壺である可能性が高い。重複関係から、 S A39よ り

新しいことがわかる。

S A39 東発掘区西端で検出した南北方向の掘立柱塀である。発掘区外南に続く。14間

(26.Om)分を検出した。柱間は北 3間は2.lm等間、

それ以南は1.8m等間である。北端は S B33の北廂

柱筋の延長線上にあるが、あるいは北にさらに 1間

続いてS A35に接続するかもしれない。重複関係か

ら、 S X38t S A40よ り古いこと力おわかる。

S A40 S A39の東に沿って検出した南北方向の

掘立柱塀である。発掘区外南に続く。 9間 (16.5m)

分を検出した。柱間は1.9m等間である。北端は S

B34Bの北廂の柱筋の延長線上にある。S A39に 比

べ、北でやや東に振れる。重複関係からみてS A39

より新 しいことがわかる。なお、 S A39・ 40はそれ

ぞれ第187次調査の S A23古 ・新の続きである。

S D41 東発掘区西端北寄りから西発掘区外西に

続く東西方向の素掘溝である。長さ23.5m分を検出

した。幅は1.0～ 2.5mで、西側ほど広い。深さは約

―
|

T

土器埋納土坑 S X38(1/10)
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o.lmである。九・十六坪坪境小路の東側溝につながる可能性がある。溝心の国土座標値

は、 x=-146,097.080、 Y=-17,635.000で ある。重複関係から、 S A46よ り古 く、S

B33・ 42・ 43・ 47・ 50051、  S A45よ り新しいことがわかる。

S B42 発掘区中央北寄 りで検出した桁行 4間 (7.2m)、 梁間 3間 (5.4m)の南北棟

掘立柱建物である。桁行柱間は1。 8m等間である。梁間は西から 1間 目が2.4mで、残 りの

2間は不明である。重複関係から、 S B43、 S D41よ り古いことがわかる。

S B43 西発掘区北東で検出した桁行 3間 (6.3m)、 梁間 4間 (6.9m)の南北棟掘立

柱建物で、東廂と西縁が付 く。身舎の柱間は桁行2。 lm等間、梁間1.8m等間で、廂の出は

1.8m、 縁の幅は1.5mである。身舎の棟通りには床束とみられる柱掘形がある。重複関係

から、 S D41よ り古く、 S B42よ り新しいことがわかる。

S A44 S B43の 南で検出した東西方向の掘立柱塀である。全長推定 4間 (6.9m)で

ある。柱間は西から1.5-1.8mで、東の 2間は粘土採掘坑による破壊のため不明であるが、

柱位置をS B43の桁行柱筋に合わせている公算が高い。 S B43の 南妻から3。 9mの位置に

あり、 S B43の南を区画する塀であろう。東端で S A39に接続するかもしれない。

S A45 S B43の 西で検出した南北方向の掘立柱塀で、全長 3間 (6.3m)で ある。柱

間は2.lm等間で、柱位置をS B43の 梁間柱筋に合わせている。 S B43の縁から2.7mの位

置にあり、 S B43の西を区画する塀であろう。重複関係から、 S D41、 S K48よ り古いこ

とがわかる。

S A46 西発掘区北東で検出した南北方向の掘立柱塀で、全長 2間 (3.6m)である。

柱間は1.8m等間である。重複関係から、 S D41よ り新しいことがわかる。

S B47 西発掘区北で検出した桁行 2間 (4.2m)以上、梁間 2問 (3.Om)の南北棟掘

立柱建物である。柱間は桁行2。 lm等間、梁間1.5m等間である。重複関係から、 S D41、

S K48よ り古いことがわかる。

S K48 西発掘区北で検出した平面円形の土坑である。直径1.Om、 深さ0.6mである。

重複関係から、 S A45、 S B47よ り新しいことがわかる。

S B49 西発掘区北西隅で検出した東西 1間 (3.Om)以上、南北 1間 (2.4m)以上の

掘立柱列で、建物の南東隅と考えられる。

S B50 西発掘区北西で検出した桁行 5間 (12.Om)、 梁間 1問 (2.4m)以上の南北棟

掘立柱建物である。柱間は桁行2.4m等間である。重複関係から、 S D41、 S B51・ 52・

53よ り古いことがわかる。

S B51 西発掘区北西で検出した東西 2間 (3.6m)、 南北 2間 (3.6m)の掘立柱の総

柱建物である。柱間は東西、南北ともに1.8m等間である。重複関係から、 S D41、 SB

52よ り古 く、 S B50よ り新しいことがわかる。
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S B52 西発掘区中央西寄 りで検出した桁行 3間 (7.2m)、 梁間 1間 (2。 lm)以上の

南北棟掘立柱建物である。柱間は桁行2.4m等間である。重複関係から、 S B50・ 51よ り

新しいことがわかる。

S B53 西発掘区中央西で検出した桁行 3間 (6.Om)、 梁間 2間 (3.6m)の 南北棟掘立

柱建物である。柱間は桁行が北から2。 1-2.1-1.8hで、梁間は1。 8m等間である。重複関

係から、 S B50、  S A55よ り新しいことがわかる。

S A54 西発掘区中央から発掘区外南に続く南北方向の掘立柱塀である。8間 (16.8m)

分を検出した。柱間は2.lm等間である。北端は S A44の 西延長線上にある。重複関係から、

S B56・ 64、 S D60よ り古く、 S D59よ り新 しいことがわかる。

S A55 西発掘区中央から発掘区外西に続く東西方向の掘立柱塀である。 4間 (7.8m)

分を検出した。柱間は東から1.8-2。 1-1.8=2:lmで ある。東端で S A54と つながり、

S B50の南を区画する。重複関係から、S B53・ 56よ り古いことがわかる。

S B56 S B51の 南で検出した東西 2間 (3.6m)、 南北 2間 (3:6m)の掘立柱の総柱

建物である。柱間は東西、南北ともに1.8m等間で、 S B51と 同規模である。重複関係か

ら、 S B57よ り古く、 S A54・ 55よ り新しいことがわかる。

S B57 西発掘区中央で検出した東西 2間 (3.6m)、 南北 2間 (3.6m)の掘立柱建物

である。柱間は東西、南北ともに1.8m等間である。重複関係から、 S B56よ り新 しいこ

とがわかる。

S B58 西発掘区中央東寄りで検出した南北 3間 (6.3m)の掘立柱列で、南北棟建物

の西側柱列と考えられる。柱間は2。 lm等間である。

S D59 西発掘区中央南寄りで検出した東西方向の素掘溝で、途中鉤の手状に南北方向

に曲がる部分がある。粘土採掘坑による破壊のため、東側は途切れているが、長さ14m分

を検出した。幅0。 4m。 溝の途中に方向の変わる部分があるのは、 S B65を 避けるためか

もしれない。重複関係から、S A54、 S D60、 S B61・ 62・ 63・ 64よ り古いことがわかる。

S D60 西発掘区中央南寄りで検出した東西方向の素掘溝である。粘土採掘坑による破

壊のため東側は途切れているが、西は発掘区外に続 く。長さ14.5m分を検出した。幅は

0.3m。 重複関係から、 S B61063よ り古く、 S D59、  S A54よ り新しいことがわかる。

S B61 西発掘区南東で検出した東西 1間 (2.lm)、 南北 3間 (5.4m)の掘立柱列で、

南北棟建物の西側柱と南妻柱にあたると考えられる。南北方向の柱間は1.8m等間である。

重複関係から、 S D59060よ り新 しいことがわかる。

S B62 西発掘区南東隅で検出した東西 1間 (2.lm)、 南北 2間 (4.2m)の掘立柱列

で、建物の北西隅にあたると考えられる。南北方向の柱間は2.lm等間である。重複関係

から、 S B64よ り古 く、 S D59よ り新しいことがわかる。
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S B63 西発掘区南端で検出した桁行 3間 (8.lm)、 梁間 2間 (5。 4m)の東西棟掘立

柱建物である。柱間は桁行、梁間ともに2.7m等間である。重複関係から、 S B71よ り古

く、 S D59・ 60、  S B65、  S A66よ り来斤しいことがわかる。

S B64 西発掘区南端で検出した東西 3間 (4.5m)、 南北 2間 (3.Om)の掘立柱の総

柱建物である。柱間は東西、南北ともに1.5m等間である。重複関係から、 S D59、 SA

54、 S B62・ 65よ り来斤しいことがわかる。

S B65 西発掘区南端で検出した桁行 2間 (4.8m)以上、梁間 2間 (4.8m)の南北棟

掘立柱建物である。柱間は桁行、梁間ともに2.4m等間である。重複関係から、 S B63・

64よ り古いことがわかる。

S A66 S D60南 岸に沿って検出した東西 2間 (4.2m)以上の掘立柱塀で、西発掘区

外西に続く。柱間は2。 lm等間である。重複関係から、 S B63よ り古いことがわかる。

S B67 西発掘区南西隅で検出した東西 1間 (2.4m)以上、南北 1間 (1.8m)以上の

掘立柱列で、建物の北東隅にあたると考えられる。

S B68 西発掘区南西隅で検出した東西 2間 (3.6m)以上の掘立柱列で、建物の北東

隅にあたると考えられる。柱間は1.8m等間である。

S B69 西発掘区南西隅で検出した南北 2問 (3.6m)以上の掘立柱列で、建物の北東

隅にあたると考えられる。柱間は1.8m等間である。

S B70 西発掘区南西隅で検出した東西 2間 (3.6m)以上、南北 1間 (1.5m)以上の

掘立柱列で、建物の北東隅にあたると考えられる。東西方向の柱間は1.8m等間である。

S B71 西発掘区南端で検出した東西 4間 (8。 4m)以上の掘立柱列で、東西棟建物の

北側柱列、あるいは東西廂付南北棟建物の北妻柱列にあたる可能性がある。柱間は2.lm

等間である。重複関係から、 S B63よ り新しいことがわかる。

以上の遺構のうち、奈良時代の遺構は、重複関係や配置などから、おおよそ次の 4時期

に区分できると考えられる。

1 中心建物が存在せず、小規模の建物が散在する時期である。 S B42・ 47・ 65、 SD

59がこの時期のものと考えられる。

2 中心建物 S B33と S B34Aが南北に並び建ち、その周囲に付属建物が建つ時期であ

る。 S A39が中心建物の西を区画する。ほかにS B43・ 50・ 51・ 62070、 S A35・ 44

・45・ 54・ 55がこの時期のものと考えられる。

3 中心建物 S B33がなくなり、中心建物はS B34Bの みとなる時期で、 S A39に かわ

って S A40が中心建物の西を区画する。ほかにS B49052・ 56・ 58・ 64・ 68、 S A66、

S D41・ 60、 S K48がこの時期のものと考えられる。

4 中心建物が S B36と S B37と になる時期で、中心建物はやや小規模になる。ほかに
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S B53・ 57・ 61・ 63・ 67・ 71、 S A46がこの時期のもの之考えられる。しかもこれら

は建物配置と重複関係からみて、S B53・ 63・ 67の古い一群とS B57・ 61・ 71の新し

い一群とに大別できる。

Ⅲ 出土遺物

奈良時代の遺物には、土師器、須恵器、墨書土器、陶硯、製塩土器、瓦、馬歯などがあ

る。そのほかに弥生時代の土器とサヌカイト剥片、中世の瓦器椀、時期不明の鉄釘、用途

不明鉄製品、鉄滓、砥石、用途不明木製品がある。墨書土器は表に示したものが出土した。

以下、軒瓦について述べる。

出土 した軒瓦の型式と′点数の内訳は、軒丸瓦が6316G77点 ヽ6316 Kb l点 、6225 A l′点、

型式不明3点であり、軒平瓦が671l B 5点、6710C3点、6663 B l点、6682種別不明1点、

型式不明 1点 である。平城宮軒瓦編年第Ⅲ期

(745～ 756年)に比定される軒丸瓦6316G o K

b、 軒平瓦671l B、 6710Cの 出土割合が高く、

これらはこの時期に十六坪内で用いられた組合

わせとみられる。従来、63166710の 組合わせ

は隣接する十五坪での組合わせとみられてきた

が、十五坪では6316G、 6710Cが各 1点出土し

たのみであることを考慮すると、本来は十六坪

の所用瓦であった可能性が高いと思われる。

Ⅳ まとめ

これまでの左京三条二坊十六坪での調査成果

をりとめると、一坪の大規模な宅地利用をして

いる時期があり、この時期には坪南辺の中央に

正門が、そしてその西側に脇門が存在する。ま

た、正門から北に向かって坪内道路が存在し、

その西側に建物群がある。これらは南北に並ぶ

2棟の東西棟建物を中心建物とし、周囲には付

属建物が存在する。なお、中心建物が坪内道路

の西側のみに存在するのか、あるいは坪の東西

にそれぞれ配置されるのか、あるいはまた坪の

南北中心線上にも中心建物が配置されるのかは

不明であり、今後の調査によって明らかになる

ものと思われる。  (森 下浩行・宮崎正裕)

記載内容 器 種 記載位置 出土遣構・土層

1 神 須恵器杯A? 底部外面 S K46

2 西 須恵器杯蓋 外面 S K46

3 □ 須恵器杯蓋 外面 粘土採掘坑

生 須恵器皿A 底部外面 暗灰色土層

生 須恵器皿か杯 底部外面 暗灰色土層



11 平城京左京四条六坊十五坪の調査 第232次

I はじめに

本調査は、奈良市椿井町25において、椿井小学校屋内運動場建築工事に伴って実施した

事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、左京四条六坊十五坪の中央部や

や西寄りにあたる。調査地の東側では、昨年度調査 (90-33次)で、12世紀中頃の井戸な

どが検出されている。発掘区は東西25m、 南北15m(面積380ぽ)で、調査期間は平成 3

年 8月 19日 から9月 25日 までである。

Ⅱ 検出遺構

発掘区の土層は、造成土 (厚さ0.3m)以下、旧耕土 (0.05m)、 暗灰褐色土 (0.15m)、

淡褐色土 (0。 15m)、 明灰褐色土 (0.05m)と 続き、地表下約0。 7mで淡黄褐色土の地山と

なる。地山上面の標高は約78.2mである。遺構検出は明灰褐色土上面で行った。なお(発

掘区の東端と西端は旧体育館の基礎工事で地山上面が大きく削平されていた。

検出した遺構は、建物 2棟、井戸 2基、方形石組遺構 1、 方形板敷遺構 1、 埋甕遺構 1、

土坑などである。これらのほとんどは15世紀以降のものであるが、奈良・鎌倉時代のもの

もある。以下主要な遺構について記す。

S B01 桁行 2間以上 (4.2m)、 梁間 2間 (4.Om)の東西棟建物で、西側は削平され

ている。柱間は桁行 2。 lm等間、梁間2.Om等 間である。柱掘形は深さ約0。 5mで、掘形の

底に径約0.5m大の河原石を置き礎石としている。掘形からは、奈良時代後半から平安時

代前半の黒色土器A類杯が出土した。

S E02 -辺約2,Omの平面方形の素掘りの井戸で、深さは2.5m以上である。掘形は深

さ約1.8mの ところで段になり、その下は径約0。 9mの平面円形に掘り込まれている。埋土

は 5層 に分かれ、上から暗茶褐色土、黒灰色砂質土、暗緑灰色砂質土、暗黒灰色砂質土、

1造 成土
21日表土

3黄 灰色砂質土
4暗 灰褐色土
5暗 茶灰褐色土
6黄 茶褐色土

|

7明 黄茶褐色土
8淡 黄茶褐色土
9淡 茶褐色土
10暗灰褐色土

11淡茶褐色土

12明 灰黄褐色 t

31暗灰褐色土

32淡灰茶褐色上

33灰褐色土

34暗灰褐色粘質 Jl

35淡褐色土

36暗灰褐色土

37明茶褐色土

38暗灰褐色砂礫

39明灰褐色土

40濁黄褐色土

41淡黄褐色 t(地 山 )

|

13明灰褐色   19茶 褐色±    25暗 灰色土

14淡 灰褐色±  20淡 黄橙色±   26黒 灰褐色粘質土

15暗灰色±   21灰 褐色粘質±  27黒 褐色土

16淡灰褐色砂礫 22茶 褐色±    28晴 黒灰色粘質 t

17灰 褐色±   23暗 灰褐色粘質± 29淡 灰褐色 t

18淡灰褐色上  24灰 褐色粘質±  30淡 褐色土

第232次調査 Jヒ壁土層図 (1/100)
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第232次調査 遺構平面図 (1/150)
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緑灰色細砂である。各層から12世紀前半の土器が大量に出土した。

S K03 南北3.7m、 東西2,7mの平面隅丸長方形の土坑で、検出面からの深さは約0。 4m

である。坑内から14世紀の土師器皿が大量に出土した。

S K04005 -辺約0。 8mの平面方形の土坑で、検出面からの深さは約0。 6mである。 S

K04の底部から土師器の大皿と小皿が各 1枚、 S K05の底部から土師器の大皿が 7枚以上

と小皿が 3枚出土した。いずれも14世紀のものである。

S B06 東西 2間 (4.Om)の柱列で、南北棟建物の北妻柱列になると考えられる。柱

間は2.Om等間である。柱掘形の底に径約0。 3mの河原石を置いて礎石としている。掘形か

ら14世紀の土器が出土している。

S X07 平面円形の土坑が、13集 まった土坑群である。各土坑は径約0。 8m、 深さ約0.6m

で、埋甕の抜き取り跡と考えられる。15世紀の土器が出土した。

S K08 南北2.6m、 東西1.6m以上の平面長円形の土坑で、検出面からの深さは0。 6m

である。埋土は焼土と炭で、二次焼成をうけた16世紀の瓦質土器が大量に出土した。火災

をうけた土器を廃棄した土坑であろうか。

S X09 東西 2。 6m以上、南北1.45mの 平面長方形の石組土坑である。検出面からの深

さは0。 3mである。上部が大きく削平され、石組は東辺と北辺の一部に 1段分が残存した。

石の据付けのために、坑内壁面に沿って幅約 0。 2m、 深さ約0.05mの掘形をめぐらす。坑

内より江戸時代の土器が出土した。

S K10 東西2.5m、 南北1.25mの平面長方形の土坑で、検出面からの深さは0。 3mであ

る。壁面は垂直に掘 り込まれている。底面は平坦で、東半部には板敷が残存する。坑内か

ら江戸時代の土器が出土した。

S Kll 直径0.8m、 深さ0。 lmの平面円形の掘形内に、瓦質土器の甕を埋置した埋甕土

坑である。上部の大半は削平を受けて残っておらず、甕は底部から約0.lm分が残存した。

重複関係からS K10よ り新しいことがわかる。

Ⅲ 出土遺物

出土遺物の時期は奈良時代から近代におよぶ。 S E02・ S K03・ S K09の 出土遺物がそ

の大半を占めるが、このうち S E02と S K03の ものについて記す。

井戸 S E02出土遺物 遺物の取り上げは、暗茶褐色土を第 1層、黒灰色砂質土を第 2層、

暗緑灰色砂質土と暗黒灰色砂質土の両層を第 3層、緑灰色細砂を第 4層 として各層ごとに

行った (各遺物の出土層位は挿図に示した )。 出土遺物には、土師器皿・羽釜 。高台付皿、

瓦器椀・皿、瓦質土器盤、須恵器鉢・甕、常滑焼甕、白磁碗・皿・壺、青磁碗、黄釉盤、

鉄滓、用途不明の骨角製品、動物の骨がある。瓦器椀、土師器皿、羽釜が大半を占める。

瓦器椀 (19～ 22)は 口径14.5～ 15。 5cm、 器高5.5～ 5。 9mで ある。外面のミガキは三分

-88-
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土坑S K03出 土土器 (1/4)

割で施される。見込み部の暗文には 4～ 8往復の平行線状のものと、 3～ 5回転の連結輪

状のものがある。瓦器皿 (15～ 18)は 口径9。 5～ 10.8cm、 器高1.8～ 2.Ocmで ある。見込み

部の暗文は 8～ 18往復の平行線状である。瓦器は近江編年
1)の I-4期 にあたる。土師器

皿には口径9。 7～ 10.5cm、 器高1.5～ 2。 8cmの小型のもの (1～ 10)と 、日径14.6～ 15。 6cm、

器高2.8～ 3.4cmの大型のもの (11～ 13)があり、ひと回り大型のもの (14)も 少量ある。

日縁端部は外反させるものと上方につまみあげるものとがあり、後者が多い。土師器高台

付皿の法量には大小の 2種類があり、形態には、底部からそのまま直線的に外上方にのび

口縁部になるもの (29031)と 、底部と口縁部との境が屈曲するもの (30)と がある。(30)

には見込み部を板でなでた跡が認められる。また底部を回転糸切 りする土師器の皿 (28)

が 1個体出土している。土師器羽釜 (32)は口縁部をくの字状に屈曲させ、端部を内面に

肥厚させる。羽釜はすべてこの形態である。外面には煤が多く付着する。白磁碗には玉縁

を持つもの (27)と 持たないもの (25。 26)がある。 (25)は見込み部の釉を環状にかき

取る。 (26)は外面の口縁端部下を強くヨコナデし、低い玉縁状の口縁に作る。白磁壺は

体部を縦方向の櫛描文で分割するものが出土している。 (23・ 24)は 白磁皿である。井戸

の上層と下層出土の遺物を比較すると、器形の差は認められない。しかし瓦器椀の見込み

部の暗文についてみると、上層ほど連結輪状の比率が高いことが認められる。

土坑 S K03出 土土器 土師器皿・羽釜、須恵器鉢、瓦質土器盤が出土しているが、大半

は土師器皿である。土師器皿には口径8.5～ 8.7cm、 器高1.3～ 1.5cmの小皿と、口径10.5～

10.9cmの大皿とがある。小皿は底部を上げ底状にしたいわゆる「へそ皿」であり、胎土の

色調から淡茶褐色のもの (1～ 4)と 、赤褐色のもの (5～ 8)と に分けられる。大皿は

すべて赤褐色である。これらの土師器皿はいわゆる「赤土器」であり、「白土器」は数片

しか出土していない。土師器羽釜には口縁部を外反させるものと内側に折 り曲げるものと

があり、鍔は幅の狭いものである。須恵器鉢は東播系のものである。これらの土器の時期

は森下・立石編年のの奈良Ⅲ―Aにあたり、14世紀前半と考えられる。   (中 島和彦)

1)近江俊秀「瓦器椀の編年と実年代の再検討」『古代文化』第43巻 第10号 1991

2)森下恵介・立石堅志「大和北部における中。近世土器の様相」『奈良市埋蔵文化財調査センター紀

要1986』 奈良市教育委員会 1987



12 平城京左京八条一坊十四坪の調査 第233次

I はじめに

本調査は、奈良市杏町3021他 において、奈良市が計画する第11号市営住宅の建設工事

に伴って実施した事前の発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、左京八条一

坊十四坪のほぼ中央に位置する。本調査地の西南約150mの ところで実施した第14次調査

では平安時代から鎌倉時代にかけての遺構が検出されており (昭和56年度調査報告書収

録)、 今回の調査でも関連遺構の存在が注意された。発掘区は建物予定地の西寄りに東西

1l m、 南北31m(面積340r)の規模で設定した。調査期間は平成 3年 9月 9日 から11月

7日 までである。

Ⅱ 検出遺構

発掘区内の基本的な土層は、深さ約0。 9mま でが造成土で、以下順に旧耕土 (0。 2m)、

床土 (0。 15m)、 灰茶色土 (0。 lm)、 淡茶黄色土 (0。 lm)、 暗灰黄色土 (0.lm)、 暗灰色

土 (0。 15m)、 茶黄色土 (0.05m)と 続き、地表下約1.6mで、調査区北半では灰褐色砂土

が、南半では茶灰色土があらわれる。これらは旧流路の埋土とみられ、さらに下層は粗砂

と細砂 との互層が1.5m以上つづく。遺構を検出したのは、灰褐色砂土および茶灰色土の

上面においてである。遺構面の標高は約55.2mである。

検出した主な遺構は、奈良時代の掘立柱建物 5棟、井戸 1基、土坑などである。

S B 01 桁行 3間 (5.4m)、 梁問 3間 (5.4m)の南北棟掘立柱建物で、西廂がつく。

柱間寸法は桁行、身舎梁間ともに1。 8m等間で、廂の出は1.5mである。建物の主軸は国土

方眼方位に一致する。

S B 02 桁行 3間 (5。 4m)、 梁間 2間 (3.4m)の総柱の南北棟掘立柱建物。柱間寸法

は桁行が1.8m等間、梁間が1.7m等間である。建物の主軸は国土方眼方位北でわずかに西

偏する。

S B 03 桁行 3間 (5。 4m)、 梁間 3間 (4.4m)の南北棟掘立柱建物で、西廂がつく。

1達 成 11

3床 [

5暗灰色粘lrt上

6暗灰茶色 [

7淡黒灰色粘蜃「

8灰茶色粘質上

9淡 灰黄色上

101音 灰黄色 1:

12茶 黄色 11

14暗 茶lk色 上

15淡 褐茶色 L

第233次調査 南壁土層図 (1/100)
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柱間寸法は桁行が1.8m等間、身舎梁間は南妻が1.7m等間であるが、北妻は東から1.6m

-1.9mと 不揃いである。廂の出は1.Omである。建物の主軸は国土方眼方位北で西偏す

る。

S B 04 桁行 5間 (9。 9m)、 梁間 2間 (3.6m)の南北棟掘立柱建物。北から 1間 目に

問仕切 りをもつ。柱間寸法は桁行が1.5～ 1.8mと 不揃いであるが、梁間は1.8m等間であ

る。建物の主軸は国土方眼方位北で西偏する。

S B 05 南北 4間 (6。 9m)の掘立柱列で、南北棟建物の東倶1柱、もしくは南北廂付東

西棟建物の東妻にあたると思われる。柱間寸法は北から3問 目が1.5mで、あとは1.8mで

ある。主軸は国土方眼方位に一致する。

1  ぁliliさ [fii#ぷ警III鮮71
かったが、掘形埋土と井戸枠内埋土との違い

_  が確認できたことから、枠は腐朽したものと

考えられる。枠痕跡は径1.8mの 円形である。

枠内には暗灰色粘土が堆積しており、奈良時

代中頃の土器が出土した。掘形の埋土からは

奈良時代の土器・瓦のほかに古墳時代後期の

須恵器杯身が出土した。

S K 07 長径 1.4m、 短径1.2mの平面不

整形の土坑。深さは0.2m。 埋土は暗灰褐色

砂質土で、奈良時代の須恵器平瓶が出土した。

S K 08 東西3.Om、 南北 1。 7mの平面長

円形の土坑。深さは0.2m。 埋土は暗青灰色

砂で、平城宮土器Ⅲに属する土師器が出土し

た。

1 諄 ______― 一 一 響
m

第233次調査 遺構平面図 (1/250)

S K 09 東西3.Om以 上、南北2.7mの 平

面長円形の土坑。深さは0。 3m。 埋土は黄褐

色土で、奈良時代の土器が出土したが、小片

が多く細かな時期までは特定できない。

なお、今回の調査では、第14次調査で検出

されたような平安・鎌倉時代の遺構は確認で

きなかった。
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13 平城京右京一条四坊二坪の調査 第235次

本調査は、奈良市西大寺野神町 1丁 目593番地他において、米田義夫氏届出の住宅新築

工事に伴って実施した事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、右京一条

四坊二坪の北東隅にあたり、東には西三坊大路が想定されている。調査面積は174m2で調

査期間は平成 3年 9月 26日 から10月 19日 までであるも

調査地は北西から南東にのびる丘陵上の北に向かってなだらかに下降する斜面上に位置

する。発掘区内の土層は、南西部分では、耕作土 (厚 さ0。 2m)直下で明黄褐色粘質土の

地山となるが、北東部分では、耕作土の下にさらに淡灰褐色土 (0。 2m)、 暗灰褐色砂質土

(0。 2m)、 淡赤灰褐色粘質土 (0。 15m)、 暗黄灰褐色土 (0.15m)、 灰色粘質土 (0。 lm)

があり、地表下約1.Omで地山となる。地山上面の標高は、80。 7～ 79.6mで、南西から北

東へ向かって緩やかに下降している。遺構検出は地山上面で行なった。

主な検出遺構は、奈良時代の掘立柱建物 2棟、溝 1条などである。|

|

|

|

1耕作土
2淡 灰褐色土
3赤 黄褐色粘質上
4淡 灰色土
5赤 黄褐色粘質土
6淡 灰色土
7暗 灰褐色土
8赤 褐色t

15赤灰褐色砂質± 23明灰褐色±   31灰 色砂質土
16淡褐灰色±   24灰 色砂質±   32灰 褐色土

第235次調査 遺構平面図 (1/200)北 壁土層図 (1/100)
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溝 S D03出土土器 (1・ 3:1/8 2:1/4)

S B01 桁行 1間 (1.8m)以上、梁間 2間 (3.6m)以上の南北棟掘立柱建物で、発掘

区外北に続 く。梁間は1.8m等間である。柱掘形の深さは0。 1～ 0.5mで、南東隅のものが

最も深い。

S B02 南北 1間 (2。 7m)以上の掘立柱列で、建物の北東隅にあたると考えられる。

ただし、柱掘形が深さ0。 15mほ どしか残っておらず、北側の柱掘形が削平されて残存して

いない可能性もある。

S D03 S B01・ S B02の両建物間で検出した南北方向の素掘溝である。幅1.2m、 深

さ0.5mである。断面逆台形で、溝底は平坦である。発掘区北端と南端での溝底の比高は

0.2mで、南から北へ流れている。埋土は暗青灰色粘質土で、地山の明黄褐色粘質土がブ

ロック状に混じり、土器、石を多く含む。一度に埋められたものと思われる。出上遺物か

ら奈良時代前半の溝と考えられ、坪内の区画溝と考えられる。溝心は国土方眼方位にほぼ

一致し、溝心の座標値は、 X=-145,105.000、 Y=-20,231。 360である。また、溝内か

ら古墳時代後期の埴輪の破片が出土しており、削平をうけた古墳が周辺に存在している可

能
′
性がある。 (中島和彦)

出土遺物には、奈良時代の土器・瓦の他に少量の中世の土器があるが、 S D03か ら出土

した奈良時代の土器を報告する。土師器には、杯、高杯、甕などがある。甕X(1)は 上

方にむかってわずかに広がる器体に、斜め夕1上方にひらく短い口縁部をつけたもの。内外

面ともはけ目調整をする。高杯は脚部を芯棒接合法によって作ったもので、13面の面取り

を施す。調整は不明である。須恵器には、杯、杯蓋、甕などがある。杯蓋 (2)は頂部が

平らで、縁をわずかに屈曲させたA形態のもの。内面と縁部外面をロクロナデ、頂部をロ

クロ削りによって調整する。甕B(3)は卵形の体部に内彎気味の口縁部をつけたもので、

口縁端部を内傾させる。口縁部をロクロナデ、体部は叩きの後に不定方向のナデを加えて

調整する。その他、遺物包含層から軒平瓦6682Bが 1点出土している。
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14 平城京左京二条四坊二坪の調査 第238次

I はじめに

本調査は、奈良市法蓮町390-1・ 2において脇田忠次氏届出の店舗付共同住宅建設に伴

い実施 した。調査地は、平城京の条坊復原では左京二条四坊二坪に相当し、第157次調査

区の北隣にあたる。第157次調査 (昭和63年度概要報告)では、一 。二・七・八坪にまた

がる四坪利用の宅地が想定されており、本調査地においてもこれに関係する遺構の検出が

予想された。調査期間は平成 3年 11月 7日 から12月 13日 までで、発掘面積は136ぽである。

I 検出遺構

発掘区内の基本的な土層は、耕土の下に淡灰色土、黄灰白色細砂、灰色粘質土、暗灰色

粘質土が続き、黄灰色粘土の地山となる。地山上面の標高は、概ね64.5mであり、遺構は

すべてこの上面で検出した。以下、主な検出遺構について概要を記す。

S D 01 東西方向の素掘溝で、幅約 1。 2m、 深さ約0.2m。 第157次調査報告のSD 03と

対応し、一 。二坪を画す坪境小路の南側溝と考えられる。埋土は淡灰色土で、遺物はほと

んど出土しなかった。

S D 02 南北方向の素掘溝で、幅約 1。 7m、 深さ約0.2m。 これと重複するいずれの遺

構よりも新しい。奈良時代末頃の土器、瓦が多量に出土した。

S B 03 桁行 3間 (1.8m)以上、梁間 2間 (5。 4m)以上の東西棟掘立柱建物で、南

廂がつ く。桁行柱間は2.7m等間、身舎梁間は2.7m、 廂の出は2。 7m。 柱掘形の深さは身

舎が0.8m、 廂が0。 4m。 重複関係から、 S B 04よ りも新しいことがわかる。

S B 04桁 行 4間 (10。 8m)

以上、梁間 1間 (2.7m)以上の

東西棟掘立柱建物。北廂付の建

物もしくは総柱建物となろう。

桁行柱間は2‐ 7m等 間。柱掘形

の深さは約0.6m。重複関係から、

検出した遺構の中で最も古い。

S B 05 桁行 2間 (4。 8m)以

上の東西棟掘立柱建物 と思わ

れる。桁行柱間は2.4m等 間。

柱掘形の深さは約0。 1～ 0.6mで、

西側が浅くラ耗佃1が深い。
第238次調査 遺構平面図 (1/200)
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S B 06 桁行 1間 (1.8m)以上、梁間 2間 (3.Om)の南北棟掘立柱建物。梁間は1.5m

等間。柱掘形の深さは約0.lmと 浅い。

S A 07南北 4間 (7.6m)以上の掘立柱塀。北から3番 目の柱掘形が、S D 01の 掘削

で失なわれている。柱間は1。 9m等問。柱掘形の深さは約0。 lmと 浅い。

S A 08 南北 2間 (6.Om)以上の掘立柱塀。柱間は3.Om等間。柱掘形の深さは約0。 2

～0.3m。

S B 09 発掘区北西隅で検出した南北 1間 (3.Om)以上の掘立柱列で、建物の南東隅

にあたると考えられる。柱掘形は S D 02に壊されており、深さ約0:lmが残存した。

S B 10 発掘区南西隅で検出した南北 1間 (3.Om)以上の掘立柱列で、建物の北東隅

にあたると考えられる。柱掘形は S D 02に壊されており、深さ約0。 2mが残存した。

SB‖ 桁行 3間 (6。 6m)、 梁間 1間 (2。 4m)以上の東西棟掘立柱建物。桁行柱間は

2.2m等間。柱掘形の深さは約0.2～ 0.3m。

S B 12 東西 2間 (3′ 2m)の柱夕1で、南北棟建物の北妻柱列と考えられる。梁間は1.6m

等間。柱掘形の深さは約0.2～ 0.4m。 東端の柱掘形には径約15cmの柱根が残存した。

Ⅲ まとめ

第157次調査の報告で行った遺構の時期区分に従い、今回検出した遺構の変遷を考えて

みたい。

A期 には、坪境小路敷設前の S B04・ S A07を あてることができる。第157次調査と同

様に規模の大きな建物がここにもみられる。 S A07は後に敷設される坪境小路上を横切っ

て構築されており、一 。二坪が一体となって使用されていたことがここでも確認された。

B期 には、坪境小路が通されて、一 。二坪が別々に使用される。 S B ll・ 12は この時

期にあたる可能性がある。

C期には、坪境小路が廃されて、第157次調査区では南側溝の位置に東西塀が設けられ

ている。 S B03の廂の柱筋がこれと揃っており、 S B03を この時期にあてたい。これによ

って、 C期にも一 。二坪が一体として使用されていたことがわかる。

D期 には、 C期の塀による区画がなくなるが、一 。二坪は一体で使用されているg sB

09・ 10や方眼方位に対して主軸が振れた S B 05。 S A 08を この時期にあてたい。

E期に至っても引き続き一 。二坪は一体として使用され続けるが、小規模な建物が散在

する程度になる。 S D 02・ S B 06が この時期にあたる。

平安時代後期～鎌倉時代初期の遺構は、発掘区が狭小であったためか確認できなかった。

以上、小面積の発掘ではあったが数多くの遺構を検出し、重複関係と第157次調査の成

果とからこれらの変遷を考えてみた。今回の調査によっても、左京二条四坊には少なくと

も一 。二坪にまたがる大規模な宅地が存在したことが再確認できた。   (鐘 方正樹)
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15 平城京左京五条一坊十三坪の調査 第239次

I はじめに

本調査は、奈良市柏木町519-1・ 2において、奈良市が計画する仮称・サイエンスセン

ター建設工事に伴って実施した事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、

左京五条一坊十三坪にあたり、西辺には十二・十三坪坪境小路が、南辺には五条大路が想

定される。ただ、現状では坪の南寄り四分の三が「新池」と呼ばれる溜池となっており、

遺構の残存は危ぶまれた。そこで、調査は、池底以下に遺構が残存するか否かの確認を主

目的としたが、池内の水を完全に排水することは困難で、発掘区の設定は水がひいた部分

に限られた。発掘区は池の北・西 。南辺に計 5箇所設定した。発掘調査面積は計72m2でぁ

る。調査期間は平成 3年 11月 18日 から11月 22日 までである。

I 調査の概要

第 1発掘区 池の北辺中央部に設けた東西5.Om、 南北4.8m(面積18ピ)の発掘区であ
る。発掘区内の土層は、地表から淡灰色砂質土、淡黄灰色砂、淡灰褐色シルトと続き、地

増

酪
却
Ｌ
哺
ｒ

「

|

第239次調査 発掘区位置図 (1/2000)
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表下約0。 3mで黄褐色シル トの地山にいたる。地山上面の標高は概ね57.5mである。地山

上面において、発掘区北端から南約1.5,で、当初の池岸を確認した。遺構は確認できなか

った。

第 2発掘区 池の西辺北寄りに設けた東西3.Om、 南北2.Om(面積 6m2)の発掘区で、

十二・十三坪坪境小路と東側溝の確認を目的とした。発掘区内の土層は、地表から黄灰色

砂、暗灰褐色土、淡灰褐色粘質土と続き、地表下約0.3mで暗褐色粘土の地山にいたる。

地山上面の標高は概ね57.3mである。地山上面において、発掘区西端から東約2.Omで当

初の池岸を確認した。また、同じく地山上面で素掘溝 1条 と土坑を確認したが、遺物が出

土しなかったため時期は不明である。なお、条坊遺構は確認できなかった。

第 3発掘区 池の西辺、第 2発掘区の南約50mに設けた東西2.6m、 南北8.Om(面積21

m2)の発掘区で、十二・十三坪坪境小路と五条大路との交差点の確認を目的とした。発掘

区内の土層は、地表から黄灰色砂、暗灰褐色土、暗灰褐色砂質土と続き、地表下約0.6m

で暗黄灰色粘上の地山にいたる。地山上面の標高は概ね56.9mである。暗灰褐色上上面に

おいて、発掘区西端から東約0。 9mで当初の池岸を確認した。さらに、岸から東約0。 3mで

木杭列を確認したが、当初の護岸施設と考えられる。また、地山上面で土坑を確認したが、

遺物が出土しなかったたづ時期は不明である。なお、条坊遺構は確認できなかった。

第 4発掘区 池の南辺西寄 りに設けた東西3.Om、 南北3.2m(面積10ど)の発掘区であ

るも発掘区内の土層は、淡灰色粘土、黄灰色砂、暗青灰色粘土、暗灰茶色粘土と続き、地

表下約0.7mで黄灰色土の地山にいたる。地山上面の標高は概ね56。 9mである。暗灰色粘

土上面において、発掘区南端から北約1.Omで当初の池岸を確認した。この発掘区でも岸

から北約0。 2mで護岸の本杭列を確認した。また、地山上面で素掘溝 1条を確認し、溝内

からは瓦器が出土した。

第 5発掘区 池の南辺、第 4発掘区の東約70mに設けた東西4.Om、 南北4.5m(面積18

m2)の発掘区である。発掘区内の土層は、地表から黄灰色砂、淡灰褐色粘質土、暗灰褐色

粘土、暗青灰色粘土と続き、地表下約1.Omで暗青灰色粘土の地山にいたる。地山上面の

標高は概ね56.7mで ある。淡灰褐色粘土上面において当初の池岸を確認した。ここでも岸

から北約0。 lmで護岸の木杭列を確認した。遺構は確認できなかった。

Ⅲ まとめ

以上、 5つ の発掘区すべてで当初の池岸を確認したが、いずれの発掘区でも、検出した

地山面は過去の周辺調査地での遺構面ないし地山上面の標高に比べ1.2～ 2.Omも 低いこと

が判明した。加えて、どの発掘区でも池の堆積土除去中に奈良時代の遺物が出土してい

る。これらの点からみて、池底の遺構面は、すでに池の掘削時に削平され、残存していな

いと判断される。
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平城京左京五条三坊一坪の調査 第240次

本調査は、奈良市三条川西町439番 3において、奈良市の公民館建設工事に伴って実施し

た事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、左京五条三坊一坪の北西隅に

あたり、四条大路南側溝が想定される。発掘区内は造成土が厚 く、調査面積は12m2でぁる。

調査期間は平成 3年 12月 2日 から12月 17日 までである。

発掘区内の土層は、造成土 (2.2m)、 旧耕土 (0.2m)、 明青灰緑色粘土の無遺物層

|
|

141ド 7

造成土

耕作土

灰色粘質土

明青灰緑色粘土

明青灰緑色砂質土

灰色粘上     10 淡灰色砂質土
青灰色粘 t    ll 灰色砂質土
灰色砂質±    12 濁青灰褐色砂質土
明灰色砂質±   13 明青灰褐色シル ト
(素掘溝理土) 14 淡灰緑砂質土

15 明青灰緑色砂質土
16 灰褐色砂質上
17 濁灰緑褐色砂質土
18 暗青灰色砂質土
19 暗青灰褐砂質土色

暗褐色粘上

明青灰自色細砂

(地 11)

第240次調査 遺構平面図・西壁土層図 (1/100)



土坑 S K01出土土器 (1/4)

(1.2m)、 灰色砂質土 (0。 lm)、 淡灰色砂質土 (0.lm)と 続き、地表下約3。 8mで明青灰

白色細砂の地山となる。地山の標高は、約57.5mで ある。遺構検出は、明青灰緑色粘土、

淡灰色砂質土、明青灰白色細砂の各上面で実施した。明青灰緑色粘土は、その下層から14

世紀の土器が出土するので、これ以降の堆積と考えられる。

遺構は、明青灰白色細砂上面で古墳時代の土坑 1、 奈良時代の素掘溝 1条、柱掘形 1、

淡灰色砂質土と明青灰緑色粘土上面でそれぞれ中世、近代の素掘溝を検出した。古墳時代

の土坑S K01は 、径約0.5m、 深さ0.6mの平面円形で、壁面はほぼ垂直に掘り込まれてい

る。土坑内から布留式土器の甕が 3個体分出土した。奈良時代の溝 S D02は 東西方向の溝

で幅約1.7m、 深さ約0。 5mである。溝内から奈良時代前半の土師器、須恵器が出土した。

柱掘形はS D02の埋没後に掘られている。また、発掘区南端の地山上面に部分的に堆積す

る暗褐色粘土層から、弥生時代中期の壺が出土した。

出土遺物には、弥生・古墳・奈良 :鎌倉時代の各時代の土器がある。弥生土器 (1)は

広口壷の頸部から口縁部にかけての破片で、口縁を下方に折り曲げ、その下端にヘラによ

る刻みをいれる。頸部には7本単位の櫛描直線文が 6条以上めぐる:色調は淡黄褐色であ

る。S K01出土の古墳時代の甕 (2・ 3)は、球形の体部に、ほぼ直線的に外上方に広が

る口縁部をもつ。口縁端部は丸みをもって内側に肥厚する。(2)は口径13.2cmで、外面

全面にタテハケを行い、内面は全面に横方向のヘラケズリを行う。(3)は口径15。 8cm、

器高24.5cmで、外面肩部にヨコハケを施したのち底部にタテハケを行う。内面は、下半部

に縦方向のヘラケズリを行った後、上半部に横方向にヘラケズリを行う。底部内面には多

数の指頭圧痕が残る。また体部外面には煤が多く付着する。 (中島和彦)



17 平城京東一坊坊間路(左京四条一坊八・九坪境)の調査 第241次

I はじめに

本調査は、奈良市四条大路二丁目851-1に おいて、宗教法人観音庵の教会建設に伴ろて

実施した事前発掘調査である。調査地は平城京の条坊復原では、東一坊坊間路と左京四条

一坊七・八坪坪境小路の交差点にあたる。調査は建設予定地南半に東西23m、 南北1l mの

発掘区を設定して行った。調査期間は平成 3年 12月 6日 から平成 4年 1月 17日 までである。

I 検出遺構

発掘区内の基本的な土層は、耕土、淡灰褐色砂質土、淡灰色土と続き、地表下約0。 6m

で黄褐色粘土の地山に達する。地山上面が奈良時代の遺構検出面で、標高は概ね60.3mで

ある。検出した遺構は東一坊坊間路と、東西両側溝である。

S F01 東一坊坊間路である。路面幅約15.8mで 、南北1l m分 を検出した。路面には舗

装などの痕跡はみられなかった。

|

6灰 色粗砂   11灰 色粗砂
7淡 灰色粘±  12灰 色砂土
8灰 色粘質±  13自 灰色砂土
9灰 色粘質上  14灰 色砂上
10灰 色砂±   15灰 色III砂

東一坊坊間路西倶1溝 S D 02

第241次調査 遺構平面図 (1/250)

1黄 灰色粘上
2灰 褐色土
3灰 褐色粘土
4灰 色粘土
5暗 灰色粘土

16灰色砂土

17灰 色砂 (青緑色粘土混じる)
18灰 色粘質土

19黄爆色粘質土

20灰色砂質土

。東側溝 S D 03断 面図

21自灰色砂質土
22灰色土
23黄灰色粘土
24灰色・ 黒色粘土
(プロック状で混 じりあ う)

(1/100)
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S D 02 東一坊坊間路西側溝である。素掘溝で、幅4.8m、 検出面からの深さ1.75mで

ある。掘形は、断面逆台形状に掘られており、底幅は2.3mである。ただ、東岸には二段

に掘られた部分がみられ、これが当初の掘形の痕跡である可能性がある。埋土は大きく上

下三層に分けられ、上層には灰褐色あるいは暗灰色の粘土、下層には灰色の粗砂と粘土混

じりの砂が互層になって堆積する。両層からは奈良時代の土器、瓦が出土した。なお、西

倶1溝は発掘区南端近くで七・八坪坪境小路北側溝と接続するように見受けられたが、発掘

区の拡張ができず確認までにはいたらなかった。

S D 03 東一坊坊間路東倶1溝である。南北方向の素掘溝で、東半分が発掘区外になる

のでその規模は不明だが、幅2.lm、 検出面からの深さ1.Omま でを確認した。西岸の掘形

は約0。 3mの深さでいったん段がつき、そこからさらに掘り込まれるが、それより下の掘

形は途中で途切れ気味の部分もみられ、溝底の深さも一定しない。埋土はブロック状の黒

色粘土と灰色粘土が混じりあった粘土で、西倶1溝とは異なリー気に埋められたようである。

奈良時代の土器、瓦が少量出土した。

Ⅲ 出土遺物

S D 02と S D 03の埋土から、奈良時代の土器片、瓦片などが出土した。瓦片が圧倒的

に多いが、軒丸瓦、軒平瓦はなかった。おそらく溝に沿って構築されたであろう築地もし

くは塀などに葺かれていた瓦であろう。その他、 S D 02か ら土馬 1点、板状木製品が 1

点出土している。板状木製品は長方形の材の一端の左右に切れ込みがあり、他端は折損し

ている。残存長8.9cm、 幅2.Ocm、 厚さ0.6cmである。墨書の痕跡はなかった。

Ⅳ まとめ

今回の調査では、東側溝の検出が部分的であるため、坊間路の側溝心心間の幅は明らか

にすることができなかった。そこで、同坊間路にかかわる過去の調査成果をもとに東一坊

坊間路の幅員の復原を試みてみたい。今回検出した西側溝 S D 02心 と、左京三条一坊七・

十坪境で検出した西側溝心には、国土方眼方位に対して北で西に 0° 12′ 01″ の振れがある。

いま仮にこの振れを採用して、平城宮南面東門 (壬生門)の中心の延長線を中心として傾1

溝心心距離を復原すると約20。 74mと いう値が得られる。この数値は70小尺とみて大過な

いであろう。今までの坊間路の調査例では、この東一坊坊間路が西一坊坊間路 (側溝心心

間24.55～ 25。 725m)に次ぐ規模となる。 (川越邦江 )

地  点  名 X Y 備 考

壬 生 門 心 -145,994.100 -18,318.600 『昭和55年度平城宮跡発掘調査部 発掘調査報告』

左京三条一坊七・十坪境.西側溝心 -146,260.100 -18,328.040 『奈良市埋蔵文化財調査報告書 昭和58年度』

左京三条一坊六。十一坪境.西側溝心 -146,315.000 -18,327.000 『奈良県遺跡調査概報 (第一分冊)1983年度』

SD02 -146,672.000 -18,326.600 今回の調査

左京七条一坊六・十一坪境.東側溝心 -148,447.500 -18,296.400 『奈良市埋蔵文化財調査報告書 昭和58年度』

東一坊坊間路関係計測座標値表
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18 平城京右京二条四坊四坪の調査 第242次

本調査は、奈良市菅原町367番地において実施した市立伏見幼稚園園舎改築に伴う事前

の発掘調査である。調査地は、平城京条坊復原では右京二条四坊四坪の北辺にあたり、

五・六坪の坪境小路が想定されるところで、標高88mほ どの丘陵頂部から東へ下降する斜

面上に位置する。調査は、新園舎建設予定地を中心に東西25m、 南北 7m(面積175m2)
の発掘区を設定し、条坊遺構の確認を主目的とした。調査期間は、平成 3年 11月 30日 から

同年12月 16日 までである。

発掘区内は、厚さ約0。 lmの造成盛土を除去するとすぐに黄褐色粘土の地山があらわれ

る。ところによっては、地表に地山が露出している部分もあり、幼稚園建設時の造成です

でに地山が大きく削平されていることがわかる。地山上面の標高は概ね80。 6mである。

この地山上面で遺構検出を試みたが奈良時代の遺構は確認できず、検出した遺構は後世

のものとみられる土坑 (S K01～ 05)のみである。S K01～ 04は、検出面からの深さ0.2m

と浅く、 S K05は 深さ0.6mである。 S K01・ 03か ら中世の土師器が出土したが、小片の

ため詳細な時期は不明である。

今回の調査では、既に地山が大きく削平されていたこともあり、奈良時代の遺構を検出

することはできなかった。これまでの調査では、右京域とりわけ西部の丘陵地域にかかる

ところでは条坊遺構が検出できなかった調査事例がいくつかある。遺構自体が削平されて

残存しないのか、あるいは自然地形の制約で条坊が施行されなかったのかはっきりしない

が、調査地の北側には二条条間路の遺存地割とみられる水田が残るなど、条坊施行が丘陵

地におよぶ可能性は高いと考えられる。今後の周辺調査に期待したい。  (三 好美穂)

-2Q♀20

_A

20320      ■出15      2品 10      203“      琳∞
第242次調査 遺構平面図 (1/200)(網 目表示部分は旧園舎の基礎掘形)
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19 平城京左京五条七坊十三坪の調査 第243次

I はじめに

本調査は、奈良市紀寺町686-1番地他において、奈良市が計画する市営住宅建設工事に

伴って実施した事前発掘調査である。調査地は、春日山麓から西へ派生する扇状地のほぼ

末端に位置する。平城京の条坊復原では、紀寺の寺地の一角を占める左京五条七坊十三坪

の南辺にあたり、五条大路が想定される場所である。このため、当初は条坊遺構の確認を

目的として調査を開始したが、五条大路は検出することができず、新たに古墳時代中期の

方墳 1基を検出する予期せぬ結果となった。調査面積は約345ビで、調査期間は平成 4年

1月 9日 から2月 17日 までである、。

I 検出遺構

発掘区内の土層は、造成盛土以下、旧耕土と床土が0.1～ 0.2h、 茶灰色土が0。 1～ 0.3m

あって、地表下0:6～ 0.8mで地山にいたる。地山は基本的には青灰色または黄灰色の粘土

であるが、準大の河原石が多少含まれる部分もある。遺構検出面は地山の上面で、標高は

92.0～ 92.5mと 西倶1が低い。

主な検出遺構は、古墳の周溝とみられる方形周溝遺構、奈良時代以降のものと思われる

溝 1条、土坑 2な どである。

S X 01 発掘区南半で検出した方形周溝遺構で、方墳の周溝であると考えられる。幅

1.5～ 2.Om、 検出面からの深さは0.2mで、溝′卜い間の距離は東西、南北とも約12mである。

北東隅で一部途切れる部分があるが、当初から途切れていたのか、あるいは後世の削平に

よって途切れたのかは判然としない。北側の溝には、溝底を土坑状にさらに掘 り込んだ部

分があり、溝岸からの深さは0。 5mである。ここから5世紀後半頃のものと考えられるほ

ぼ完形の須恵器が 9点 まとまって出土 した。祭祀などに使用された供献用の土器であろ

う。なお墳丘は、後世に完全に削平されており、埋葬主体部の痕跡も検出できなかった。

S D 02 発掘区北端で検出した東西方向の素掘溝である。南岸を検出したのみで溝幅

は不明だが、3.5m以上ある。深さは最深部分で約0.5mである。南岸には護岸のためのも

のとみられる木杭 2本が残存していた。溝内からは13世紀前半頃の瓦器が出土している。

S K 03 発掘区西端で検出した土坑である。東西約1.2m、 南北約0.9mの平面不整形で、

壁面はほぼ垂直に掘り込まれ、深さ約0。 35mで ある。坑内から奈良時代の平瓦片と土師器

片がごく小量出土した。

S K 04 発掘区北東端で検出した土坑である。径約 0。 7mの平面円形で、深さ約0.5m

である。柱掘形である可能性もある。遺物は出土しなかった。 (三好美穂・武田和哉)
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14.9300             m

第243次調査 遺構平面図 (1/200)(網 目部分は水道管埋設掘形)

Ⅲ 出土遺物

出土遺物は遺物整理箱 2箱分で、縄文時代の石鏃、時期不明のスクレイパー、古墳時代

の須恵器、奈良時代の土師器・須恵器・瓦、中世の瓦器、中近世の陶磁器 0五輪塔水輪な

どがある。ここでは方形周溝遺構 S X01から一括して出土した 5世紀後半の須恵器 9点に

ついて報告する。 9点の内訳は杯蓋 4点、杯身 4点、退 1点である。

杯蓋 (1～ 4) 1～ 3は、日径12.5cm前後、器高4.Ocm前後である。日縁端部は内傾
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方形周溝遺構 S X 01出土土器 (1/4)

し段がつく。日縁部と天丼部の境の稜は明瞭である。器面調整は天丼部外面に時計回りの

回転ヘラ削りが施される以外は回転ナデである。 4は口径12.lcm、 器高 5。 7cmで、扁平な

つまみがつく。器面調整は、天丼部上半外面にカキロが施される以外は回転ナデである。

通常は高杯の蓋として用いられるものである。

杯身 (5～ 8) 口径11.Ocm前後、器高4.5cm前後である。日縁の端部は内傾するが、

段がつくもの (5・ 7)と つかないもの (6・ 8)がある。器面調整は底部外面下半に時

計回りの回転ヘラ削りが施される以外は回転ナデである。なお、 6の底部に「 へ 」のヘ

ラ記号がある。

退 (9) 口径10.Ocm、 体部最大径 10。 9cm、 器高10。 9cmである。底部外面には平行叩き

の痕跡を残す。器面調整は回転ナデである。口縁部・頸部外面には波状文の文様帯、体部

中央外面には刺突文の文様帯がある。

これらの須恵器はいずれも田辺編年のTK 23型式に位置付けられる。 (安井宣也)

Ⅳ まとめ

今回の調査では、従来古墳の存在が知られていなかったところで方墳を検出する結果と

なった。こうした方墳は今までに各地で多くの検出例があるが、主に丘陵地や尾根上など

に、数基がまとまって築かれている場合が多く見受けられる。従って、調査地の近隣にも

同様の方墳が存在している可能性も考えられる。今後の隣接地域での調査が期待される。

また、最近の調査地周辺における発掘調査では、古墳や古墳時代の住居址、石積列などい

くつかの重要な遺構が確認されている。今回の調査地を含め、この地域一帯は古墳時代で

も比較的早い時期からひらけていた地域であったと推測される。 (三好美穂・武田和哉)



20 平城京左京五条三坊七坪の調査 第244次

本調査は、奈良市恋の窪 1丁 目281他において、石田勝康・大西良一両氏届出の店舗建

設工事に伴って実施した事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、左京五

条三坊七坪のほぼ中央に位置する。発掘区は建物予定地の南寄 りに東西約20m、 南北約

25m(面積510ぽ)の範囲で設定 した。調査期間は平成 4年 1月 13日 から1月 31日 までで

ある。

発掘区内の基本的な土層は、地表から耕土、床土、淡灰色粘土、暗青灰色粘土、淡灰茶

色砂質土と続き、地表下約1.2mで暗茶灰色粘土の地山にいたる。遺構は暗灰茶色粘土の

上面で検出した。遺構面の標高は概ね59.Omで ある。

検出した遺構は掘立柱建物 2棟、井戸 1基、溝、土坑などである。

S B 01 発掘区東南隅で検出した南北棟掘立柱建物:西廂がつき、身舎には床束をもつ。

桁行 4間分 (10.5m)、 梁間 3間分 (5。 7m)を確認したが、より規模の大きな建物になる

可能性もある。柱間寸法は、桁行が北から3間 目が2.4mであるほかは2.7m等間、身舎梁

間は1.8mで、廂の出は2.lmである。建物の主軸は国土方眼方位に一致するも

S B 02 南北 3間 (7.2m)の掘立柱列。南北棟建物の西側柱列と考えられる。柱間寸

法は2.4m等間である。建物の主軸は国土方眼方位北で東偏する。

S E 03 -辺 約1.8mの掘形平面隅丸方形の井戸で、深さは1.lm6掘形中央に内法一

辺1.3mの横板組方形の井戸枠を据える。

枠は4段分 (1。 lm)が残存 した。枠材

は、上 2段分が目違い柄組であるが、上

から3段 目は出柄と柄穴によって組まれ

る。また、最下段は双方の組合わせ仕口

が併用される。各段とも枠材上下の組合

わせには雇柄が使用される。枠内からは

奈良時代の土器 0瓦 。土馬が出土した。

S D 04 発掘区東南隅を北東から南

西に流れる溝。幅1.2～ 2。 2m、 深さ0.3m

で、長さ6.5m分 を確認 した。重複関係

から S B 01よ り古いことがわかるが、

出土した土器が小片のため、詳細な時期

|

|    |    |    |    |

第244次調査 遺構平面図 (1/400)

一Ｙ‐‐９‐ｓ８。２ＦハＹ‐‐一　　　　　　̈
　‘ｏｓＢｏ‐　』

は不明である。 (池田裕英 )
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21 平城京左京八条二坊十三坪の調査 第245次

本調査は、奈良市杏町神武垣内21-2・ 23において、早水福夫氏届出の住宅改築に伴ぅ

て実施した事前発掘調査である。調査地は、平城京の条坊復原では、左京八条二坊十三坪

の北東隅にあたる。調査期間は平成 4年 2月 4日 から2月 7日 まで、調査面積20m2でぁる。

発掘区内の土層は、旧住宅建築時の整地土以下、黒灰色粘土、茶色粘土、暗灰色粘土が

あり、地表下0。 5mほ どで地山である黄褐色粘土層に達する。遺構はすべて地山の上面で

検出した。

検出遺構は素掘溝、柱掘形、井戸、土坑である。素掘溝のうち土層図に示した東西溝は

上下三層の溝が重複している。下層溝は幅3.Om以上、深さ0。 5m以上で、奈良時代の土器

が出土した。上層溝は幅4.lm、 深さ0.3mで、16世紀の土器が出土した。発掘区の位置か

らみて、十三坪の北辺を画す小路の側溝と、その位置を踏襲する溝である可能性がある。

東西溝の下層にある赤褐色粘土 (16)は よくしまってはいるが、少量の土器を含んでいる。

層位からみて奈良時代の整地土であろう。井戸は一辺5。 4mの平面方形掘形の一部を検出

し、深さ0。 6mま で確認 した。井戸枠の有無は不明である。東西溝と重複しており、下層

溝より新しく、上層溝より古い。12世紀末の土器が出土した。柱掘形は径0.3～ 0.4mの小

さなものである。 4時期の重複があるが、遺物が少なく時期は不明である。土坑は東西

1.2m、 南北0。 7m以上、深さ0.3mで平面方形である。12世紀末の土器が出土した。

以上の結果、調査地周辺には奈良時代のみならず、12世紀末から16世紀にかけての遺構

が存在することが明らかになった。 (西崎卓哉)

X=-149,075

0                                  3m

8 茶褐色粘質±          15
9 暗茶褐色±           16
10 灰褐色砂質±          17
11 黄自色砂             18
12 灰色粘±            19
13 黄灰粘「11ま じりの黄自色砂     20
14 灰自色粘±           21

第245次調査 東壁土層図 (1/50)

21

暗灰色粘土

赤褐色粘土

褐色粘土

黄灰色粘土

黄褐色粘土

黄灰色砂礫

淡黄砂 (黄褐色粘土プロック)

1 茶褐粘質土
2 黒色粘土
3 茶色粘土
4 灰自色粘土
5 暗茶灰色粘土
6 暗茶褐色粘土
7 暗灰色土
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Ⅱ寺院跡の調査



1 元興寺旧境内の調査

元興寺旧境内では、本年度、第30～ 34次の 5件の調査を実施した。第32次調査は旧大乗

院庭園園池の範囲確認調査で、園池の南岸を確認した。残る4件は住宅建設の事前調査で

ある。第30次調査地は西回廊地区にあたるが、伽藍の遺構は検出できなかった。第31次調

査地は中心伽藍東側で、現在は十輪院の境内地であるが、同寺の近世の堂塔の一部を確認

した。第33次調査地は東室北階小子坊地区にあたるが、伽藍の遺構は検出できなかった。

第34次調査地は大乗院の南辺で、中世の町割りに関係するとみられる溝などを確認した。

元興寺旧境内 発掘調査地位置図 (1/5000)
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西回廊地区の調査 第30次

本調査は、奈良市西新屋町 5番地において実施した米田正博氏届出の個人住宅改築に伴

う事前の発掘調査である。調査地は、元興寺の伽藍復原では西回廊の中央付近にあ
たるた

め、東西 8m、 南北 2m(面積16ぽ)の東西に長い発掘区を設定して回廊遺構の検出を目

的とした。調査期間は、平成 3年 4月 8日 から同年 4月 12日 までである。

発掘区内の土層は、基本的には表土の下に、暗緑灰色粘質上、黄橙色土、炭と焼土が混

じる暗灰黄色粘質土と続き、地表下約0.4mで黄褐色砂礫の地山に達する。地山上面の標

高は、概ね87.3mである。

暗灰色粘質土上面と地山上面で近世以降の土坑と井戸などを確認したが、回廊
の遺構は

検出できなかった。

暗灰色粘質土上面では、土坑 3(S K 01γ 03)、 井戸 2基 (S E 08009)を 検出した。

S K 01～ 03は、いずれも深さ0.2m程度と浅く、坑内から17世紀の土師器、陶器、磁器

が若干量出土。S K 02の み坑内に焼土が堆積していた。S E 08は 、東西
2.Om、 南北1.2

m以上の平面楕円形の掘形をもつ素掘りの井戸。検出面からの深さ0.9mま でを確認 した

が、湧水が著しく掘り下げを途中で断念した。井戸内から17～ 18世紀の土師器、陶器、磁

器が出土した。 S E 09は 、東西2.3m、 南北1.Om以上の平面楕円形の掘形をも
つ素掘り

の井戸で、検出面からの深さは0.6mである。井戸底には、準大の石が多量に投棄され
て

いた。井戸内からは17世紀の陶器、磁器が若干量出土した。

地山上面では、土坑 4基 (S K 04～ 07)、 素掘溝 1条 (S D 10)な どを検出した。

S K 04か らは土師器片が出土したが、小片のため詳細な時期は不明である。 S D 10は、

幅0.6～ 0。 9mの南北溝で、検出面からの深さ0.4mである。溝内には、淡黄色粘土が堆積し、

平瓦および17～ 18世紀の土師器、須恵器、陶器、磁器が若千量出土した。 (三好美穂)

rrrtll-15320 15315

)LW+ffi304FFJA r€+F+HE (1/80)
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元興寺寺地の調査 第31次

1 はじめに 
′

本調査は、奈良市十輪院町27で実施した、十輪院の庫裏改築に伴う事前の発掘調査であ

る。調査地は、元興寺主要伽藍東側にあたり、寺院付属施設の存在が想定される場所であ

る。発掘区は東西6.5m、 南北4。 3m、 面積は28ビの規模で、調査期間は平成 3年 4月 30日

から5月 8日 までである。

I 検出遺構

発掘区の土層は、地表から近現代の整地層、江戸時代の整地層、室町時代の整地層と続

き、地表下約0.8mで黄橙色シルトの地山に達する。江戸時代の整地層は上 。中 。下の 3

層、室町時代の整地層は上・下の 2層 に細分できる。遺構の検出は地山の上面で行った。

地山上面の標高は約90.6mで ある。

検出した主な遺構は、溝 1条、土坑 5、 石組遺構 2な どである。

S D01は発掘区中央で「く」の字形に曲がり、東側は石組遺構 S X07の構築によって途

切れる。 S K02～ 04は 14世紀初頭の土器廃棄土坑である。大量の土器が出土したが、数枚

が重なって出土したものが多い。 S K02は S X07の構築によって一部が破壊される。 SK

06は 19世紀頃の平面方形の土坑である。 S X07・ 08は基壇の石積と考えられる。SX 07は

西佃1に石の面を向けており、南半の石組は 1段 しか残っていないが、北半は地盤が低 くなっ

ているため、 2～ 3段が残っている。土層観察によると発掘区北端の手前で東へ折れ、発

掘区の東に隣接する本堂の方向に続くと思われる。石組は 3層 ある江戸時代の整地層のう

ち、中層の整地によって上部が削平されている。位置関係から本堂に付属する施設の基壇

の石積と考えられる。 S X08は北側に石の面を向けている。石組は 3層 ある江戸時代の整

地層のうち、上層の整地によって

上部力消J平 されている。寛政十二

年 (1800)の 十輪院古図には発掘

区の位置に「墓所」が描かれてお

り、 S X08がこの基壇の石積であ

る可能性が高い。その他、発掘区

の南壁で、 2層 ある室町時代の整

地層のうち、上層の上面に平瓦を

敷き並べた遺構を確認した。この

瓦敷きは発掘区の南に続くと思わ

れる。

元興寺第31次調査 遺構平面図 (1/100)
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土坑 S K 03出土土器 (1/4)

Ⅲ 出土遺物

ここでは、時期的にまとまりをもつ土坑 S K 03出 土の土器類について概述する。SK

03出土土器には、土師器皿、瓦器椀、土師器釜などがある。土師器皿は、胎土が赤色を呈

するもの (1～ 11)と 、白色を呈するもの (12～ 21)があり、ともに口径に大小二種類の

大きさがある。なかにやや特殊な器形として、赤色系のものに椀状の大ぶりのもの (11)、

白色系のものに口径13cm程度の大皿 (21)が極少量ある。調整手法はともに、通常の赤色

系・白色系の皿と同じ方法をとる。瓦器椀 (22～ 25)は 、口径10cm程度、器高3.5cm前後で、

半球状の体部をもつ。細い紐状の高台が付くもの (23～ 25)と 、高台のないもの (22)が

ある。いずれも内面の見込部から口縁にかけて粗いへら磨きを施している。川越編年のⅢ

段階 E型式 1)に属すると考えられる。また、土師器釜には、口縁部を内傾させ端部を外

側へ折返し肥厚させるもの (26)と 、口縁部を外反させ端部を内側へ折返し肥厚させるも

の (27)がある。いずれも肩部近くに短い鍔が付 く。これらの年代は、全体の土器構成か

らみて、奈良Ⅲ―A期 2)(14世紀初頭)に属すると考えられる。これらのほか、中近世の

軒瓦、北宋銭 (元豊通賓)、 墓石等が出土した。 (関野 豊・立石堅志 )
1)川 越俊一「大和地方出土の瓦器 をめ ぐる二、三の問題J『文化財論叢』奈 良国立文化財研究所創立 30周年記念論文集刊行会
1983
2)森下恵介・立石堅志「大和北部 における中近世土器の様相一奈良市内出土資料 を中心 として一」『奈 良市埋蔵文化財調査セ ン
ター紀要 1986』 奈良市教育委員会 1987
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禅定院・大乗院跡の調査 第32次

I はじめに

本調査は、奈良市高畑町1083番地において実施した大乗院庭園園池の範囲確認調査であ

る。調査地は、名勝旧大乗院庭園園池の南端に接し、北半部はかつて大乗院の敷地内の一

画であった。その当時、北半部には庭園園池が続いており、明治時代にこの敷地が売却さ

れた後、園池は南側の一部が埋め立てられた。同敷地内では昨年度に奈良市教育委員会が

2度の発掘調査を行っている (元興寺旧境内第25・ 29次調査)1)。 第25次調査では、直接

大乗院に関係する遺構は検出できなかったが、第29次調査では、東西に 2箇所の発掘区を

設定し、園池の南岸と、大乗院の南限にあたるとみられる東西方向の溝を検出した。今回

の調査では、第29次調査で未発掘であった 2箇所の発掘区の間に330ポの発掘区を設定 し

た。調査期間は、平成 3年 7月 8日 から8月 14日 までである。

―

　

訓

::|:|:|:|:|:::|:|:|:|::||||:::||::::|:::|:|:::|:ド 手煮玉≧妻

1      中   、

大乗院庭園地形図 (1/700)(森  蘊『中世庭園文化史』1959挿図に加筆)

宅

推
定
東
面
築
地
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Ⅱ 検出遺構

発掘区内の基本的な土層は、地表面から0.6mま では旧建物建築時の造成盛土で、その

下に黄灰色砂質土 (江戸時代の遺物包含層)があり、さらに黄灰褐色土、黄褐色土、灰褐

色土、明灰褐色細砂土、暗灰褐色土 (奈良時代の遺物包含層)と続き、灰色砂礫の地山と

なる。本調査では江戸時代の庭園園池の汀と、南限の築地の痕跡を検出することを目的と

したため江戸時代の遺物包含層上面で遺構を検出した。遺構検出面の標高は概ね90.8mで

ある。なお、調査地の中央部と南半部は旧建物の基礎掘削で遺構面は大きく削平されてい

る。検出した遺構は池、井戸 2基、埋甕土坑 2、 石組土坑 1、 暗渠 1、 溝 1条である。

S G17・ S G18 大乗院庭園園池遺構である。第29次調査で確認した続きの部分で、園

池の南岸にあたる。 S G17は江戸時代の遺物包含層の下層にあるため、平面での遺構検出

を避け、土層断面などで確認した。 S G17の掘削時期は特定できないが、12世紀の瓦器を

包含する層を掘込んでいるので、それ以降の掘削であることはわかる。 S G18は S G17を

改修した園池遺構である。調査範囲内では発掘区北端が最も深く、検出面からの深さ1.3m

までを確認した。池底には暗褐色の腐植土が堆積しており、この層からは、江戸時代の陶

磁器、瓦が出土した。第29次調査では、池底の土から文久永賓 (1863年初鋳)が出土して

いる。

S E31 発掘区中央南側で検出した石組の井戸。掘形は東西2.Om、 南北2.2mの平面不

整円形で、検出面からの深さは2。 2mである。石組は、内法径 1。 lmの平面円形で、上部の

石は抜き取られており、下から2段分 (0。 75m)が残存した。使用されている石は40～ 60cm

大の河原石で、隙間には10cm大の石を充填していた。出土遺物がなく時期は不明である。

m

1 暗灰褐色 11(造 成盛■1) 7 淡褐色上 (礫混じり)         12
2 明貰褐色土 (造成盛上) 8 黄褐色 11(礫混 じり)         13
3 灰色上 (攪乱坑)    9 灰色粘 上               14
4 暗灰掲色 [(造 成盛土) 10 淡灰褐色土 (やや砂質)        15
5 褐色土  (礫 混じり)  11 黄灰褐色粘 11・ 黒灰色粘 [塊混 じり 11  16
6 1111黄 褐色粘質 I:         (小 礫混じり)          17

黄灰褐色砂礫 11  18 黄灰褐色 11       24 1・ 灰色砂質 11
青灰色粘質 上   19 黄褐色 l:(料 i littlFIじ り) (奈 良‖キ代遺物色合 |"
灰色砂 Fi L    20 1・ JK褐 色 11        25 灰色砂礫 (地山 )
灰褐色砂礫上   21 灰色砂質 it
暗褐色土 (腐植上)22 明灰褐色砂ゲ'tL
JFtlk色 砂質 li   23 淡黄灰色細砂

元興寺第32次調査 西壁土層図 (1/80)
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元興寺第25。 29・ 32・ 34次調査 遺構平面図 (1/200)
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S E32 発掘区南西部で検出した石組の井戸。掘形は東西2.Om、 南北 1。 8mの平面不整

円形で、石組は径0。 9mの平面円形である。検出面からの深さは2.5mである。現代の遺物

が出土し、最近まで開口していたことがわかるが、掘削時期は不明である。

S X33 発掘区南西隅で検出した埋甕土坑である。直径0.4mの平面円形の掘形内に大

型の瓦質土器甕を埋納している。上半は削平を受けて欠損している。甕内の底部には白色

の物質が付着していた。甕は17世紀以降のものである。

S X34 発掘区中央南寄りで検出した埋甕土坑である。直径0.6mの平面円形の掘形内

に大型の瓦質土器甕を埋納している。甕の中から18世紀頃の土師器皿が出土した。甕は17

世紀以降のものである。

S X35 発掘区中央部南端で検出した石組土坑である。掘形がさらに発掘区外南に続く

ため、規模は不明である。内部には10～ 20cm大の石が組まれているが、形状・規模とも不

明である。遺物は出土しなかった。

S X36 発掘区北西で検出した瓦製土管を用いた南北方向の暗渠である。南側力消J平 を

受けているため全長は不明である。土管は受口を南に向けて接続し、北に下り勾配になっ

ており、池に向かって水を流したことがわかる。掘形は幅0.2m、 深さ0。 3mで、土管は16

世紀末から17世紀にかけてのものとみられる。土管の内径は10cmで、一本の長さは北端の

ものだけ力沌6cmで、他は28cmである。

S D22 発掘区南部で検出した東西方向の素掘溝である。第29次調査から続 く溝で、幅

2.lm、 検出面からの深さ0。 4mである。遺物は出土しなかった。この溝は大乗院の南面築

地の推定線 (森 蘊氏による)2)上 にあり、江戸時代の大乗院の南辺築地塀の雨落溝である

可能性が高い。

Ⅲ まとめ

昨年度の第29次調査では、 S G18の 改修時期は不明であったが、今回の調査では S X36

が S G18の 岸を掘込んで構築されているので、改修されたのは16世紀末～17世紀以前であ

ることが半J明 した。また、江戸時代宝永～享保年間 (1704～ 1735年)の 『奈良絵図』 (保

井文庫・縁角本)3)に は、大乗院は北辺を除いて築地に囲まれて描かれている。しかしな

がらS D22は 、埋土からみて築地の掘込み地業とは考え難い。南面築地推定線付近では S

D22のみしか検出できなかったが、この溝がおそらくは南北いずれかの雨落溝かと考えら

れる。なお、断割り調査の結果、S G17・ 18と S D22と の間には、人為′的に土を盛ってい

る部分があることが判明した。このことからみて、池の南側には築山もしくは野筋があっ

た可能性が高まった。 (川越邦江)
『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書 平成 2年度』 奈良市教育委員会 1991
森 蘊『中世庭園文化史』「奈良国立文化財研究所学報 第六冊」 奈良国立文化財研究所
『奈良町』(都市計画道路杉ヶ町高畑線の工事に伴う町並み調査)奈良市町並建造物群専門調査会
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大乗院園池遺構の花粉分析と汀の根株材の樹種同定

天理大学附属天理参考館 金原正明

花粉分析は、園池遺構の堆積物で行い、北断面において東から水平方向に 5試料採取し

た。試料は、砂混じりの腐植質に富む土で、池の堆積物である。他に中世の堆積物、遺跡

の基盤となる更新統の分析を行ったがここでは割愛する。花粉分析は、試料に、水酸化カ

リウム処理、フッ化水素酸処理、アセトリシス処理の順に施し、プレパラートを作製し、

顕微鏡観察を行った。計数は花粉総数が300個以上になるまで行った。分類群は、同定レ

ベルによって、科、亜科、属、亜属、節、種名によって示し、いくつかにまたがるものは

ハイフンで結んで示した。

結果は、花粉総数を基数とする百分率を算出し花粉組成図に示す。各試料とも樹木花粉

の占める割合が高く、草本花粉の占める割合は低い。樹木花粉では、マツ属複維管束亜属

(ニ ヨウマツ類)と コナラ属アカガシ亜属 (カ シ類)の出現率が高く、スギがそれに次ぐ。

ハンノキ属も各試料に出現する。コナラ属アカガシ亜属は、試料 1～ 3では高率であるが、

試料 4・ 5ではやや低率となる。この差異は堆積域 (池)が穏やかであったため園池内の

生育分布を反映したものか、堆積時期が異なるかのどちらかであろう。他の樹木花粉と草

本花粉は出現率も低 く、分類群の種類も少ない。このことは、高率に出現するマツ属複維

管束亜属とコナラ属アカガシ亜属の花粉生産量の極めて多い風媒花の 2種の樹木の影響が

強かったためとみられ、これらの樹木が園池に生育していたことを示唆する。また、この

2種は、たびたび花粉が複数個の塊で検出され、堆積域 (池)に直接的に花粉を供給でき

る園池内に生育していたことを補強する。草本花粉では、イネ科に加えて、水湿地草本の

コガマー ミクリ属の出現が注目される。なお、試料の処理途中に各試料ともミクリ属の果

実が検出され、ミクリ属は花粉と呆実の 2部位が検出されたことになり、園池の池内に多

く生育し、群落を形成していたと推定される。他に種類が特定できないが、ユリ科一ヒガ

ンバナ科一アヤメ科の花粉が出現している。

園池 S G18花粉分析試料採取地点 (発掘区北壁)
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樹 木 花 粉 草 本 花 粉

試料 1

試料2

試料 3

試料 4

試料 5

花粉分析組成図

園池の汀に生えていた根株材試料について、カミソリを用いて切片を作製し、顕微鏡で

観察し、樹種同定を行った。材試料は、プレパラート作製途中にも多量の樹脂を含み、マ

ツ科であることがうかがえた。結果と記載を以下に記す。

クロマツ Πコus ιねunbergゴゴParlatore マツ科

針葉樹材で、早材から晩材への移行が急で早材部の幅も広 く、晩材部および移行部には

正常樹脂道がある。放射柔細胞の分野壁子Lは窓状で、放射仮道管の内こう面には鋸歯状肥

厚があるが、鈍く低い。放射組織は単列でたいがいは10細胞高以下であり、水平樹脂道を

含んだ紡錘形の放射組織がある。また、試料は全体に、樹脂を多く含むため、内容物に富

む。以上の解剖学的特徴より、クロマツに同定される。クロマツは、樹皮が美しいため、

アカマツより庭園に好まれる傾向がある。

堆積層内に含まれていた根とみられる材は、ハンノキ属 Afコusであった。

以上の結果をまとめる。汀に生えていた根株材がクロマツであることと、ニヨゥマツ類

の花粉が多いため、園池にはクロマツカ卦直えられるか生育していたことは明白である。他

に園池に生育または植えられていた可能性のある樹木は、カシ類、ハンノキ類があげられ

る。池内には、水湿地性植物のミクリ属が多く生育し、他にイネ科やカヤッリグサ科の水

湿地性植物も生育していたとみられる。また、ユリ科一ヒガンバナ科ニアヤメ科の植物も

認められる。花粉分析において出現する他の分類群 (種類)は、園池内に生えていた可能

性もあるが、池への集水状況等の不確定要素もあり、周辺地域の森林などの植生を反映し

ているものか判断するのは困難である。
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大乗院園池遺構池底泥の珪藻遺骸

奈良女子大学 清水 晃

大乗院園池遺構の池底泥と考えられる地層の珪藻遺骸を調べた (試料採取部位を下図に

示す)。 Ⅲ層が園池の底に最初に堆積 したもので、その上にその後異なる条件下でⅡ層と

I層が堆積したものと考えられる (Ⅲ oⅡ ・ I層 を堆積させた園池水環境は異なっていた

と考えられる)。 Ⅲ層についてはA、 B、 Cの異なる部位から試料を採取した。Hustdt,F.

(1930)、 Patrick,R.&C.W.Reimer(1966、 1975)、 水野 (1964)、 小出と大西 (1986)

などを参考として珪藻遺骸を分析し、各珪藻について知られている生活特性をまとめた。

確認できた種のうち、 5試料中のどれかで、約400カ ウント個体中の出現頻度0。 75%以上

で存在したもの (77種、 I層 60種、Ⅱ層55種、Ⅲ
―A層 55種、 B層 45種、 C層 46種)を別

表および図版56にあげた。このなかには、好止水性種23(全体の30%)、 好流水性種 9(12%)、

浮遊性種 5(6.5%)、 底生性または付着性種69(89。 6%)、 好冷種12(16%)、 好温種 2(3%)、

耐塩性種18(23%)、 嫌塩性種19(23%)、 好酸性種13(17%)、 好アルカリ性種17(22%)、

耐汚濁種25(33%)、 嫌汚濁種 4(5%)が 含まれる。

大乗院園池ができて後、最初の底泥 (Ⅲ層)から比較的最近の底泥 (I層 )ができるま

での期間は、園池が干上がったり水の大部分が入れ替わったりすることはなかったものと

考えられる。底泥中に止水性で汚濁に耐えられるものが多いこと、耐塩性種と嫌塩性種、

好酸性種と好アルカリ性種が同程度に生′自、していたと考えられる。つまり、園池は所々に

流水域があり、全体としては浅い溜池で、年中比較的低温のやや有機質に富む水をたたえ、

底泥の腐植の進行が遅い池であったと思

われる。また、湧水があり、岸辺は湿地

性で、周辺からの有機物 (本の葉など)

が供給される環境にあったと考えられ

る。なお、骨片の存在することから、タ

ンスイカイメンが生泊、していたと考えら

れ、水は澄んでいたことが想像できる。

1 明黄褐色上
2 灰色土 (攪舌L坑 )
3 暗灰褐色土
4 黄褐色土
5 暗褐色土
6 明黄灰色粘質土
7 灰色粘土 (やや青い)
8 暗灰褐色土
9 暗褐色土 (腐植土)

斜線部分拡大図

園池 S G18珪藻遺骸分析試料採取地点 (発掘区北壁)
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禅定院・大乗院跡の調査 第34次

本調査は、奈良市高畑町1087-1、 1088-1に おいて、渡木純子氏届出の個人住宅新築に

伴って実施した事前発掘調査である。調査地は、元興寺禅定院跡および大乗院跡の南辺に

あたる。調査地の東側ではこれまでに第25・ 29・ 32次調査が行われており、大乗院園池の

南岸などが確認されている。発掘区は、南北13m、 東西 3mで、拡張区を含め面積は40ぽ

である。調査期間は平成 3年 10月 31日 から11月 13日 までである。なお遺構平面図は第32次

調査の報文中に併せて掲載した。

発掘区内の土層は、南倶1では表土 (0.2m)直下で淡黄灰色砂礫の地山があらわれるが、

北倶1では表土下に淡灰褐色砂質土 (0。 15m)、 灰褐色砂質土 (0。 15m)、 灰色砂礫 (0。 lm)、

暗灰色砂礫 (0.25m)と 続き、地表下約0.9mで地山となる。地山上面の標高は90。 1～ 89

.5mで、南から北へ向かい緩やかに下降している。

検出遺構は、溝 2条、近世の土坑などである。

S D37 発掘区北端で検出した東西方向の素掘溝で、幅1.4m、 深さは0.4mである。灰

褐色砂質土上面から掘り込まれている。溝内から11世紀後半の土器が出土しており、その

頃に埋没したものと考えられる。埋土は明灰色砂を主体とした砂で、同様の埋土の溝が第

29・ 32次調査の下層の断割 り調査によって検出されている。これらは東西方向に続いてい

るとみられ、長さは少なくとも20m以上になる。

S D38 発掘区南端で検出した東西方向の素掘溝で、幅4。 7m、 深さは0.7mである。地

山の淡黄灰色砂礫層を掘 り込んでいる。埋土は大きく2層 に分かれる。上層は灰色砂で、

13世紀前半の土師器皿が大量に出土した。下層は黄灰色砂礫で、12世紀前半から13世紀前

半の土器が出土した。第25次調査発掘区の南辺で、同時期の土師器皿を大量に包含する同

様の埋土の溝が確認されており、 S D38は 第25次調査発掘区の東端まで続 くとみられる。

長さは少なくとも50m以上になる。

1黒褐色±    7灰 色砂

2淡灰褐色±   8暗 灰色砂
(上師器皿を含む) 9灰 褐色砂
3灰褐色砂     (土 師器皿を含む〉
4淡青灰褐色砂  10淡灰褐色砂質土
5淡灰褐色砂   11暗 灰褐色土
6青灰色砂    12淡 灰色砂質土

13淡青灰色粘質砂  20淡 青灰色砂    27淡 灰褐色砂質上
14青灰色粘質砂   21黄 灰色砂礫   28灰 色砂質土
15暗灰黄色粗砂   22淡 褐色砂    29灰 褐色砂    34暗 灰褐色砂礫
16淡青灰褐色粗砂  23暗灰褐色砂質± 30灰褐色砂質上  35明 青灰色砂質土
17暗青灰色砂質±  24明灰色砂質上  31灰 色砂礫    36暗 灰色砂礫
18灰黄色粗砂    25淡 灰褐色砂    32灰 色砂質±   37濁 灰褐色砂質土
19青灰色砂    26明 青灰色砂質上  33暗灰色砂礫

元興寺第34次調査 西壁土層図 (1/100)

38淡 青灰色砂
(粘上プロック含む)

39明灰色砂
40淡 黄灰色砂礫 (地山)
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1  ~3 ~5  ~7
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′

10                12 l5cm

溝S D38出 土土器 (1/4)

出土遺物には、奈良時代から江戸時代までの各時期の土器がある。 S D38下層からは、

土師器 lll・ 羽釜、瓦器椀・小椀・皿、須恵器甕、龍泉窯系青磁碗が出土している。瓦器椀

は、川越編年
1)の
I― Dか らⅢ―B型式のものである。上層からは、土師器皿 。羽釜・土管、

瓦器椀、須恵器鉢、黄釉盤などが出土しているが、土師器皿を除いて他はごく少量である。

土師器皿には口径8.4～ 9.8cm、 器高1.4～ 1.6cmの小皿 (3～ 8)と 、日径12.1～ 13.9cm、

器高2.4～3.Ocmの大 RIl(9～ 13)と がある。土師器皿の口縁部には一段の強いヨコナデが

施される。色調は黄橙色である。口縁端部を内側に折 り返す土師器皿 (102)も 少量出
土している。上層出土の土器の時期は、森下・立石編年

2)の
奈良Ⅱ―D期 にあたる。また

遺物包含層から墨書土器が 1点出土した。奈良時代の須恵器壷 Hの 口縁部内面に「×」の

記号を墨書きしている。

周辺の調査成果に今回の調査の知見を加えて、調査地周辺の中世の遺構変遷の一端を考

えてみる。まず調査地内北端には東西溝 S D36があるが、11世紀末頃には埋められる。次

いで12世紀初頭になって、 S D36の南約1l mに 東西溝 S D38が掘削され、13世紀前半に埋

められる。さらに第24次調査 3)の所見では、 S D38の南約1l mの所に14世紀代の東西溝が

想定される。これらはいずれも溝底に砂が堆積 しており、恒常的に水が流れていたものと

推察できる。こうした溝が、調査地付近では11～ 14世紀の間に、ほぼ一世紀ごとの間隔で、

3時期以上にわたって変遷したことが知られる。15世紀末に描かれた『大乗院領図』4)に

よると、調査地周辺は、この頃にはすでに現在とほぼ同様の町割りが形成されている。し

たがって、発掘調査で確認されたこれらの東西溝は、『大乗院領図』に描かれる以前のこ

の地域の町割りの変遷をうかがうための格好の遺構であると考える。 (中島和彦)

1)川越俊一「大和地方出土の瓦器椀をめぐる 2・ 3の問題」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所 1983
2)森下恵介・立石堅志「大和北部における中・近世土器の様相」『奈良市埋蔵文化財調査センター紀要
1986』 奈良市教育委員会 1987
3)元興寺第24次調査『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書 平成 2年度』奈良市教育委員会 1991
4)『奈良町』 儲F市計画道路杉ケ町高畑線の工事に伴 う町並み調査)奈 良市町並建造物群専門調査会
1982
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東室北階小子坊地区の調査 第33次

本調査は奈良市中院町 8番地で実施した、山中一晃氏届出の店舗付住宅の建設に伴う事

前発掘調査である。調査地は元興寺極楽坊の北約50m、 推定主要伽藍のうち東室北階小子

坊が想定される地点である。発掘区は東西2.6m、 南北6.5mの約17ぽ。調査期間は平成 3

年 9月 4日 から9月 9日 までであった。

発掘区内の土層は攪乱が著しいが、淡茶褐色粘質土、暗茶褐色粘質土を経て、概ね地表

下0。 7“で地山である黄褐色粘土に達する。遺構は黄褐色粘土上面で検出した。

検出した遺構は柱掘形、土坑などである。いずれも中世以降のものであり、伽藍に関わ

ると考えられる遺構はなかった。

柱掘形 Pl～ 7はいずれも径 0。 3mほ どの小さなもので、瓦片を礎板にしているものも

ある。遺物が細片であるため時期は不明。

S K 10。 11は径 1.2～ 1.3mの平面円形

の土坑。深さ0。 65～ 0。 75mo S K 10か ら

は14世紀中頃、 S K llか らは17世紀の土

器が出土した。 S K 16も径0。 9mの平面円

形の土坑。深さは0.2mほ どで、底は平坦

である。桶を据えるための掘形であろう。

14世紀前半の土器が出土した。

S K 12・ 15018は一辺 1.0～ 1.2mの平

面隅丸方形の土坑。 S K18は深さ0.75mあ

り、多量の近世の瓦が投棄されていた。

S K 12・ 15は遺物が少なく時期は不明。

S K 09・ 14は平面形が不整形な土坑。

S K 09か らは13世紀、 S K 14か らは17世

紀の土器が出土した。

S X 17は 一部を検出したのみであるが、

埋土からみて井戸の掘形の可能性がある。

12世紀末の土器が出土 した。 S X 08は発

掘区北端で検出した。地山と同じよくし

まった黄褐色粘土に瓦片など若千の遺物が

混じっており、整地土層かもしれない。

元興寺第33次調査 遺構平面図 (1/50)
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史跡大安寺旧境内の調査

史跡大安寺旧境内では、本年度、第46～ 48次の 3件の発掘調査を実施した。うち第46次 。

第48次の 2件の調査は、現状変更等許可申請に伴うものである。第46次調査地は北西太房

地区にあたり、大房とこれに取付く軒廊を新たに確認した。第48次調査地は食堂井大衆院

にあたるが、伽藍関係の遺構は確認することができなかった。第47次調査は、杉山古墳整

備事業に伴って実施した確認調査で、墳丘西くびれ部に葺石の一部が残存してい
(る
事実が

明らかになった。第47次調査の成果は後日あらためて報告する予定である。

コ
コ
コ
一

大
安
・寺

町
量

|||   |,

_J名    |

詳 __上「
二

_■鶴

|"|

』
Ｆ
ＩＩ
「に
駈
荘
―――
に
七
」」Ｌ
「日‐‐革
ｔ

史跡大安寺旧境内 発掘調査地位置図 (1/5000)
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北西太房地区の調査 第46次

I はじめに

本調査は、奈良市大安寺町1146番地の 1において、熊木恭一氏提出の現状変更申請 (住

宅改築)に伴って実施した。調査地は、大安寺伽藍の復原では、北西太房 (僧房)の存在

が想定される場所である。天平19年 (747)の 『大安寺伽藍縁起井流記資材帳』には、僧

房13棟が記録されているが、北太房については東西に 2棟があり、各々長 (桁行)12丈 5

尺 (約 37.5m)、 広 (梁間)3丈 9尺 (約 11。 7m)、 高 1丈 5寸 (約 3.2m)の 建物であっ

たと記されている。今回発掘したのは、これら2棟のうちの西側の棟にあたる。調査期間

は平成 3年 5月 16日 から7月 4日 までで、発掘面積134話である。

Ⅱ 検出遺構

発掘区内の土層は、地表下約 0。 2mま でが旧住宅建築時の整地土でtこ の下に茶灰色土

が約0.2mあ り、地表から約0.4mで太房の基壇築成土があらわれる。基壇築成土は精良な

黄灰色土で、厚さ約0。 15mずつ積み上げられてはいるが、版築された様子はない。基壇基

礎となるのは黄褐色粘上の地山で、掘込地業はない。基壇土は、最も良好な部分で、基底

部から0。 4mほ どが残存した。地山の標高は61.5m、 残存基壇上面の標高は61.9mである。

北西太房 (S B 01)の 今回の発掘部分は、従来の伽藍復原からみると、建物西妻から数

えて5間 目と6間 目とにあたると考えられる。残存 したのは北側柱列の礎石据付穴のみで

あった。据付穴には人頭大の根石が残存しており、桁行柱間寸法は約4。 lmである。また、

柱列の北領1に は部分的に凝灰岩の痕跡が認められ、基壇外装は凝灰岩切石積であったこと

が知られた。側柱からの基壇の出は1.5mほ どであったとみられる。北太房の桁行寸法に

ついては、『資材帳』の記録をもとに、各柱間13.8尺の等間で全 9間 とみる復原がなされ

ているが、遺構から得た数値4.lmも 13.8尺 とみて支障ない。 (『資材帳』記載の北太房の

長さは125尺で、柱間13.8尺× 9間で復原すると124。 2尺 となり、両者はほぼ一致する。)

今回の調査ではさらに、北西太房の北側に南北方向の軒廊 (S C 02)が取付 く事実が明

らかになった。太房と同じく礎石建の建物で、梁間3.3mの単廊である。南妻を検出した

のみで桁行の柱間寸法は不明だが、南妻から太房側柱までの間隔は2.7mで、棟の中軸を

太房の梁間柱筋に合わせている。礎石据付穴は一辺1.0～ 1,3mの平面隅丸方形で、根石は

人頭大のものを中央に 1個 とその周囲に4個 をサイコロの五の目形に配置し、かつ上面が

ほぼ水平になるように据えられている。恐らくは、板状の切石礎石を受けたのであろう。

(太房についても、残存状態は良くないが、同様の据付けの仕事がされたとみられる。)

基壇は幅5。 7mで、柱心からの東西への出は各 1々.2mである。外装は瓦積である。瓦は地

覆石を敷かずに地山上に直接平積みされており、下から4段分まで残存した。使用瓦には
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大安寺第46次調査 遺構平面図 (1/200)

平瓦と丸瓦とが混在し (軒丸瓦平城宮6304A。 6138E各 1点が含まれる)、 平瓦の積み方

も側面を外面にしたものと端面を外面にしたものとが混じるなど雑然としている。奈良時

代の京内寺院では、伽藍の中心建物に瓦積基壇を用いた例は皆無である。ただ、僧房の一

部や軒廊あるいは築地塀などといった主要建物以外の部分では、瓦積基壇の事例がいくつ

か知られるようになってきた。大安寺の推定小子房、唐招提寺の講堂と東僧房とをつなぐ

軒廊、西隆寺の寺内築地塀、秋篠寺の講堂北方建物などの例が知られ、さらに今回の軒廊

の例が新たに加わった。これらは、使用瓦の年代などからみて、いずれも奈良時代後半か

ら平安時代初頭頃の間に構築されており、奈良時代前半に遡る例はいまだないが、 7世紀

後半に盛行した瓦積基壇とのかかわりなどを考える上で、留意せられる事例であろう。

軒廊の東側には、太房北縁に続く平面 L字形の側溝 (S D 03)が掘削されている。幅

0。 7～ 1.Om、 深さ0。 15mの素掘溝で、溝内には砂混じりの茶灰色土が堆積する。軒廊およ

び太房の側柱心から溝心までの間隔はともに約2.4mであるが、双方の建物とも軒の出は

これよりかなり短いとみるのが妥当であろう。このうち軒廊は梁間が3.3mであるから、

棟から側柱までの片幅は各々1.65mし かなく、軒の出は基壇の出 (1.2m)を幾分か越え

る程度であったとみられる。溝内からは、奈良時代の瓦 (軒丸瓦には平城宮6137A・ 6138

大安寺伽藍と発掘区の位置



C、 軒平瓦には同6664A・ 6712Aがある)と ともに、10世紀初め頃の黒色土器などが出土

しており、溝廃絶の時期は10世紀初頭であると判断できる。『一代要記』には、延喜11年

(911)に 講堂・三面坊百二十五間焼亡の記録がみられ、あるいはかかる記述に符合する

ものであろうか。

そのほか伽藍廃絶後の遺構に、東西方向の素掘溝 (S D04)と 、その北岸に平行して塀

(S A05)がある。溝は、幅約5.3m、 深さ約1.lmあ り、掘形は両岸とも深さ約0。 7mの

ところで段がつき、中央部分がさらに深くなる。溝内埋土は上下 2層 に大別でき、上層に

灰褐色土、下層に灰色粘土が堆積する。下層からの出土遺物はほとんど無く、上層からは

17～ 18世紀の土器・陶器が少量出土したが、掘削の時期は判然としない。塀は、小さな掘

形内に上面が平坦な礎石を据えて構築されており、今回は12間分を確認した。柱間寸法は

ほぼ0。 9m等間である。出土遺物がなく、構築時期不明であるが、前述の東西溝の北岸に

沿うことからみて、同時期のものとみたい。濠と塀で囲まれた一画が北側に推定される。

Ⅲ 出土遺物

瓦 類 多量の瓦が出土したが、軒瓦は83点ある。奈良時代のもの59点、平安時代以降

のもの27点、時期不明のもの 2点で、奈良時代のものは細片のため型式の同定が困難な 3

点を除いて、軒丸瓦 3型式 4種 18点 と、軒平瓦 7型式10種33点 に分類できる。

軒丸瓦 6137A(5点) 6138C(6点) 6138E(4点) 6304D(3点 )

軒平瓦 重弧文 (1点) 6644A(1点) 6661B(1点) 6664A(3点 )

6664H(1メ1) 6712A (14点 ) 6712B(1メ1) 6716B(1メ簑)

6716C(8点 ) 6717A(2点 )

土器類 奈良時代から近世にかけての各時期のものがあるが、遺物包含層から出土した

中 。近世のものが大多数を占める。遺構に伴っては、太房倶1溝 (S D03)から10世紀初め

頃の土師器皿、黒色土器A類杯 B、 黒色土器A類甕が若干量、東西溝 (S D04)から17～

18世紀の土師器皿、土師器火舎、瓦器火鉢、瓦器甕、信楽焼壺、信楽焼橘鉢、唐津焼片口

鉢などが出土している。

Ⅳ おわりに

今回の軒廊の発見は、大安寺伽藍の復原研究に新たな課題を追加することになった。

『資財帳』などにもとづいた従来の伽藍復原による限り、北西太房の北側は主要建物が想

定されていない一画である。しかしながら、新たに北に続く軒廊を検出したことで、この

北側には当然ながら建物の存在を想定 しなければならない事態が生じた。天平19年 (747)

の『資財帳』の段階では記載がない北西中房が後に建てられたと推察するか、あるいは位

置がはっきりとしていない食堂の存在を推察するか、候補とすべき建物はいくつかあろう

が、今はまだそのいずれとも決し難い。
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食堂井大衆院地区の調査 第48次

本調査は、奈良市大安寺町1061番地の 1で実施した、武野永二郎、武野仁重両氏提出の

現状変更等許可申請に伴う発掘調査である。調査地は史跡大安寺旧境内のうち『大安寺伽

藍縁起井流記資材帳』に見える「禅院食堂井大衆院」に相当するとされる地区の一画にあ

り、また杉山古墳の周濠にも隣接している。東西17.5m、 南北14.5mの L字型の発掘区を

設定し、75.5♂ を調査 した。調査期間は平成 4年 1月 18日 から1月 29日 までである。

発掘区内の土層は、地表から茶褐色土、茶灰色土、淡茶灰色粘質土の順であり、地表下

0。 5mほ どで地山である黄褐色粘質土に達する。遺構はこの黄褐色粘質土と、一部、整地

土層である淡茶灰色粘質土、灰色砂質土上面で検出した。

調査の結果検出した遺構は柱掘形、溝、井戸、方形石組遺構、桶埋納遺構などである。

いずれも14世紀以降のものであり、大安寺の伽藍に直接関わると考えられるものはない。

また、杉山古墳が二重周濠をもつ可能性も考慮したが、その痕跡もなかった。

以下に、検出遺構の概要を記す。

柱掘形 一辺 0。 5～ 0。 7mほ どの方形掘形と、径0.3mほ どの小掘形がある。いずれも遺
物が少なく正確な時期は不明であるが、方形掘形のひとつからは16世紀後半の土器が出土

している。発掘範囲が限られていることもあり、建物としてはまとまらない。

溝 S D01 002・ 12 S D 01は 発掘区北端で検出した東西溝。幅5.2m以上、深さ0.6m。

S D02は幅3。 85m、 深さ0。 7mの南北溝。いずれも素掘 りで、底には軟弱な灰色粘土が堆

積 している。両者の交点に後述の S X 09があり重複関係は明らかにできなかったが、遺

物からみてともに14世紀中頃の遺構である可能性が高い。 s D 12は S D 02に 注ぐ溝。深

さ0。 25mo S D 01002と もその規模からみて宅地内の排水路や道路側溝としてのみの用

に供したとは考えにくく、堀のような性格をもつものかとも考えられる。

井戸 S E03 小型の瓦積井戸。径0。 95mの平面円形掘形内に、一辺10～ 15cmほ どに割り

欠いた平瓦を内法径0.6mの円筒状に積み上げ井戸枠としている。瓦は大安寺所用と思わ

れる奈良時代のものの転用である。検出面から深さ1.Omま でを確認した。後に、井戸枠

を抜き取ろうとしておリー部が破壊されている。井戸枠内から16世紀後半の土器が出土。

土坑 S K04 東西1.4m、 南北1.Om、 深さ0.5mほ どの平面長方形の土坑。四周の壁は

ほぼ垂直に掘られ、断面形は箱型である。少量ではあったが18世紀の土器が出土した。

方形石組遺構 S X05・ 06・ 07 -辺 1.5mほ どの方形区画を意図するかのように人頭大

の石を一段から二段置き並べ、その区画内にやや小ぶりの礫を乱雑に配した石組遺構。 S

X05と 06は南北に隣接 し、S X 07は その東で検出した。いずれも一部を検出したのみで

全容が明らかではなく、攪乱もひどいが、土層断面の観察から浅い掘形の中に石が据えら
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大安寺第48次調査 遺構平面図 (1/150)

れていることがわかる。石組内から16世紀後半から末頃の土器が出土したが、いずれも破

片で原位置を保つものはなく、この遺構に伴うものか、その後の過程で投棄されたものか

は判断し難い。 S D 01が半ば埋まり、窪地状になった段階で構築されたと考えられる。

桶埋納坑 S X08009 いずれも掘形内に縦板組の桶を据えたもの。桶はいずれも底部径

1.Omほ どで、 S X08が傾1板の底部、 S X 09は最下段の範のみが残っていた。埋土の状態

からは、桶の上部が地表に開口していたのか、地中に埋納されていたのかは判断できない。

重複関係から S X 08は S X 07よ り新 しく、 S X 09も S D 01・ 02よ り新しいことがわか

るが、出土遺物が少なく正確な時期や性格、用途は明らかではない。

不明遺構 S X1001l S X 10は東西2.35m、 南北2。 05m以上、深さ0.5mの平面不整形

の掘形内西辺に40～ 50cm大の石を南北方向に置き並べたもの。石列は掘形内側に面を揃え、

二段分が残る。周囲に散乱している裏込の礫や瓦の状態から見て、北辺にも石列があった

と思われる。掘形中央が方形に一段掘 り下げられる。裏込から17世紀の土器が出土した。

S X llは 東西4.5m以上、南北2.lm以上、深さ0。 25m以上の平面不整形の土坑。16世紀

後半の土器が出土した。重複関係から S X 10よ りも古い。いずれも用途は明らかではない。
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3 自宅寺隣接地の調査

本調査は、奈良市白塁寺町387番地他において、

奈良市が計画する東山緑地造成に伴って実施した事

前発掘調査である。本調査地は、自宅寺本堂の北西

約100mに位置する西側へ下る急斜面で、途中 2箇

所の平坦面がある。現状は竹林となっているが、現

在の自宅寺寺地の境界に接するため、旧寺域復原の

手掛かりが得られることが期待された。

発掘区は、自宅寺との境界から西へ下って二段目

の平坦面にかけて南北 6m、 東西40mの 第 1発掘区、

その南10mに一段目の平坦面にかけて南北 3m、 東

西20品 の第 2発掘区を設定した。調査期間は5月 8

日から6月 7日 までである。

発掘区の基本土層は、硬い赤褐色土 (地山)の直

上にその風化堆積と思われる軟質の赤褐色土があ

り、その上が現地表の腐食土である。地山上面の標高は、第 1発掘区で約150～ 160m、 第

2発掘区で約157～ 162mであり、斜面全体でおよそ10mの高低差がある。

検出遺構は、第 1・ 第 2両発掘区にかかる南北方向の土塁状遺構 (S X01)1条 のみで

第 2発掘区

発掘区位置図(1/250め

Ｅ
・ L LH=崎●o00m

8暗褐色上

9明茶色土

10明褐色上(遺物合)

11黒灰色土(炭層)

12明黄褐色土

13茶褐色土(遺物合)

14褐色土

15淡黄褐色土

16暗褐色土(遺物合)

17淡黄色上

18明黄褐色粘質土

19暗黄褐色粘質土

20暗黄褐色土(遺物合)

21淡黄褐色土

22淡黄褐色土(軟質)

23淡赤褐色土

(8～ 23は盛土)

1

2

3

4

黒褐色土

赤褐色土

茶褐色土

淡黒灰色土(炭層)

5明褐色土

6褐色土

7明茶色土

9        1        7話

第 2発掘区 南壁 (東半)土層図 (1/80)
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第 1発掘区 土塁状遺構 S X 01上部石列 (1/50)

ある。腐食土を取り去ると、 S X01上面に石列を検出したが、残存状態は悪い。西半分は

ほとんど崩落しており、斜面に多数の礫が散在していた。さらに両発掘区で断割りを行な

った結果、第 2発掘区において下部にも石積みがあることを確認した。 S X01の築造工程

を第 2発掘区の土層から観察すると、まず地山から約1.3mの高さに平坦部を作るように

盛土した後、0.2～ 0。 4mの炭混じりの土を敷いて、そこからさらに盛土をし、その倶1面に

石を積んだ状態を確認 した。現在上面で確認できる土塁状遺構は、この上を覆うように

1.Om前後の盛り土をし、その上に石を並べたものである。

したがって、上部と下部とでは当然時期差が考えられるが、上部では石列中に含まれて

いた五輪塔の火輪、下部では銹化の激しい洪武通賓 (1386年初鋳)が 1点出土しているの

みで、時期推定が可能な遺物はない。ただ、『大乗院寺社雑事記』には明応六年 (1497)

に自宅寺が焼き討ちにあって一山をほぼ全焼したとの記録があり、下部石積みの基底の炭

層がこの時の火災のものであるとすれば、築造は16世紀頃とみることもできる。

最後に、 S X01の性格についてであるが、室町時代以降、当地に城郭などが存在したこ

とは知られておらず、斜面上方にテラス状の平坦地がいくつかあるものの、城跡に関係す

るものとは考え難い。またこのあたりは竹林になる前は畑地であったらしいので、それを

保護した鹿垣とも考えられなくはない。しかしながら、現在の自宅寺の境界に沿って延び

ることや、東倶1に墓地が存在し、その墓碑の中に16世紀頃のものも含まれることなども考

慮すると、やはり白塁寺の寺域を区画していた施設と考えるのが妥当ではないだろうか。

(松浦五輪美)
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IIIそのほかの調査



1 ウワナベ古墳外堤の調査

I はじめに

本調査は、奈良市法華寺町1824-1に おいて、市

道北部520号線道路改良工事に伴って実施 した事前

発掘調査である。調査地はウワナベ古墳の西外堤南

半から南外堤にあたり、現状はウワナベ池の堤防と

市道である。外堤の発掘調査は、昭和44年度に奈良

国立文化財研究所 (以下奈文研)が東部分で 1)、 昭

和48061年度に奈良県立橿原考古学研究所 (以下橿

考研)が北西部で 2)実施しており、地山を削り出し

て造られていることや円筒埴輪列と外濠が存在する

ことなどが半J明 している。今回の調査は、南外堤と

西外濠の確認を目的とした。調査期間は平成 3年 9

月28日 から10月 24日 までで、調査面積はのべ56m2で

ある。

I 調査の概要

発掘区は、池の東堤防南端内側に 1箇所、南堤防の内側に 3箇所、西側張り出し部分の

南堤防内側に 1箇所の合計 5箇所を設定した。東から順に第 1～ 5発掘区とする。

第 1発掘区から第 4発掘区は、南外堤北半の様相の確認を目的とした。調査の結果、土

層は各発掘区とも同様で、池の堆積層である暗灰色土や灰色 0黄褐色粗砂の下が青灰色・

黄褐色粘土の地山となる。いずれの発掘区でも葺石や円筒埴輪列の外表施設は確認でき

ず、これらはおそらく池の水に浸食されてすでに消失したものと思われる。ただし、第 2

発掘区で検出した地山上面の平坦面と斜面は、奈文研が確認した北東外堤内側斜面の上半

から平坦面にかけての検出状態と似ており、わずかながら築造当初の形状の名残をとどめ

ていると思われる。地山上面の標高は第 1発掘区が71.2～ 72.9m、 第 2発掘区が71.3～

72.7m、 第 3発掘区力▼1.2～ 71.9m、 第 4発掘区力▼1.Omである。

第 5発掘区は西外濠の確認を目的とした。土層は発掘区東端1.Omま では黄褐色系の砂

層の下が黄褐色粘土の地山で、ここから地山は西に向けて急激に下降し、以西には砂層の

下に灰色粘質土、褐灰色砂礫 (奈良時代の土器を包含する)がある。一度下降した地山は、

発掘区外西約10mの ところで再度上がることが立会調査で確認できたので、その間は濠に

あたることが半J明 した。濠の底面の標高は70.8mで、深さは1.8mま で確認した。

発掘区位置図 (1/8000)
A～ E:奈文研発掘区
F・ G:橿考研発掘区
赤色部分 :今回の発掘区

(教字は発掘区番号)
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1黒 褐色± 2Π音灰色粘質上
3灰 黄色粗砂  4明 緑灰色粘質t
5暗 灰色粘Pl±  6淡 黄褐色粗砂
7暗 灰色粘lit 8灰 黄色粗砂
9灰 色砂質± 10灰黄色対[砂
11灰色± 12・ 13晴灰色砂質土

14灰色砂質上

15(南 半 )明 黄褐色(北半)青灰色 lil上

第 2発掘区西壁

L___翌ギhT而淵
暗灰色± 2淡 黄褐色粗砂
暗緑灰色砂質 L 4灰 色粘質土
灰色粗砂  6灰 色粗砂
暗緑灰色砂質± 8灰 色粗砂
灰色粘質上

(南辺)黒褐色(以北)緑灰色粘土(地山》

1暗 灰色± 2灰 黄色粗砂  3明 灰色粘質土

4灰 色粘質± 5淡 黄褐色粗砂  6灰 色砂質土

7灰 色粘質± 8淡 黄褐色粗砂  9灰 色粘質土

10黄褐色粗砂 11灰 白色粗砂 12灰色砂質土
13明緑灰色粗砂 14黄灰色砂質土(礫含む )
15明緑灰色粘上 (地山)

1暗 灰色± 2淡 黄褐色粗砂
3淡 黄褐色粗砂  4緑 黒色砂質土
5・ 6淡 黄褐色砂質± 7灰 色粗砂
8灰 色粗砂 (a:暗灰色粘上プロック含む )
9黒褐色粘土(地山》

第 4発掘区西壁

1黄 褐色粗砂 2灰 色粘質上
3淡 褐色粗砂  4淡 黄褐色粘質土
5・ 6・ 7・ 8灰色粘質土

9暗灰色粘質± 10灰色粘質土
1l H音灰色粘質± 12褐灰色砂礫
13(東辺)黄褐色 (以西)青灰色粘土

9
10

第 3発掘区東壁

第 1発掘区南壁

■       ~   1     -

ウワナベ古墳外堤 第 1～ 5発掘区土層図 (1/100)

第 5発掘区北壁
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LH:740m

720m

7t10m

第 2発掘区で検出 した地山 11面
S

10m  
―

ウワナベ古墳南外堤北半部分の概念図

Ⅲ 考 察

今回の調査結果に基づいて、南外堤と西外濠につ

いて若干の考察を行いたい。

南外堤 地山上面が築造当初の形状の名残をとど
めていると思われる第 2発掘区の南方では、奈文研

が南外堤平坦面上の外側を巡るとみられる円筒埴輪

列を確認 している。一般に築造当初の平坦面の高さ

を反映すると考えられる円筒埴輪の第 1突帯の標高

が73.2mであることを考慮すれば、第 2発掘区で検

出した地山上面の平坦面は築造当初の平坦面から

0.5m前後削平されており、北へ下降する斜面も同

程度は削平されていると考えられる。一方、今回検

出した第 2発掘区の地山上面の斜面の位置は、奈文

研が報告書で提示した復原の南外堤内側斜面の位置

よりも北寄 りにある。築造当初の南夕1堤内側斜面の位置は、後世の削平の程度を考慮して

も奈文研の復原より墳丘寄りである可能性が高い。

西外濠 第 5発掘区は、橿考研が西外堤と西外濠を確認した調査地の南に位置する。今
回検出した地山上面が低 くなる部分は、堆積土が橿考研の調査地で検出した西外濠と同様

であり、検出された位置も考慮すれば西外濠の一部と考えられる。西外濠は立会調査の成

果をふまえると幅約18m、 検出面からの深さ1.8mで、奈文研が検出した東外濠に比べ幅

が約 8m広 く、検出面からの深さで約1.6m深い。ウワナベ古墳が北東から南西へ延びる

丘陵の先端に位置することを考慮すると、平地側からの眺望を意識した結果と思われる。

また、底面は橿考研の調査地よりも2.5m前後低 く、北から南へ下降しているとみられる。

ウワナベ古墳外堤復原図 (1/8000)

奈文研報告書挿図に加筆

(赤色部分が今回の復原)

なお、土層の堆積状態からみて本来は空濠であった可能性が高い。

:1言曇量重葦サ〕I黍詈J「          霊峯}諦:6二艦9【 889

奈文研の復原による外堤
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2 石ヶ平古墳の調査

本調査は、奈良市鹿野園町762、 763に おいて実施

した、中森厳氏届出の個人住宅新築工事に伴う事前

調査である。

基  調査地に西接して、水田の中に灌木が生茂る高ま

りがあり、かねてから方形の墳丘をもつ古墳と考え

られていた。しかしながら(こ れまでに調査が行わ

れたことはなく、その実態は不明で、形状について

9    109RI) 4も 、もともと方形であったものか、あるいは本来円

位 図      形であったもあが水田開墾により削られて方形状に

なったのか、明らかでない。また、この高まりの周囲には、これを取りまく、あたかも周

濠のような水田地割がみられる。

今回の調査地は、この高まりの東倶1の水田で、周濠とみられてきたところにある。そ
の

ため、古墳に関する何らかの手懸かりが得られるであろうことが期待された。調査にあた

っては、高まりの裾部分も含め東西 8m、 南北10mの範囲で発掘区を設定した。調査期間

は、平成 3年 7月 22日 から26日 までである。

発掘区内の土層は、現地表から0。 2■ 0,4mま では、水田耕作土と床土である。発掘区西

北部では、この下直ちに礫を多量に含んだ茶褐色土の地山が現われるがt南東部では、中

世の遺物を包含する厚さ0。 lmほ どの黒褐色粘質土の堆積を挟んで地山になる。この他に

堆積土はなく、少なくとも今回の発掘区内では、古墳周濠の堆積土と考えられるものは認

められなかった。発掘区内での地山面は、高まりの裾部分から南東に向かって緩やかに下

降し、全体的には北から南に向かって緩やかに傾斜している。

以上のように、今回の調査では古墳に関する手懸かりは何ら得ることができず、出土遺

物にも古墳時代のものと考えられるものは何もなかった。今後、高まり部分の調査によっ

て、実態を明らかにして行くことが望まれる。             (立 石堅志)

シユぅ
し

「
区発掘

りj贔厖贔厖厖t「
1耕 土
2 茶灰色粘質土(素掘溝 )
3床 土

4 暗茶褐色粘質土
5 黄褐色粘質土
6 暗灰色粘質土

7 黒褐色粘質土(遺物包含層)
8 礫混の茶褐色粘上(地山)

9                   1m

南壁土層図 (1/60)
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3 南紀寺遺跡の調査 第 2次

I はじめに

本調査は、奈良市南紀寺町三丁目288-1、 287-5に おいて、

(株)真柄建設届出の共同住宅建設に伴って実施 した事前発掘

調査である。調査地は能登川と岩井川とにはさまれた扇状地

で、東から西へ緩やかに下降する斜面上に位置している。調

査地の周辺は以前より弥生時代から古墳時代にかけての遺物

散布地として知られてきた。また昭和63年度に調査地の北隣

で実施 した試掘調査 (88-18次調査)で 自然流路が確認され、

本調査地の北側は、ある時期能登川の旧流路であったことが

確認された。ついで昨年度に本調査地の東隣において実施し

た発掘調査 (第 1次調査)で は遺跡の存在が確認された。こ

の調査では斜面に石積みを伴う方形の壇とその周囲の濠を確

認したが、全体の規模や形状は明らかにできなかった。あわ

せて壇の北側の対岸にも石積みが存在することが確認され

た。今回の調査は昨年度検出した壇と濠の範囲を確認することを目的として敷地の東倶1に

発掘区を設定した。ところが、新たに発掘区の北で昨年度確認したものと同様の石積みを

検出し、さらに発掘区外の西に続くことが半J明 した。この点につき、届出者と協議を行っ

た結果、限られた面積であったが、西方に拡張することができた。そこで、当初の発掘区

を東発掘区、その後の発掘区を西発掘区と称する。なお、西発掘区の設定にあたっては、

奈良国立文化財研究所の協力を得て電気探査を行い、その成果をもとに位置を決定した。

調査期間は東発掘区が平成 3年 5月 8日 から6月 26日 まで、西発掘区が同年 6月 28日 から

7月 1日 までである。調査面積は東発掘区が約520ビ、西発掘区が約210ピである。

Ⅲ 検出遺構

今回の調査で検出した遺構は岸斜面に石積みのある濠である。これは第 1次調査で検出

した濠の続きである。発掘区の大部分は濠であり、濠の北岸と西岸と思われる石積み斜面

を確認 した。

濠の検出面は、東発掘区と西発掘区で異なる。東発掘区では上から造成土、耕作土、床

土、暗灰色粘質土、暗灰褐色土 (地山)と 続 くが、検出面は暗灰褐色土上面 (標高約98.5m)

である。一方、西発掘区では上から造成土、耕作土、床土、灰褐色粘質土、黄褐色土 (地

山)と 続 くが、検出面は黄褐色土上面 (標高約98.lm)で ある。 したがって、濠の検

南紀寺遺跡調査地位置図

(1/7500)(数字は調査次数)
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1 造成t     2 耕 ±   3 灰色砂

7 灰褐色粘質±  8 暗灰色±   9 人頭大礫

4 床 土

10 灰褐色砂

5 黒灰色粘質土 1 6 黒灰色粘質土 H

ll 灰褐色砂質±  12 撹乱土(暗渠 )

濠断面図 (上 :東発掘区東壁、下 :西発掘区南壁)(1/60)

出面は発掘区の東と西では約0.4mの高低差がある。濠の埋土は、東発掘区では上から黒

灰色粘質土 (約 0。 lm)、 灰褐色粘質土 (約 0。 4m)と 続き、濠北西部分では周囲の濠底よ

りやや深く掘削され、暗灰色土 (約0.15m)が堆積していた。また、西半から西発掘区に

かけて濠底に灰色砂 (約 0.05m)が堆積していた。西発掘区では上から灰褐色粘質土 (約

0。 3m)、 灰褐色砂質土 (約0.35m)である。濠最下層の暗灰色土:灰色砂、灰褐色砂質土

からは古墳時代の遺物が出土した。灰褐色粘質土は東発掘区では濠の埋土であるが、西発

掘区では濠岸の上に及ぶ。この層には奈良時代と中世の遺物が含まれており、濠は少なく

とも奈良時代までは完全に埋まっていない状態であったが、中世になって埋没したものと

思われる。なお、西発掘区の濠の一部が北西方向に向かう部分では灰褐色粘質土下に数層

の砂の堆積がみられ、その方向に水が流れていたことがわかる。また、濠底の標高は東発

掘区東端で97.9m、 西発掘区西端で97.5mであり、約0。 4mの高低差がある。

濠の北岸と思われる石積みは、東発掘区北末隅から南東方向に向かい (約37m分検出)、

西発掘区ほぼ中央で北西にまがり (6。 4m分検出)、 発掘区外へと続く。また、西発掘区の

西端には濠の西岸と思われる南東から北西方向の石積みを4.4m分検出した。したがって、

濠は西発掘区のほぼ中央で一部が北西方向に向かい、発掘区外へと続き、能登川の旧流路

につながる可能性がある。この部分の濠の幅は約12mである。こうしたことから濠の全容

ははっきりしないが、北東から南西方向の石積みを北岸、南東から北西方向の右積みを西

-141-



黒茶灰色粘質土(SD01B埋 土)

暗灰褐色粘質土(SD01C埋 土)

暗灰褐色土(SD01A埋土)

茶灰色粘質土(プロック)

溝 S D01断面図 (1/50)

岸と考えると、濠は発掘区の南に広がるものと思われる。なお、東発掘区外の北東に続く

とみられる北岸の石積みは能登川の旧流路沿いにまっすぐにのびるか、あるいは方向をか

えて第 1次調査発掘区の北端で検出した石積みにつながる可能性がある。

濠岸の傾斜は一様でなく、東が緩く、西が急である。東発掘区東端では斜面の幅2.5m

に対して深さ0。 4mで、約 8度の傾斜である。西発掘区では斜面の幅4.Omに対して深さ

0.8mで、約15度の傾斜である。また、斜面に崩落した石の量と状態からみて、西発掘区

では斜面の上部が削平を受けていると考えられ、これよりさらに深かったものと思われる。

この差は、おそらく西発掘区では濠の一部が北西に向かい、能登川の旧流路につながるた

めであったとみられ、さらに前述のように濠底の高低差が発掘区の東と西とでは約0.4m

あるので、水位を保つために西方の石積みを高くする必要があったためと考えられる。

石積みの残存状態はあまりよくないが、当初から比較的乱雑に積み上げられていたもの

と思われる。石は傾斜の緩い部分では斜面に貼るように積まれているが、急な部分では斜

面に対して小口積みにしているところがみられる。なお、西発掘区の旧流路につながると

思われる部分では斜面にだけでなく、濠底の一部にも石が敷かれていた。

東発掘区北端中央部で、濠北岸の石積みにほぼ直交して北西から南東方向の溝を約 8m

分検出した。南端は濠の北岸斜面に取 りつき、北西は発掘区外に続く。能登川の旧流路に

つながる濠の付属施設かと思われる。断面の観察では、 3時期の改修があったことがわか

る。これを重複関係から古い順に S D01A、 S D01B、 S D01Cと する。 S D01Aは SD

01B o Cに よって一部力消J平 されているが、幅約4.Om、 深さ0。 5mである。 S D01Bは幅

2.7m、 深さ0。 35m、 S D01Cは幅1.4m、 深さ0。 4mで、溝幅は新しくなるほど狭くなっ

ている。また、濠北岸斜面に取りつく部分には石積みの護岸が施されている。ただし、そ

れ以北では素掘 りのままである。溝内埋土はいずれの時期にも2～ 3層 あり、古墳時代の

上器が出土した。なお、 S D01Cの 両岸にそれぞれ直径0.3m前後の小穴を検出した。

S D01Cを はさんで対称的な位置にあること、東側の小穴が S D01Bの 埋没後に掘削され

ていることからみて、 S D01Cに 伴うものと考えられるが、性格は不明である。なお、濠

２

５

８

１１

１

４

７

１０

暗灰褐色粘質土(SD01B埋 土)

青灰色粘砂(SD01B埋 土)

暗灰色粘質土(SD01A埋土)

暗灰色粘砂(SD01A埋上)

暗灰色粘質土(プロック)

暗灰色粘質t(SD01C埋 土)

淡茶灰色粘質土(SD01A埋上)
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の北岸斜面はこの溝が取 りつく部分では途切れており、溝南端から濠内にかけて散乱した

石がみられる。これらの石は本来北岸斜面に積まれていたもので、 S D01の掘削、あるい

は改修時に動かされたものと思われる。

なお、第 1次調査で検出した壇が今回の発掘区では検出できなかったことから、壇の平

面形は隅のやや丸い、不整台形になる。北辺 (長辺)の長さは約25mと 推定でき (う ち16

m分検出)、 南辺 (短辺)の長さは約15mと 推定できる (う ち8m分検出)。 斜辺はともに

約16mである。濠に囲まれた区画の施設となるが、北東隅が検出されていないので、この

部分で岸とつながる可能性もある。

Ⅲ 出土遺物

出土遺物は非常に少なく、遺物整理箱にして 3箱ほどである。弥生時代の土器 。石包丁

・サヌカイト景J片、古墳時代の土師器 。須恵器 0土製品、奈良時代の須恵器・瓦、中近世

の陶磁器・瓦器・銭貨などである。このうち、濠と溝から出土した古墳時代の遺物のうち、

比較的残存状態の良好なものについて一部を報告する。

東発掘区の濠最下層の暗灰色土から土師器高杯 (1)・ 甕 (7)、 須恵器高杯形器台 (11)、

出土土器・土製品 (1/4)

〇

鱚
吻

①

鱚
吻
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筒形土製品 (8。 9)が出土した。 (1)の高杯は脚部を欠く。口縁部は外上方に広がり、

外面の口縁部と底部の境は屈曲して稜をなす。口縁部内面にはハケメ調整を施す。 (7)

の甕は体部下半を欠く。外上方に広がる口縁部はわずかに内彎し、端部では内倶1に丸く肥

厚する。体部内面にはケズリを施す。ともに布留式土器の特徴がみられる。 (11)の器台

は脚部を欠く。杯部は口径35cm、 深さ約18cmで、口径に比べて深い形態である。口縁部は

外反し、外面には突線と櫛描き波状文を施す。初期須恵器の特徴がある。 (8。 9)の筒

形土製品は径3.Ocmの円筒形の土製品で、長さは (8)が 7.lm、 (9)が 5.3cmである。焼

成前に縦孔を穿っている。用途は不明である。また、東発掘区濠最下層の灰褐色砂から土

師器壺 (6)が出土した。体部下半を欠 く。日径 8。 3mの小型品である。口縁部は外上方

に広がる。体部内面にはケズリを施す。布留式土器の特徴がある。ほかに西発掘区濠内か

ら土師器高杯 (2・ 4)が出土した。 S D01Bか ら土師器高杯 (3)が、 S D01Cか ら土

師器高杯 (5)と 須恵器杯蓋 (10)が出土 した。 (10)の杯蓋は形態から6世紀前半頃の

ものと考える。これらのうち、濠最下層の暗灰色土と灰色砂から出土した遺物は濠が掘削

されてからさほど隔たらない時期を示すもの、また S D01C出 土の土器は濠の廃絶時期の

上限を示すものと考える。

Ⅳ まとめ

これまでの調査成果をまとめると、岸斜面に石積みのある濠は予想以上に大規模なもの

であることが判明した。濠の全容は明らかにならなかったが、今回の調査では濠の北岸の

一端と西岸の一端を確認した。さらに濠内の区画の施設や溝などの付属施設があることが

判明した。そして濠は岸斜面の石積みの一部が北西にのびて旧能登川につながること、ま

たこれとは別に旧能登り||につながると思われる溝を設けていることなどからみて、旧能登

川を利用しているものと考えられる。濠は出土土器からみて 5世紀中頃以前に掘削され、

6世紀前半頃には廃絶したと考えられる。

古墳時代のこのような石積みのある濠については、奈良県内では天理市布留遺跡、御所

市名柄遺跡で同じような濠が発見されている。これらも遺跡の全容は明らかでないが、他

地域の類例の中には豪族居館を囲むものがあり、それと同様に豪族居館の濠であろうと考

えられている。本遺跡で検出した濠もこれらに類似 した形態であることから、同様の性格

であると考えておきたい。この濠が豪族の居館に伴うものであれば、周辺に居館そのもの

が存在 していると考えられる。また、本調査終了後、南へ約250mの ところで実施した第

3次調査では同時期の集落跡が発見されている。これまでの調査で検出された濠は遺跡の

なかのほんの一部であり、本遺跡は、居館、濠、集落などから構成される大規模な遺跡の

可能性がある。さらに周辺では同時期の古墳も確認されており、これらとの関係も今後の

検討課題である。
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Ⅳ小規模確認調査・試掘調査、立会調査



1 小規模確認調査・試掘調査

前述 した発掘調査の他に、奈良県教育委員会の指導で、同教育委員会文化財保存課およ

び奈良県立橿原考古学研究所とともに、緊急に実施した小規模な確認調査と試掘調査が35

件あるも各調査の概要は別表に示したとおりである。このうち、91-18次 。91-24次 。91

-27次の 3件については、本調査が必要であると判断され、奈良県教育委員会は届出者に

対 しその旨を指示 した。91-18次の本調査は奈良市教育委員会が (南紀寺遺跡第 3次調

査、来年度報告予定)、 91-27次の本調査は奈良国立文化財研究所が実施 した。また、91

-24次の本調査は奈良県教育委員会が来年度に実施を予定している。

調査番号 遺 跡 名 調 査 地 地 番 届出者・届出内容 調 査 日 時 検出遺構など (備考)

91-1

91-2

91-3
91-4

91-5
91-6

91-7

91-8
91-9

91-10

91-11

91-12

91-13

91-14

91-15

91-16

91-17

91-18

91-19

91-20

左京三条三坊二坪

左京九条二坊七坪

左京四条五坊十一坪

左京三条三坊十坪

左京五条四坊十二坪

右京一条北辺三境

四・五坪

右京一条北辺三坊八

坪

左京一条四坊四坪

左京五条四坊七坪

右京三条四坊四坪

右京五条四坊十四坪

右京四条二坊九坪

左京六条四坊八・九

坪

左京四条六坊七・八

坪

左京一条七坊三・六

坪

左京四条四坊十六坪

興福寺果園・園地

南紀寺遺跡

薬師寺花苑、八幡宮

左京六条三坊十坪

大宮町 6丁 目3-13

西九条町 3丁 目3-
15

杉ヶ町35-2
大宮町 6丁 目7-4
他

大安寺町827-1
山陵町110-7・ 12

西大寺北町 4丁 目45[
-1
法蓮町カイト558-1
大森西 町 664-1、
659-1
宝来 3丁 目786-1
大安寺町815-4・ 5

尼ヶ辻中町 181、 17C

-3
大安寺町1013-1～
5、 1016

/1ヽり‖町24

川上町572■ 6、 573

-4他
三条宮前町44-1、
45-1
小西町 8-1
南紀寺 4丁 目130他

西の京町八幡山417二

2

大安寺町 3丁 目116-

5

鈴木 雄、商業ビル

辻ノ内久義、食堂

中田政憲、共同住宅

辻本宏一、商業ビル

平田義雄、倉庫

0吉 岡コンサル、共同
住宅

岩井慶秀、商業ビル

畑内宗夫、倉庫

い北辰建設、共同住宅

大田文治、共同住宅

い シェルホーム、共同

住宅

い吉本工務店、共同住

宅

熊木大典、共同住宅

宗教法人伝香寺、立体

駐車場

帥協和建装他、共同住

宅

的東芝建物、商業ビル

阪奈住宅、事務所ビル

lal全 日空ビル、共同住

宅

皆天満神社、駐車場

大西勝義、共同住宅  |

平 3、 4、 8

平 3、 4、 9

平 3、 4、 15

平 3、 4、 25

平 3、 4、 26

平 3、 5、 28

平 3、 6、 4

平 3、 6、 12

平 3、 7、 4

平 3、 7、 25

平 3、 8、 6

ヨ「 3、 8、 20

平 3、 8、 8

平 3、 8、 23

平 3、 8、 26

平 3、 9、 5

平 3、 9、 2

平 3、 9、 10

平 3、 9、 26

平 3、 10、 8

地山に達せず 堆積土層御
察

地山確認 検出遺構なし

弥生時代の流路

地山に達せず 堆積土層勧
察

時期不明の土坑

地山確認 検出遺構なし

時期不明の溝

中世の流路

時期不明の土坑

地山確認 検出遺構なし
時期不明の溝

奈良時代 (?)の柱掘形、
中世の土坑

奈良時代 (?)の溝

中世の柱掘形 時期不明C
溝

佐保川の氾濫原 検出遺構
なし

地山を確認 検出遺構なし

地山を確認 検出遺構なし
古墳時代の溝 。土坑

(本調査を指示)

時期不明の土坑 。溝

奈良時代の土坑

小規模確認調査・試掘調査一覧 1
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調査番号 遺 跡 名 調 査 地 地 番 届出者・届出内容 調 査 日 時 検出遺構など (備考)

91-21
91-22
91-23

91-24

91-25

91-26

91-27

91-28

91-29

91-30

91-31

91-32

91-33

91-34
91-35

右京北辺三坊三坪

左京八条一坊五坪

広大寺池遺跡

左京五条五坊三坪

南紀寺遺跡

左京六条三坊九坪・

東堀河

右京一条二坊七坪

六条町遺物散布地

左京四条二坊七坪

左京九条三坊二坪

左京六条一坊一坪

興福寺南花園

左京九条一坊十三坪

史跡東大寺旧境内

ベンショ塚古墳

山陵町1081

西九条町622

今市町285-1

大安寺町善法寺785-

8

南紀寺 2丁 目155

大安寺町118

佐紀町 2

六条西 3丁 目1532、
1533

四条大路 1丁 目783-

1

西九条町 2丁 目5-
10

六条西波556

元林院町17

西九条町 4丁 目3-
1

今小路町36-1・ 3

山町七反田139-1・

2・ 5～ 11

加藤敏治、共同住宅

百地嘉明、工場

天理教治道大教会、教会

食堂

帥きんでん、事務所 。倉

庫

いクボタハウス、共同住

宅

木村重之、共同住宅

西里吉次郎、商業ビル

帥関西電力、変電所

森田繁一、共同住宅

仰奈良運輸、事務所ビル

閉墨運堂、工場

田中知子、店舗付住宅

い積水化学工業、倉庫

奈良市、水路改修

永尾正一、給油所

]」

平 3、 12、 13

平 3、 12、 17

18

平 3、 11、 18

平 4、 2、 12

平 4、 2、 20

平 4、 2、 26

平 4、 3、 3

平 4、 3、 10

平 4、 3、 23

平 4、 3、 24

平 4、 3、 25

時期不明の流路

奈良時代の溝 1条

中世の井戸 (?)、 時期不明

の溝

奈良時代の柱掘形・土坑

(本調査を指示)

時期不明の流路

東堀河東岸 奈良時代の土
器多数出土

古墳 ～奈 良時代 の土坊

(本調査を指示)

地山確認 検出遺構なし

奈良時代の柱掘形、溝、中世

の粘土採掘坑

近世～近代の溝、時期不リ

の溝

奈良時代 (?)の土坑
地山確認 検出遺構なし
奈良時代の柱掘形 時期不
明の溝

地山確認 検出遺構なし
地山確認 検出遺構なし

小規模確認調査 。試掘調査一覧 2

2 立会調査

その他に、工事に伴って実施した立会調査が117件ある。各調査の概要は別表に示した

とおりである。

調査番号 遺 跡 名 調 査 地 地 番 届出者 。届出内容 調 査 日 晴 調 査 所 見

左京三条五坊三坪

古市城跡

右京五条三坊二坪

左京四条三坊十三坪

左京二条五坊十六坪

左京一条五坊六坪

高樋古墳隣接地

右京八条一坊一坪

大宮町 1丁目71-5

古市町2410-8

五条 1丁 目451-19

三条桧町395-1

法蓮町986-54。 92

法蓮町ヤイ751-3

高lil町地内

七条町11

中尾清子、個人住宅

山本政人、私道敷設

平田禎助、個人住宅

中川玲子、個人住宅

大畑茂二、個人住宅

迪野 勲、個人住宅

奈良市、道路改良

武田越知雄、資材置場

平 3、 4、 4

平 3、 4、 5

平 3、 4、 5

平 3、 4、 9

平 3、 4、 12

平 3、 4、 15

平 3、 4、 16

平 3、 4、 17

時期不明の溝 (?)検出

地山確認 検出遺構なし
造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

地山確認 検出遺構なし
盛土工のみ 掘削工なし

立会調査一覧 1
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調査番号 遺 跡 名 調 査 地 地 番 届出者・届出内容 調 査 日 時 調 査 所 見

９

１０

　

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

２

３

４

５

６

７

８

９

左京四条二坊四坪

右京七条二坊十五

坪薬師寺花苑・八

幡宮
左京八条四坊十四

坪

右京五条四坊九・

十坪

右京北辺三坊四・

五坪

右京二条四坊七坪

左京七条一坊十二

坪

右京四条四坊四坪
左京五条一坊十・

十五坪
右京五条四坊四坪
五条大路

西大寺旧境内

西大寺旧境内

左京三条一坊十四

坪

右京七条二坊六坪

左京三条二坊五坪

左京四条六坊一坪
三条大路

右京三条二坊二坪
西一坊大路

左京三条三坊十三

坪

右京五条二坊十二

坪

右京四条四坊一 。

二坪
左 京 五条二坊 十
三・十四坪
左京二条五坊六坪

左京二条五坊二坪

平城官松林苑

左京三条二坊十二

坪三条大路

右京北辺三坊五坪

左京二条三坊四坪
東二坊大路
左京四条五坊九・

十六坪
右京六条四坊十坪

左京二条七坊二坪
左京七条一坊八坪

尼ヶ ;土 町 2443-
1・ 2

六条町412-3、 415
-1他

束九条町705-8

平松 5丁 目560-26

山陵町127-1

青野町260-2・ 3
他

八条町 4丁 目507-
1

平松町211-1
柏木町惣田560-1

平松 4丁 目地内

西大寺芝町 1丁 目
2531

西大寺芝町 1丁 目
2484

三条大路 2丁 目537
-1
七条東町297-1・
3

三条大路 1丁 目584
-27
下三条町10

二条大路南 5丁 目
5-20
大宮町 4丁 目245

五条町大納言349-
6

平松 1丁 目788-1

大安寺西 1丁 目342

法蓮町久保垣内61

-5
法 蓮 立花 町 311-
4・ 5

佐紀新町県営住宅

地内

三条大路 1丁 目659
-3他
西大寺新 町 2丁 目
104-1他
法華寺町214-1他

三条通 2丁 目480

六条 2丁 目1456-
7

北袋町11-3
柏木町225-1

1留菫」
ダオ~卜商会、

奈良市、道路改良

帥エムデイアイ、共同
住宅

乾 明文、個人住宅

奥田博一、店舗

上東高明、個人住宅

森本一三、宅地造成

山崎スエノ、共同住宅
大倉 享、個人住宅

奈良市、下水道築造

小林敬弘、個人住宅

岡本智喜、共同住宅

NTT、事務所食堂棟

岡田義秋、個人住宅

大木恵美他、個人住宅

末広 隆、共同住宅

村田治夫、個人住宅

llA阪 奈ナショナル住
宅、車庫

東出 昇、個人住宅

大塚宇三夫、共同住宅

奈良市、大安寺西小防

球ネット

藤原修司、個人住宅

駒 悦三、個人住宅

NTT、 電柱建替

い出光興産、給油所

西里吉治郎、店舗

l■ lヒ ラワサ、店舗

冨田音治郎、倉庫

0アエル、共同住宅

嶋田利生、個人住宅

奈良市、柏木球技場本

部席

０

１

９

９

１

２

２

５

・６

・７

・９

２２

２６

６

・２

‐３

‐９

平

　

平

　

平

　

平

　

平

　

平

　

平

　

平

　

平

　

平

　

平

　

平

　

平

　

平

平

平 3、 4、 17

平 3、 4、 19

平 3、 4、 20

平 4、 2、 17

平 3、 4、 23

平 3、 4、 24

平 3、 4、 30

平 3、 5、 1

平 3、 5、 8

平 3、 5、 8

平 3、 5、 14

時期不明の流路・溝検出

地山確認 検出遺構なし

造成盛土・耕土内での掘
肖U

地山確認 検出遺構なし

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

地山確認 検出遺構なし

地山確認 検出遺構なし
地山確認 検出遺構なし

地山確認 検出遺構なし

造成盛土内での掘削

時期不明の流路 (?)確
認

造成盛土・耕土内での掘
肖U

秋篠川氾濫原を確認

造成盛土内での掘削

地山確認 検出遺構なし

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

佐保川氾濫原を確認

掘削は地山に達せず

地山確認 検出遺構なし

地山確認 検出遺構なし

造成盛土 。耕土内での掘
肖J

佐保川氾濫原を確認

造成盛土 。耕土内での掘
肖リ
地山確認 検出遺構なし

造成盛土内での掘削
造成盛土内での掘削

立会調査一覧 2
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調査番号 遺 跡 名 調 査 地 地 番 届出者・届出内容 調 査 日 晴 調 査 所 見

４０

４‐

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５．

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６．

６２

６３

４

５

６

７

８

９

０

左京三条五坊九坪

左京五条五坊九・

十坪

左京四条三坊十五

坪 東三坊大路
右京二条二坊十一

坪

新薬師寺旧境内

左 京 三条 一坊 十

三・十四坪

左京五条五坊

||11坪

右京五条一坊十坪

左京五条二坊―・

二坪

朱雀大路

左京五条六坊九・

十六坪

左京五条二坊十四

坪

左京三条一坊十六

坪

左京四条一坊十六

坪 東一坊大路
平城宮北方遺跡

元興寺旧境内

左京二条五坊六坪

左京五条四坊十三

坪

薬師寺僧綱所推定

地

左京二条三坊四・

五坪 二条大路
左京八条三坊三坪

広大寺池遺跡

左京五条六坊一坪

佐伯院推定地

左京二条五坊十五

坪

左京二条三坊六坪

左京一条五坊七・

八坪

薬師寺旧境内

左京四条三坊十三

坪

右京四条四坊五坪

菅原寺旧境内

芝辻町中垣内11-
34

大森町32-3

三条添川町205-1

西大寺国見町 2丁

目300-11

高畑町1331-6

三条大路 2丁 目574

-1
大森町大森20-3

五条町四条222-1
大安寺町550、 551-
1

七条町東浦48

南城戸町21-2

大安寺西 1丁 目342

二条大路南 2丁 目
15、 16-1
四条大路 2丁 目865

-3
佐紀町2222

中院町27

法蓮町久保垣内61

-7
大安寺 6丁 目815-

1

西の京町302-1

法華寺町236-3

西九条町 1丁 目地

内

池田町427-1
大森町大森290-8
西木辻町エ ノハイ

120-1

法蓮町986

法華寺町 195-1、

196-1

法蓮町地内

西の京町333-1・
2

三条桧町394-1・

3・ 4

大森西町207-34

菅原町490-1

(相 )東 邦生命保険、社

宅

高村明宏、個人住宅

大西信尚、店舗

中西 忍、個人住宅

河合恒彦、個人住宅

米澤貞治、駐車場

鳥井克哉、個人住宅

木寅藤治、個人住宅

松田忠一、駐車場

義本峰子、資材置場

竹田信吉、病院

奈良市、大安寺西小手

洗場

松本美代子、駐車場

森中武男、店舗

奈良市、道路改良

木村善治郎、個人住宅

山田進康、学生寮

今西詔男、個人住宅

乾 庄太郎、倉庫

帥ソフィア、店舗

奈良市長、下水道築造

山本金治、個人住宅

片岡弘充他、個人住宅

近藤祥子、個人住宅

奈良市、下水道築造

澤田欣次、個人住宅

奈良市水道局、給水管

布設

大岡良彦、個人住宅

宮本幸一、共同住宅

西山隆彦、個人住宅

藤井憲司、駐車場

・９

２０

２０

２２

２６

２７

２７

２８

２９

２９

２

１９

２０

２．

４

２６

２

４

７

８

１４

・４

・８

・８

２．

２４

２５

５

５

６

１３

・５

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

１０

９

１０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

掘削は地山に達せず

地山確認 検出遺構なし

地山確認 検出遺構なし

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

奈良時代の柱掘形を確認

掘削は地山に達せず

柱掘形 (?)を確認
掘削は地山に達せず

盛土工のみ 掘削工なし
地山確認 検出遺構なし

造成盛土内での掘削

造成盛土・耕土内での掘

肖J

掘削は地山に達せず

地山確認 検出遺構なし
掘削は地山に達せず

掘削は地山に達せず

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

旧工事の掘削で地山削平

掘削工なし

時期不明の土坑検出

掘削は地山に達せず

地山確認 検出遺構なし

掘削は地山に達せず

地山確認 検出遺構なし

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

地山確認 検出遺構なし
盛上工のみ 掘削工なし
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調査番号 遺 跡 名 調 査 地 地 番 届出者・届出内容 調 査 日 時 調 査 所 見

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

興福寺果園・園地

右京一条二坊三・

六坪
右京七条三坊一 。

二坪
左京二条七坊十一

坪
南紀寺遺跡

右京四条四坊十三

坪
左京五条六坊七坪

右京七条二坊二坪
西一坊大路
左京二条六坊十・

十五坪
左京五条 一坊十一

坪
右京四条四坊十六

坪 西四坊大路
阿閉寺推定地
三条大路 (東二坊)

左京四条五坊十五

坪
左京四条六坊五・

十二坪 東六坊坊
問路
左 京 四条六坊 十
一 。十二坪
五条六坊九・十坪
左京一条三坊十三

坪  条́南大路
左京二条四坊十一

坪
左京一条三坊十一
～十三坪

左京一条五坊二坪
一条南大路
左京三条二坊十坪

左京五条四坊十一

坪
左京三条六坊七坪
五条大路・束堀河

左京六条三坊三坪
西二坊大路
二条大路・興福寺
寺地
秋篠寺旧境内

左京二条二坊十一

坪
右京三条四坊五・

六坪
左京五条六坊七坪

元興寺旧境内

中筋町16-2

二条町 2丁 目地内

六条 1丁 目2424-
1

北半田中町 8-1、
9-1
南紀寺 3丁 目1133

平 松 5丁 目642-
1・ 2

西木辻町中町319-
1

六条町113-1

法 蓮 町 池 下 ノ 田
1166

柏木町621

宝来 4丁 目568他

法華寺町 8

三条大路 2丁 目地
内他
三条町580

南風呂町19-2

阿字万字町地内他

法華寺町1351

法蓮町229-1

法華寺町1351

法蓮町ヤイ731-7

二条大路南 1丁 目
98-7
大安寺町763

高天町16

東 九 条 町 鳥 井 前
1233-4
六 条 1丁 目507-
1・ 3他
鍋屋町43、 44、 45

秋篠町矢部内732-
2

西大寺国見町 2丁
目291-16
宝 来 町 752、 753-
1。 2

西木辻町瓦町361

東寺林町14

北羅ハルミ、共同住宅

奈良市、下水道築造

池田末則他、個人住宅

酒井政治、個人住宅

奈良市、南紀寺学習室

奈良市、溜池改修

西山昭仁、個人住宅

奥村健一、資材置場

武野秀一他、個人住宅

福井 進、個人住宅

岸田ヤスエ、個人住宅

田中鈴彦、駐車場
m関西電力、地中管埋
設
福村貞子、個人住宅

l■l島 田塗装店、共同住
宅

奈良市、道路改良

奈良市、案内標識

奈良市、案内標識

奈良市、一条高校倉庫、
部室他

山本喜志雄、個人住宅

mラ イラック、駐車場

永保勝彦、駐車場

水谷梅乃、駐車場
的芝製作所、倉庫

宮城正治、店舗付住宅

飯田敏夫、個人住宅

柘相伸和、個人住宅

中川ヒサエ、個人住宅

岸田康人 岸田 弘、個
人住宅

岡田キヌエ他、個人住
宅

稲垣吉英、個人住宅

平 3、 11、 15

平 3、 11、 26

平 3、 11、 30

平 3、 12、 13

平 3、 12、 17

平 3、 12、 18

平 3、 12、 20

平 3、 12、 25

平 4

平 4

平 4

平 4

平 4

平 4

平 4

平 4

平 4

平 4

平 4

平 4

２３

　

３０

３０

３０

１

５

１

４

４

４

４

１８

・９

・９

２．

２４

２５

２６

平

　

　

平

　

平

　

平

時期不明の土坑 (?)検
出
旧工事の掘削で地山削平

耕土内での掘削

工事先行 現状確認のみ

時期不明の流路 (?)検
出
地山確認 検出遺構なし

掘削は地山に達せず

盛土工のみ 掘削工なし

掘削は地山に達せず

造成盛土内での掘削

地山確認 検出遺構なし

地山確認 1検出遺構なし
旧工事の掘削で地山削平

造成盛土内での掘削

掘削は地山に達せず

掘削は地山に達せず

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削

地山確認 検出遺構なし

掘削は地山に達せず

造成盛土内での掘削

掘削は地山に達せず

造成盛土内での掘削
基礎再利用 掘削工なし

造成盛土内での掘削

掘削は地山に達せず

地山確認 検出遺構なし

造成盛土内での掘削

造成盛土・耕土内での掘
肖U
掘削は地山に達せず

掘削は地山に達せず

立会調査一覧 4

-149-



調査番号 遺 跡 名 調 査 地 地 番
'」

出者・届出内容 調 査 日 時 調 査 所 見

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

奎曇元彙三募主尋
坪
|

史跡大安寺旧境内

左京一条三坊三坪

左京一条三坊五・六

坪

右京三条二坊六・七

坪

左京三条三坊十五坪

東三坊大路

右京北辺三坊二坪

元興寺旧境内

左京三条三坊十二坪

左京三条三坊八坪

二条大路

左京一条四坊四坪

左京九条四坊六坪

菅原寺旧境内

左京三条五坊一坪

右京三条四坊六坪

西之阪町 2-2  1
西九条町 3丁 目8-
16

東九条町1397-1・

4

法華寺町1249

法華寺町垣外 1276-

1

尼ヶ辻北町地内

大宮 町 6丁 目 1-
3・ 4・ 5。 7

山陵町南代84-4
池之町10

大宮町 4丁 目262-1

サ己ヶ辻 Jヒ町2271-1

他

法蓮町古屋 439-1、

440--1

東九条町金池105-1

菅原町村ノ前506-

13

芝辻町 1丁 目77-58

宝来 3丁 目901-1

奈良市、店舗

大石清蔵、駐車場

奈良市、排水溝築造

福井 弘、個人住宅
山本二郎、個人住宅

奈良市水道局、給水管

布設

いアオキ、店舗

木村 勉、4国人住宅
山本精治、個人住宅

西田武光、駐車場

仰近畿日本鉄道、電話

交換所

寺田 茂他、店舗

野村吉次他、駐車場

西鳥羽哲夫他、4固人

住宅

中島靖男、個人住宅

福田 稔、倉庫

革 1::淵

平 4、 3、 8

平 4、 3、 9
1F4、 3、 9

平 4、 3、 12

平 4、 3、 13

平 4、 3、 13

平 4、 3、 14

平 4、 3、 16

平 4、 3、 16

平 4、 3、 17

平 4、 3、 17

平 4、 3、 19

平 4、 3、 23

平 4、 3、 27

地山確認 検出遺構なし
柱掘形 (?)を確認

地山確認 検出遺構なし

造成盛土・耕土内での掘削

掘削は地山に達せず

造成盛土内での掘削

掘削は地山に達せず

掘削は地山に達せず

掘削は地山に達せず

掘削は地山に達せず

造成麻土内での掘削

地山確認 検出遺構なし

地山確認 検出遺構なし
時期不明の溝 土坑を検出

造成盛土内での掘削

造成盛土内での掘削
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図
版
１
　
菅
原
東
遺
跡
　
第
２００
次
　
０

1 発掘区遠景 (西から)

2 発掘区全景 (南から)
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版
２
　
菅
原
東
遺
跡
　
第
２００
次
　
②

埴輪窯 1号窯・ 2号窯 (南東から)

4 埴輪窯 3号窯 (南から)
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版
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菅
原
東
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跡
　
第
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次
　
０

鰊魏

埴輪窯 4号窯 (北東から)
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883:罷僣
1勁り,″色

`

り0111り ,

第翠
酵 :

999

i336

1印9

埴輪窯 5号窯・ 6号窯、土坑 S K13(北から)



図
版
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菅
原
東
遺
跡
　
第
２００
次
　
０

7 埴輪窯 2号窯縦断面 (北西から)

溝 S D12縦 断面 (埴輪窯 3号窯

焚口付近 東から)

9 溝 S D12横 断面 (南から)



図
版
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菅
原
東
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跡
　
第
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次
　
同

10 1LttS K13(東から)

鰤:輻曾
頌晰櫃蒻

11 出土円筒埴輪 (左上隅 1点が S D12出土、残 り7点は土坑 S K13出土)



図
版
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平
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二
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十
五
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第
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次

発掘区遠景 (南から)

Ъ

ヘ

2 発掘区全景 (北から)



図
版
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平
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京
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第
２２６
‐
２
次
　
０

1 発掘区全景 (北から)

998酔つ

"9[
0109,01つ 0199ρ恒

2 右京三条三坊二・七坪坪境小路 S F105(南 から)
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版
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平
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京
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京
三
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第
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‐
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次
　
②

3 発掘区全景 (西から)
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4 発掘区全景 (北から)
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建物 S B108、 塀 S A109

(第2262次 西から)

建物 S Bl13～ 118

(第237-3次 北から)

溝 S Dll土器出土状態

(第237-3次 西から)



図
版
１０
　
平
城
京
右
京
三
条
三
坊
六
坪
　
第
２２６
‐
・
次
　
０

1 発掘区東半全景 (北から)

2 発掘区西半全景 (南から)
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第
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次
　
②

3 三条条間路南倶1溝 S D 101、 塀 S A103、 南雨落溝 S D102(発掘区西半 東から)

4 溝 S D01(発掘区西半 北東から)
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1 第2371次発掘区全景 (南から)

2 第2372次発掘区全景 (西から)
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二条大路 S F101

同南倶1溝 S D102(東 から)

4 井戸 S E163(東 から)
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鰊

5 井戸 S E162(東 から)
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瑯

発掘区全景 (南から)
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2 建物 S B01(南 から)
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4 建物 S B03(西から)

3 建物 S B02(南から)
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1 発掘区全景 (垂直写真 上が北)


